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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ







　ビーチパラソルが真夏の太陽を遮り、くっきりした影を落とす。

　心地よく微睡まどろんでいた八や木ぎ本もと一かず大ひろは、不意に頰ほおに冷たい感触を覚えて目を覚ました。

「わっ！」

「もうっ。寝てる場合じゃないでしょ。せっかくふたりで海に来たのに」

　見上げると逆光の中、真っ白なビキニ姿の星ほし川かわ早少女さおとめがキンキンに冷えたドリンクの缶を両手に微笑ほほえんでいた。

　そうだった。女の子に嫌われたくないあまり、気づいたらいい人歴＝彼女いない歴＝年齢＝一六年の一大にやっとできた念願の恋人。

　しかも超がつくほどの美少女で、プロポーションも最高で。

　今もきゅっと寄せられた胸の谷間で汗の粒がきらきら光っている。

「やだ、どこ見てるの？　一大のえっち☆」

　とか言いながら顔は笑ってて、腕をバストに当てたのも隠そうとしてるんだか大きさを強調してるんだか微妙なポーズだったりする。

「バイトで疲れてるのかも知れないけど、せっかくふたりで海に来たんだし、思いっきり遊ばないと損だよ」

　そうだった。いつもは教室でイチャイチャするばっかりだけど、せっかく夏になったんだし恋人らしく海でデートしようという話になったんだ。

「ほらっ！　泳ご！」

「おあわっ！」

　早少女さおとめの細い手が一かず大ひろの右手をつかんで引き起こす。

　弾はずみがつきすぎてよろけて、彼女を押し倒すような形になる。

　とっさに両手を突いて激突だけは食い止める。

　横たわる早少女の上に一大が覆おおい被かぶさる体勢になった。互いの脚あしと脚が触れ合う。太陽に炙あぶられた砂よりも、伝わる体温が熱い。

「ご、ごめんっ！」

「だ、大丈夫だよ。下、砂で柔やわらかいし……」

　一大の影に包まれた早少女が、頰ほおを赤らめる。周りにビーチの喧けん噪そうはない。

　まるで世界中からふたり以外誰だれもいなくなったような静寂に、潮しお騒さいと胸のドキドキだけがやけに響いている。

　ビキニに包まれた彼女の胸が、呼吸と一緒にゆっくり上下しているのが見える。

「一大……」

　早少女はまぶたを閉じ、名前をつぶやいた唇をそっとすぼめた。

「一大なら……いいよ、ボク」

「え……」

　一大は息を飲みこむ。

　いいのか？

　だって確かにオレは早少女の彼氏だけど、本当は──。

「……ボクはもう心決めてるから……早く」

「そ、その……。いいよって言われても……」

「女の子に恥かかせないでよ。ね？」

　目を閉じたまま、早少女の唇が小さく動く。

　激しく駆け巡る血の熱さに背を押されるように、一大は一ミリずつ体を下ろしていく。

　支えている両腕が震ふるえる。

　視界の中で、早少女のきれいな顔が少しずつ大きくなっていく。

　一大も瞼まぶたを閉じようとしたその時──

「こぉらぁっ！　カズったら何やってんだよ！」

　いきなり頭上から大声が響いた。

　慌てて起き上がって振り返ると、氷ひ魚お鷹たか奈なが両手を腰に当てて仁王立ちしていた。

　隣に住んでる幼なじみの女の子。

　きりっとした顔立ちに、リゾートでも変わらない無造作なポニーテール。

　セパレートの水着の上からパーカーを羽織っている。

　布面積多めというか、露出度そのものは早少女さおとめより控えめだけど、ぴったりフィットしたボーダー柄が目を引く。

　曲面に沿ったラインが、胸の大きさをいつも以上に強調しちゃってるのだ。

　はっきり言ってそんなところに注目してる場合じゃないのだけど、目が行っちゃうのは仕方がない。だって男の子だもん。

「カズはあたしの彼氏だろ？　なのに何で早少女と海に来てる訳？　あたしに内緒で」

　ぽきんぽきんと指を鳴らす。

　背は低めなのに圧倒的な威圧感。

　鷹たか奈なの全身からうねんうねんと怒りのオーラが立ち上っているのが見える。

　胸の前で握にぎりしめた右の拳こぶしがぷるぷる震ふるえている。

　ヤバい。

　この状況はかなりヤバい。

　何しろ鷹奈は古武術の達人で、小学校時代に素手で熊くまを倒した実績がある。

　彼女が本気で怒ったら一かず大ひろなんかミンチどころか真まっ赤かなジュースにすり潰つぶされ、この砂浜に染しみ込んでおしまいだ。

「ま、待て！　少し落ち着いてオレの話を聞いてくれ！」

　とりあえず立ち上がり、へっぴり腰で説得を試みる。

　確かに鷹奈からも『彼氏になってよ』と頼まれ、引き受けた。それは事実だ。だけどアレは──。

「ひどい……。ひどいですわ、一大様」

　戸惑っていると、後ろから震える声が聞こえてきた。

　この展開はまさか──と思って振り返ると天てん弓きゆう院いん真さな愛えが立っていた。

　バイト先の喫茶店で、一緒に働いている後輩だ。

　潮風に黒髪をなびかせ、大きな瞳ひとみには既すでに涙を浮かべている。

　店で見慣れたメイド服じゃなく、もちろん水着姿。

　シンプルで機能本位の競泳用がほっそりした真愛に似合っている。見た目の印象は生き真面目まじめで練習熱心なスイマーだ。

　後ろから日ひ傘がさを差しかけている黒スーツのガードマン軍団がいなければの話だけど。

「一大様はわたくしとおつき合いしているはず。それがどうして……」

「あ、あの、その、多分何かの誤解で……」

　真愛からもつきあって欲しいと依頼され、承諾した。それも噓うそではない。

　噓うそではないのだけれど。

　誓っていいが、好きで三みつ股またかけてるんじゃない。

　そもそも三股と言っていいのかどうかさえ微妙な立場だ。

　そうだ、早少女さおとめは事情を知っているじゃないか。

　彼女にちゃんと説明してもらえば状況は一気に好転する。最初は一かず大ひろも知らなかったけど三人仲良しなんだし、冷静に事情を話せば分かってくれるはずだ。

　ところが。

「今まで黙っててごめんね。鷹たか奈なも真さな愛えも」

　真顔の早少女がいきなり一大の腕に抱きついてきた。

　柔やわらかな胸が、水着越しに肘ひじに当たる。

「一大は、ボクの彼氏なの。いくら親友でも恋人は分けあったりできない。ボクだけの、一大なんだもんっ！」

　ちょっと待て！　そのセリフは何ですか？

　どうして状況を悪化させる、微妙に事実と異なる事を言ってくれますか、この人は。

「それを言うなら、あたしだって譲れないよ！」

　鷹奈が叫び、後ろから首に抱きついた。

　大きな胸がむにゅりとたわむ感触が背中に伝わって、一大は焦あせる。

「あたしとカズは幼なじみで、小さい頃ころからずーっと一緒だったんだ。幼稚園も小学校も一緒だったし、カズの手料理だって何度も食べたし……。カズの事、いちばん分かってるのはあたしっ！　あたしたちしか知らない思い出が一杯あるんだもんっ！」

「思い出が何だと言うのですか」

　意外なほど毅き然ぜんと真愛が告げる。彼女は早少女とは反対の腕にしがみついてきた。

「鷹奈さんが仰おつしやってるのは、全部過去の話ではありませんか。わたくしと一大様は将来を誓いあった間柄です。既すでにおばさまにも紹介しているのですよ！」

　おばさまというのは、真愛の保護者で天てん弓きゆう院いん記念財団理事長代理を務める志し束づかのことだ。

「過去も将来も関係ないよ。今一番近くにいるのはボクだもんっ！」

「それは単に同じ学校でクラスメイトというだけの話ではありませんか？」

「そーだよ。早少女、ひとりだけ共学だからってずるいぞ」

　ちょっと待て。

　三人とも何を言ってるんだ？

　不条理だ。こんな状況に陥おちいる理由なんてそもそもないはずなのに。

　反論したいのになぜか言葉が出てこない。

　口は金魚みたいにぱくぱく開くだけ。

　まるでタイミングを計ったみたいに、三人が同時に一大から離れて飛とび退のいた。

　水着姿のトライアングル。

　メジャーで測ったみたいな等距離の重心にぽつんと取り残される。

　皮膚がぴりぴりするのは日焼けのせいじゃない。

　自分を中心に飛とび交かう視線の火花が原因だ。

「いくら親友でもさ。譲ったり分けあったりできない事ってあるよね」

「それは、こちらのセリフですわ。わたくしも誇りに賭かけて、鷹たか奈なさんが相手でも絶対に引き下がったりいたしません」

　氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの構えを取る鷹奈の後ろでさっきまで青かった海が鉛色に逆巻き、渦を描いた暗雲の内側で稲いな妻ずまが閃ひらめいている。

　真さな愛えの後ろには屈くつ強きような黒ずくめのガードマン集団どころか迷彩服で武装した傭よう兵へい部隊までが現れた。

　空に浮かぶヘリコプターから懸けん垂すい降下し、砂浜に乗り上げたボートからもわらわらと迷彩服の集団が集まってくる。

　手にはアサルトライフルやらロケットランチャーやら。

　一糸乱れぬ動きで陣を組み、火力の列を恋こい敵がたきたちへ向けている。

　もちろん鷹奈は鷹奈で、軍隊が敵でも構えを解かない。

「ボクだって諦あきらめない！　鷹奈や真愛みたいに戦う力はないけど、一かず大ひろと別れるなんて嫌だもん！　大切なのは過去でも未来でもない、今この瞬間、一大が一番好きなのは誰だれかっていう気持ちでしょ！」

　早少女さおとめも宣戦布告する。

「そうですわね……。一大様、わたくしたちの中から誰を選びますの？」

「カズ！　はっきりしてよね？」

「ボクだよね、一大？」

　待て！　お前らちょっと待て！

　どうしてそんな事を訊きいてくる？

　そもそもこんな状況になる意味がない。

　三人とも、頼んできたのはニセ恋人じゃなかったのか？





第１話　緊急特別指令：×××をゲットせよ！







「助けてくれ────っ！」

　がばっ！

　ベッドの上で身を起こす。

　腕が勝手に動いて額を拭ぬぐう。太陽の熱さで流したのではない。べっとりぬるりと、イヤな感触の寝汗だった。

　シャツも、パジャマのズボンも肌に貼はりついている。

　はい。そうです。夢オチでした。

　現実の日付はまだ梅つ雨ゆの明けかけ。海水浴には早すぎる。

「……何つー夢見てるんだ、オレは」

　いくら鷹たか奈なが強くても、怒りで嵐あらしを呼んだりするはずがない。

　真さな愛えがお金持ちなのは事実だけど、私設軍隊なんてのはさすがに無理。

　どっちも確かめた訳じゃないがあり得ない話だと信じたい。

　確かに形式的には三みつ股またっぽいけれど、はっきり言って一かず大ひろ本人のせいじゃない。

　彼女たちがそれぞれの事情で恋人役を頼んできて、それを引き受けちゃっただけだ。

　まさかその三人が親友同士というのはさすがに想定外だったけれど。

「そうそう。ニセの彼氏なんだよ。何都合のいい夢見てんだ、オレは！」

　声に出して己にツッコミを入れる。

　夢の中では三人とも自分に本気でホレていた。

　そういう甘い幻想は抱いだかないと固く誓ったはず。

　着替えを済ませ、汗で汚れた下着を丸めて洗濯機に放ほうり込こみ、冷たい水で顔を洗って気分をすっきりさせる。

　転勤した父に母と妹までくっついていったので、この家は一大の一人暮らしだ。

　気楽な反面、全部自分でやらなきゃいけないのはちょっと面倒くさい。

「ダブルブッキング乗り切った時、みんなに事情話せばよかったんだよなぁ」

　一か月くらい前の話だ。

　まず『仕事』の都合がある早少女さおとめの、ニセ恋人を引き受けた。

　百ゆ合りっぽい後輩に迫られて困ってる鷹奈。

　おばさんが勧める見合い話を断りたい真愛。

　ふたりからも頼まれて、両方のデートをかけ持ちする羽目になってしまった。

　その時早少女には三股（？）がバレてしまったけれど、他の二人はまだ他の人の事情も事実も知らない。

　鷹たか奈ながニセ恋人を頼んだ事情を真さな愛えは知らないみたいだし、逆もまた然しかり。一かず大ひろの一存で喋しやべっちゃっていいのか分からなかったからだ。

　気がつけば、そのままずるずると現在に至っている。

　相変わらず学校では早少女さおとめと恋人のフリをして。

　バイト先では真愛の相談に乗ってやって。

　家で鷹奈にご飯作ったりして。

「ほほははひゃひへはひひょひゃあ……」

『このままじゃいけないよなぁ』と呟つぶやいたのだけど、歯を磨みがきながらだったので変な声になってしまった。

　よし、言おう。

　まず事情を知ってる早少女に相談だ。こんがらがった状況をすっきりさせよう。

　本当の恋人でもないのにあんな夢を見てしまうのは健康に悪い。

　彼女なんて一人いれば充分。二人は多すぎる。三人なんて論外だ。

　ニセ三人は論外中の論外。

　そんな事を考えながら登校すると──。

「おはよう、一大っ☆」

「おわっ！」

　いきなり早少女が飛びついてきた。

「な、何だよ、一体？」

　いつもは一大の方が先に登校しているのがパターンだ。不意打ちを避さける事もできず、思わず抱きとめてしまう。

　柔やわらかい感触と体温が、衣替えした夏の制服越しに伝わってくる。

「何だよ、じゃないでしょ？　リーダーの宿題、半分ずつやって写しっこしようって約束したじゃない？」

「あ、ああ。そうだった」

「もうっ！　まさか忘れてきたの？」

　つんと唇を尖とがらせた早少女の指が、ちょんと一大の鼻を突っつく。

「い、いや。ちゃんとやってきたよ」

「よかったぁ。一大がわたしとの約束、忘れるはずないもん」

「あたし、席空けようか？」

　隣の女子が立ち上がると、早少女はすぐそこに腰を下ろし、机をずらしてぴったり肩を寄り添そわせる。

「ありがとうね」

「いーのいーの。一大くんと早少女ちゃんのためだもん」

　今までずーっと頼み事を引き受け、数多くのキューピッド役をこなしてきた一かず大ひろは、基本的に女子ウケがいい。

　早少女さおとめも以前はクラスでも地味な存在だったけれど、一大とつき合いだしてメガネを外し、髪型を変えてからはすっかり明るくなった──とみんなは思ってる。

　そんな訳で、二人はクラスのみんなからも祝福される公認カップルなのだ。

「あれ？　ここスペル間違ってない？」

　一大のノートに手を伸ばす早少女が、さらに密着する。

　胸とかじゃなく肩なのに、女の子の体のふにっと柔やわらかい感触。

　長い髪からは微かすかで心地よいシャンプーの香りが漂ただよってくる。

「あ、朝からそんなにくっつくなよ！」

「いいでしょ？　わたしたち恋人同士なんだし。それとも嫌？」

「い、嫌じゃないけど……照れるっていうか恥ずかしいっていうか……」

「わたしだって恥ずかしいけど……一大と一緒に恥ずかしいのが嬉うれしいんだもん」

　ぽっと頰ほおを染め、早少女がうつむく。

「それとも一大は……嫌？」

「い、嫌じゃないよ。オレたちつきあってんだしなっ！」

　ついつい必要以上に強調した口調になってしまう。

「そうだよねっ！」

　ぎゅっ！

　シャーペンを握にぎる右手に、早少女の柔らかな右手が重ねられる。

　頭のてっぺんから心臓が飛び出しそうな感覚。

　どこからか聞こえて来たひゅーひゅー囃はやし立てる口笛は、チャイムが鳴って先生がやって来るまで収まらなかった。




　昼休みには、屋上で一緒にご飯を食べるのが一大と早少女の日課だ。

　屋上へ続く扉には手書きの張り紙。

『バカップル御ご用よう達たし。他の人は遠慮してね☆』

　見覚えのある女の子の筆跡。多分クラスメイトのミキが書いたものだろう。

　余白には『おめでとう』とか『がんばって』とか細かいラクガキがちらほらと。

　クラスだけでなく、校内でも一大に感謝してる生徒は多い。

　以前からほとんど利用者がいないこの屋上は、なし崩し的に二人専用と公認というか黙認されてしまっているらしい。

「……はぁ……」

　あくまで早少女はニセ彼女。

　いずれこの関係は解消され、一かず大ひろは長年の悲願である『本当の彼女』を改めて見つける事になるはず。

　現状が既成事実として知れ渡っちゃうと、後からトラブルになりそうだ。

　高く持ち上げられているほど、落下する距離は大きくなる。

「好都合じゃない？　ボクたち、内緒の話も多いんだし」

　夢にも現れた通り、早少女さおとめの正体はボクっ娘こである。

　教室で見せている態度も、以前装よそおっていた地味な女の子も、どっちも演技だ。

　本性は、一大だけが知っている。

「さ、おべんとおべんと☆」

　楽しそうに唄うたいながら、早少女はコンクリの屋上にピクニックシートを広げる。

　早少女が用意した今日のランチはサンドウィッチを中心にした洋風のもの。

　ミートボールやミニオムレツが冷凍食品なのは、一大も自炊するから一目で分かった。

「ごめんね。今日はちょっと手を抜いちゃって。一大、ご飯党なのに」

「いいよ、気にしなくても。面倒だろ？　オレは別に学食でもいいんだし」

　自炊しているからこそ、朝起きて弁当を詰める面倒さは理解している。

「だって一大、前に言ってたじゃない。女の子にお弁当作ってもらうのが夢だって」

「確かに言ったけど、無理しなくてもいいってば」

「無理じゃないの。ボクが作りたくて作ってるんだから」

　何な故ぜか照れたように、早少女が視線を逸そらす。

「つ、つまりねっ！　ボクたちは彼氏彼女でいちゃいちゃしてるのを周りにアピールしてるんだから、女の子が毎日お昼作ってくる方がそれらしいし、こうやって屋上を独占する理由も作れて便利だって事っ」

　確かにそうかも知れないけれど、それだったらパンやおにぎり買っておいてここで食べても同じじゃないだろうか。

　どうせここでは二人っきりなんだし。

「早少女がそうしたいってんなら別に止めないけどさ」

　手抜きと言いつつ、サンドウィッチはちゃんと一手間も二手間もかけた品だった。明めん太たい子こマヨネーズを使ったツナサンドというのは初めて味わう。

「ん。これ、美お味いしい！　こういう工夫もあったのか」

「ホント？　よかったぁ。口に合わなかったらどうしようかって思った」

　嬉うれしそうに笑う顔を見てると確かにこっちも楽しい気持ちになる。

　だけど、一大としては今け朝さの悪夢を完全に忘れ去る事ができない。

　これ以上状況を泥沼化させないためにも、一度きちんと早少女とは話し合わなければ。

「ごちそう様。で、早速で悪いんだけど、ちょっと大事な話があるんだ」

　行きがかり上とは言え、ニセ彼氏三みつ股また。

　これを解消するためには、事情を把握している早少女さおとめの協力が不可欠だ。

「ボクも大切な話が──一かず大ひろにお願いしたい事があるの」

「話？」

　こっちが先に話を切り出したはずなのに、こんな風に言われるとつい耳を傾けてしまう。

　女の子の頼みは断れない。特にそれが彼女なら。

　まあニセなんだけど。

「ボク、どうしても欲しいものがあるんだ」

「え？」

　真顔で早少女が近寄ってくる。

「一大にしか頼めないの。男の人しか持ってないものだから……」

　手と膝ひざを突いたポーズで、一大へにじり寄ってくる。一大の脚あしを早少女の手足が跨またいだ形で、お互いの鼻の頭が触れそうなほどの距離。

　ちょっぴり頰ほおに朱しゆが差している。

　潤んだ瞳ひとみがこっちを見つめている。

　制服のスカートを柔やわらかに盛り上げるお尻しりのラインが目に飛び込む。

「ななな、何だよっ！」

「昼間からするような話じゃないのは分かってる。でも……」

　心臓がバクバク躍り出す。

「お願い。ボク、どうしても欲しいの。ボクを大人にして……」

「だだだ、だから何だよ！　欲しいものって！」

　いくら何でも。

　昼間っから。

　学校の屋上で。

　これは──期待しちゃっていいのか？

「あのね……」

　桜色に濡ぬれた唇が小さく開いた。こぼれた息の熱さが一大の顔まで届く。

「えっち本」

「へ？」

　幻聴ではない。早少女はいつでも発音明めい瞭りようだ。彼女自身が意図してごまかした時は別にして、聞き間違う事はない。

「えっち本が欲しいの。男の子が見る奴やつ」

「なぜ────っ？」

　予想の斜ななめ上を超音速で飛んでいく回答に、一大は天を仰いで絶叫する。

　いや待て。冷静になるのだオレ。こういう時は素数を数えろ。

　一、二、一、二──ってこれはただの二拍子！

　と内心でツッコミを入れて強制的に冷静さを取り戻す。

　最初っから早少女さおとめは本当の彼女じゃない。ニセだ。

　ドリーム展開を期待するなと、今け朝さも自分に言い聞かせたばかりじゃないか。

　深呼吸、深呼吸。

「えっち本って……その……女の子のヌードが載ってる奴やつ？」

「当然でしょ。一かず大ひろはそうじゃない特殊な奴の方がいいの？」

　あっさり答える早少女。

「いや待て！　何でそういう話になる！　オレが知りたいのは、どうしてお前がそんなものを欲しがるのかって事だ！」

　気持ちを落ち着かせ、距離を取り直してから確認する。

「あのね。実は今度アニメに出る事になったの。深夜枠のメインヒロイン！」

「へーっ！　そりゃすごいじゃないか。おめでとう！」

　早少女が突きだしたＶサインの手を、思わずつかむ。

　一大だけが知っている早少女の正体。それは彼女が声優という事だ。

　もっとも何か事情があるらしく、今までは教育番組や幼児向け作品の仕事だけ。

　ニセ彼氏役を頼まれたのも演技力を磨みがき、仕事の幅を広げるために恋愛を経験してみたいという取材目的だったのだ。

「あ……ありがと。一大が喜んでくれると……嬉うれしい」

「あっ！　ご、ごめんっ！」

　真まっ赤かな顔で目を伏せる早少女。

　いきなり手を握にぎっちゃった事に気づいて、慌てて離れる。

　教室ではバカップルとしてイチャイチャしてるけど、どうしてだかこんな時にはお互い照れてしまう。

　たかが手なのに。

「それでね」

　軽く咳せき払ばらいして、呼吸を整えてから説明を続ける。

「昨日は原作マンガを読み返してたら、興奮してなかなか眠れなくて」

　そのせいで寝過ごしそうになり、弁当が手抜きになってしまったのだとか。

「で、どういう役なんだ？」

「萌もえコメディで、男の子を誘惑する役」

　あっさり。

　思わずつんのめる。

「えっち本を資料に服やポーズを研究して、主人公を挑発したり誘惑したりするの」

「誘惑？」

「うん。こんな風にしたりして」

　立ち上がると早少女さおとめは肩から手を差し入れ、うなじを撫なでるようにして髪をかき上げた。体をやや反らしながらウエストをひねる。

　制服の上からでも分かる、胸の膨ふくらみを強調するポーズだ。

「わっ！」

　焦点をぼやけさせたいつもよりも色っぽい眼まな差ざしを向けられ、一かず大ひろは声を上げる。

　小さく開いた唇から短く熱い息を漏もらし、早少女は流れるように姿勢を変える。

　今度は上半身を前に倒して膝ひざに手を突きながら、こっちを向いてウインク。今度はスカートを丸く盛り上げるお尻しりの形の良さがアピールされる。

「お、おまっ！　お前、他の男の前でそういう事やんのか？」

「ボ、ボクが実際にやる訳じゃないよ！」

　一大が思わず口走ってしまった言葉に、早少女の方も何な故ぜだか焦あせった様子で答える。もう表情もポーズもいつもの彼女に戻っていた。

「そ、そうか。そうだよな、ウン」

　何をうろたえちゃったのだろうか、オレは。












　早少女さおとめは声優。彼女が実際に人前でこんな事をする訳ではない。あくまでキャラに声を当てるだけだ。

　芝居の練習、経験値アップのためのニセ恋人なんだし、早少女が本業で成功するなら、喜ぶ理由はあっても困る必要はない。

「だけどボク、そういう本なんて読んだ事ないし。やっぱりボク自身もキャラの気持ちになりきるためにはちゃんと取材しなきゃいけないって思うの」

「え？」

　女の子の前では常に明るく紳士的に振る舞っている一かず大ひろだが、もちろん本質は男子高校生という生き物である。

　しかもセクシーポーズを見せつけられた直後。

　こんな風に言われると頭の中の図書館は活性化してしまう。

　秘蔵コレクションのあんな写真やこんなグラビアの、顔だけ早少女にすげ替えた全自動脳内アイコラ状態。

　何しろ声優だって雑誌のグラビアやテレビに出るのが当たり前の昨今、顔出しＮＧなのが勿もつ体たいないくらいの超絶美少女なのだ、早少女は。

　そういえば例のダブルブッキング事件の時、早少女の事を『くららちゃん』と呼ぶストーカーと出くわして殴なぐり倒したけど、詳しい事情は聞かずじまいだった。

　女の子が内緒にしてる事は、相手の方から話してくれるまで根掘り葉掘り聞いたりしないのが一大の基本方針だ。

　あの時は早少女のブラウスが破かれて、ブラが見えちゃって──。

　ぶんぶん。

　頭を振って、浮かんだイメージを追い払う。

　こんな妄想してたら、あのストーカーと変わらなくなってしまう。

　本題に戻らなくては。

「つ、つまり別に個人的にえっち本を見たい訳じゃなくて、仕事のため？」

「当たり前でしょ？　ボクが個人的にそういうものを読みたがると思ってるの？」

「い、いや……。早少女ならやりかねないと思ってた」

　彼女が欲しかったから『普通の女の子』についての下調べは熱心だった。

　同時に、幼なじみの鷹たか奈ながいるから過か剰じような幻想を抱いだく事もなかった。

　友達レベルではほとんどの女子と仲良くしてる。

　だけど早少女はそんな一大の予想も想像もぶっちぎるユニークな女の子。

「もうっ！　ボクをどういう人間だと思ってる訳？」

　ずっと教室で猫かぶりを続け、ニセ彼氏を確保するためオレを騙だました演技派。

　そして今では、一緒にいると刺激的でワクワクするニセの彼女。

　だからこそ憧あこがれていた普通の恋愛とは違うけれど、楽しい。

　それでもまさか男にえっち本をねだるとは予想の斜ななめ上だった。

「ま、いいか。一かず大ひろにいろいろ誤解されそうな事しちゃったのは事実だし」

「本買わなくても別な手段ないか？　例えばネットでそういう画像落とすとか」

「一大、そういう事してるの？」

「い、今はオレの事はどうでもいいだろっ！」

「ヒロインが雑誌を参考にしてるんだから、ボクも同じ資料をベースにしないとキャラがズレちゃうと思うの。あ、それとマンガじゃなくて写真載ってる本ね」

　資料だからか。注文がいろいろと細かい。

「あ。そうか！　別に新しく買わなくても、一大のコレクションから古いのを譲ってもらうっていう手はあるかも？」

「それはダメ！」

　コレクションなんて言われるほどじゃないけれど、一大だって健全な高二男子。その手の本の一冊や二冊や三冊や──まあそれなりに持っている。

　だけど私用のえっち本を女の子に見られるくらいなら、新しく購入した方がマシだ。




　制服姿の学校帰りは論外。それと近所もダメ。

　書店でもコンビニでも顔を覚えられている。

　しかも一冊二冊じゃない。大量に買いこむから、店員の記憶に残る危険は大きい。

「考えてみたら、これって犯罪教きよう唆さって事にならないか？」

　帰宅した一大はぶつぶつ呟つぶやきながら着替えを始めた。

　厳密に考えると未成年の自分が成人雑誌を買うのは法律とか条例とか、そういうものに触れちゃうんじゃないだろうか。

　普段自分でも買ってるから大きな事は言えないけれど。

　とにかく作戦は決まった。

　市内でいいからなるべく遠い本屋へ行く。できれば変装もした方が安心かも。

　と言う訳で。

　留守にしている父のタンスを開いて、残していった衣類から見み繕つくろう。

　まだ体格は一回り小さいけれど、親のスーツを着られない程の差ではない。

　スーツというより背せ広びろと呼びたくなる、オーソドックスと言えば聞こえはいいがちょっと古くさいデザインのダークグレーを選び、幅はば広ひろのネクタイを締しめる。

　ついでに見つけたサングラスと帽子、さらに途中で買ってきたマスクで顔を隠す。

「よし！　完かん璧ぺき！」

　これでどこからどう見ても完璧な不審者だ。

　違う。その完かん璧ぺきでいいのか？

　この際はよし。目的は怪あやしまれない事じゃなく、素顔を隠す事なんだから。

　日本は平和で人権を尊重する国だ。見た目がちょっとくらいうさん臭いくらいで通報とか逮捕とかされない──はずだ。

　そして不審人物がえっちな本をたっぷり買いこんでも何らおかしい事はない。

　だって不審な人が不審な事をしてるんだから自然な事じゃないか。

　どこか論理が崩壊してる気もするけど。

　自分への言い訳を積み重ねて、一かず大ひろは買い出しに出かけた。

　周囲の視線に耐えながらバスに乗り、九く比ひ戸と駅の向こう──日ひ頃ごろは滅めつ多たに立ち寄らない商店街で書店を見つける。

　コミックスや文庫、文芸書は壁。雑誌類は店内二列の陳列台に面めん差さし。いかにも昔ながらの本屋さんという雰囲気だ。

　このあたりなら知り合いと出会う確率はほとんどないだろう。特にこんな個人経営の小さな店なら。

　そう考えながらサングラス越しにえっち雑誌の棚を物色していると──。

「気持ちは嬉うれしいけど遠慮するよ」

　いきなり知ってる声が耳に飛びこんできた。

　思わず振り返る。

　聖せい穹きゆう女じよ学がく院いんの制服を着た二人組。

　その片方は絶対に見間違うはずのない相手だ。

　背は低いけど瞬発力のありそうな引き締しまった体形で、そのくせ出るところは人並み以上に出ている。ちょっと硬いくせっ毛を無造作なポニーテールでまとめている。

　幼なじみの鷹たか奈なだ。

　どうして学校からも遠く、家とも逆方向のこんなところに？

「ですからあたしがおねーさまにご飯をご馳ち走そうしますってば！　見て見て。新キャベツと魚介のスープと春野菜のサラダの取り合わせなんて美お味いしそうじゃありません？」

「い、いいよ。そういうのは」

「遠慮しないで。好きな人に手料理を食べさせたいのは当然ですもんっ！　あたし、おねーさまのためなら一所懸命練習しますからっ！」

　腕にしがみついて料理のテキストを開いているのは、空手部の後輩・羊ひつじ飼かい桃もも乃の。

　鷹奈よりさらに小柄で、体格も細身。シニョン二つを乗っけた頭で、首からは『おねーさま撮影用』のデジカメをぶら下げている。

　女子高で空手のチャンピオンだから校内で鷹奈の人気は高い。そんな中でも、桃乃はミーハーに騒いでいる連中とは違う。

　ただ一人本気で鷹たか奈なにご執心のガチ百ゆ合りっ娘こなのである。

　そもそも一かず大ひろがニセ彼氏をやる羽目になったのは、桃もも乃のを諦あきらめさせるべく『ちゃんと彼氏がいる』というアピールが目的だった。

　一大と鷹奈がつき合っているのは一応納得したけれど、まだ諦めていないらしい。

　この本屋にも桃乃が引っ張ってきたという事か。

「そ……そういうモンなの？」

「そうですっ！　好きな人にご飯を食べさせたい。これって当たり前の気持ちです。もう本能と呼べるくらいに！　おねーさまはそんな気持ちになった事ないんですか？」

「あ……あたしは別に……料理とかしないし……」

　一大は知っている。

　食べる事に関しては人一倍というか二倍三倍だけど、作る方はまるっきりダメ。

「それはおねーさまが心の底から一五画男を愛していない証拠ですっ！　女の子の本能がそう言ってますっ！」

「ち、違うよ！　あいつの方があたしにご飯作ってくれるからいいの！　あたし料理とか得意じゃないし、あいつに作ってもらった方が嬉うれしいっていうか……。こういうおしゃれ料理より、本当はボリュームいっぱい脂たっぷりのがっつり系ご飯の方が好きだし！」

　それも知っている。












　チャーハン。焼きそば。肉も野菜も炭水化物もまとめてかっこめる料理が好き。

　学校では猫被かぶってるという話だから、メニューも食べ方も控えめにしてるのか。

　お隣さんで幼なじみでずっと一緒でも、学校が違うからそっちでの様子はお互いあまり知らないのだ。

「ずーっと武者修行で世界中回ってたんでしょ？　一五画男、もう一回修行の旅に出ればいいのに。それで二度と帰ってこなければおねーさまはあたしのものっ！　シベリアで虎とらに喰くい殺されたり、インドで象に踏まれたりすればいいのにっ！」

　何てことを考えてますか、この子は。

　熊くま殺しの鷹たか奈なより強いという設定だから、確かに強敵を求めるなら最低でもそのラインだろうけど。

　だいたい自分が外国で猛獣バトルの末に死んでも、それで自動的に鷹奈がお前と結ばれるなんて話はない。

　こっちはあくまでニセ彼氏だし、鷹奈にはそっちの趣味はないんだから。

「そ、それはほら……あたしが一緒にいてってお願いしてるんだよ！　もう世界中の強豪と手合わせしたって話だしね。虎も象もライオンも、全部やっつけた事あるって！」

　こっちはこっちで何を言う？

　鷹奈よりも強い最強格闘家。世界中を旅した無敵の男を演じるという時点で、一かず大ひろの体格ではかなり無理のある配役。

　なのに、この上もっと面倒で具体的なディテールを付け加えるというのか。

「それにしてもあの一五画男が料理するなんて意外ですっ」

　桃もも乃のが首を傾かしげる。

　一人暮らしで家事は一通りこなすし、料理は好きだ。鷹奈にはいつもご飯をせがまれているのも事実。

　だけど設定上の無敵拳けん士しにはちょっと似合わない。

「ほらっ！　人里離れた荒野とか山の中も旅するから料理くらいできるんだよ！　修行でライオンや象と戦って、倒した後は料理して食べる。そうして強敵の魂を体に取り入れていくんだよ！　お前の命はオレの血肉になって生き続けるとか言って！」

　やめろ！　それ以上無む茶ちやな設定を増やさないでくれ！

　叫びたい気持ちを必死に堪こらえる。

　熊殺しの鷹奈よりも強い男というだけでハードル上がりきっているのに。

「あのぉ、お客さん？　何かお探ししてるんですか？」

　店番のおばさんが、レジから声をかけてくる。

　しまった。

　不審者スタイルの男が男性雑誌コーナーの前で硬直してたら、そりゃ変に思われる。

　声に出して返事をすると鷹たか奈なに気づかれてしまう。

　いくら遠慮のない関係、お互いの家にも平気で上がり込んじゃう間柄でも、こんな現場を見られる訳にはいかない。ましてニセ恋人設定を守らなきゃいけないのだし。

　声を出せず、何とかジェスチャーだけで意思疎通を試みる。

『怪あやしい者ではありません。見ての通りの不審者です。えっち本を物色しています』

　一かず大ひろはふしぎなおどりをおどった。

　一大のＭＰマジツクポイントが下がった。下がった。もっと下がった。

「やですねー、おねーさま。男って、ああいう本を買うんですよ」

　本人は潜ひそめているつもりかも知れないが、桃もも乃のの声ははっきりこちらの耳に届いている。おまけに指まで差してるし。

　ちょっと待て！

　もしここで鷹奈が変に正義感を発揮して『店に迷惑な怪しい客をぶっとばす』とか考えたらどうなる？

　当然戦っても敵かなわない。正体もバレる。

「やっぱり男は危険なケダモノなんですわっ！　虎とらよ象よライオンよスカンクよアナグマよオポッサムよっ！」

　批難する桃乃の声が高まる。鷹奈もこっちを見ている。

　これは危険な状況。

　ずーっと一緒に育ってきた幼なじみ。変装していても体格で気づくかも知れない。

　一刻も早くこの場を離脱しなければ！

　いや落ち着け。

　落ち着くのだ、オレよ。

　慌てて逃げたりしたらますます怪しい。

　万引き犯とかと勘違いされて追いかけられたら、鷹奈の脚力からは逃げられない。

　こんな事なら不審者スタイルにしなければよかった。

　似合わない背せ広びろの下で、冷たい汗が滝のように流れている。

「ま、まあ……ちょっとイヤだけど。店にとっちゃ普通にお客だろ。あたしたちが構う事でもないし」

　ほっ。

　熊くま殺しのバイオレンスっ娘こでも、さすがに桃乃よりは常識があったらしい。

『万引きしてませんよ』とアピールするため、両手を挙げ、なおかつ仕草で正体がバレないようにギクシャク不自然な歩き方で店から出て、全力でダッシュする。

　路地に飛び込み、サングラスをずらしながら今来た道を確かめる。

　とりあえず追いかけてくる気配はない。

　そうだ。小さな個人商店だからかえって目立ったんだ。ビデオレンタルコーナーを併設してるような大型チェーンの方がいい。

　客が多いから変な奴やつがいても目立たないだろうし、店員もマニュアル通り事務的に対応してくれるはずだ。

　土地勘がないのでしばらくウロウロする羽目になったけれど、バイパス沿いまで歩いてその手の大型店を見つける。

　広い駐車場には何台もの車が止まっていて、繁はん盛じようしているようだ。

　これなら目的通り。

　他のお客に紛れて、サクッとえっち本を購入。即座に撤退すればミッションは完了だ。

　体育館よりさらに広いフロアの半分がブックストアで、残りはビデオレンタル。

　男性向けコーナーの品しな揃ぞろえは、さっきの本屋の三倍くらいありそうだ。

　一かず大ひろが入店してその棚の前に立っても、特に気にする人もいない。

　この手の店では商品はシュリンクパックされているのが普通だけど、ここはコミックスも雑誌も、それぞれ見本用に一冊開放している。

　初めて目にする雑誌も多く、ついつい目移りしてしまう。

　今回は大義名分があるのだ。

　自分の欲望のためじゃない。頼まれて人のお金で買うのだからちゃんと吟ぎん味みしなければ。

　とか考えていると──。

「こちらのお店も繁盛しているようですわね」

「ええ。だけどネット書店や電子書籍が伸びてきているわ。映像作品もこれからはダウンロードコンテンツとしての利用が主流になるかも知れない。音楽は既すでに完全に切り替わっているもの。コストダウンで消費者にもメリットがある事だし」

　げげっ！

　思わず入り口に視線を向ける。

　やはり知っている人が現れた。

　艶つややかな黒髪を真まっ直すぐに伸ばして、細い体の背筋も真っ直ぐ伸ばして歩いているのはもちろん真さな愛えだ。

　鷹たか奈なたちは学校帰りだったけれど、こっちは一度帰宅してから買い物に来たらしく私服姿だった。

　純白のブラウスに細かいチェックのベストとスカートの組み合わせ。

　清潔感と落ち着きがあって、真愛によく似合っている。

　一緒にいるショートボブにメガネの切れ者美人は、彼女の保護者で天てん弓きゆう院いん記念財団の理事長代理である志し束づかおばさん──と言ってもまだ二〇代半ばだけど。

　志束がしきりに勧めてくるお見合い話を断るために、一大はニセ彼氏役をやらされているのである。

　ついでに黒いスーツに夜でもサングラスのボディガードが三人付き従っている。

　ニアリー変質者の一かず大ひろの事は気にも留めなかった店員やお客も、さすがにこの一団には目を向けてしまう。

　しまった！

　このチェーン、天てん弓きゆう院いんグループだったのか？

　いや。系列企業でも真さな愛えと志し束づかがいきなり店に現れるなんて予想できるはずがないか。

　あくまで基本はバイト仲間。

　働いている店では必ず会えるけれど、それ以外の生活パターンは不明だ。

　鷹たか奈なとばったりは運の悪い偶然としても、ここで真愛にも会ってしまった。

　これはきっと神の嫌がらせだ。

　いじわるだ。

　インチキだ。

「でもおばさま。わたくしのように機械を扱うのが苦手な人もいますわ。だ……だうんろーどですか？　何もかもパーソナルコンピュータや携帯電話を介して手に入れる形になっては困ってしまいます」

　パソコンと略さないあたりが彼女らしい──とか微笑ほほえましい事を考えてる場合じゃない。












「そうね。利益を求めるのも大切だけど、企業の社会的責任も果たさないと。多数の消費者が望んでいるからって、対応できない買い物弱者を生み出してしまっては本末転倒もいいところだわ」

　ちらっ！

　思わず様子をうかがう一かず大ひろのサングラス越しに、志し束づかと目が合ってしまう。

「客筋に問題はないのかしら？　きちんと分別陳列しているとは言え、あの手の本はもっと表から見えない場所に移動させた方がいいかも」

　もちろんかなり抑えた小声なのだけど、本人の喋しやべり方がハキハキしてるせいでイヤでも耳に入ってしまう。

「おばさま。あの手の本というのは、どのようなものなのでしょうか？」

　真さな愛えが訊たずねる。

　まさか二人は単に買い物じゃなくてグループ企業の視察に来たとか？

　だったら客もよく観察するし、最悪店の使い心地や店員の態度について質問したりするかも知れない。

　バレたら一巻の終わりだ。

　変装してえっち本を買うような男は真愛の彼氏──ニセ彼氏失格だ。

　つか、つか、つか。

　リズミカルなヒールの音を鳴らして、志束が近づいてくる。

　黒服軍団も一緒。真愛は好奇心いっぱいの目でこっちを見ている。

「そちらの棚は、あなたには関係のない本です」

　志束の声に合わせ、黒服が成人雑誌コーナーと真愛の間に入って視線を遮った。

　真愛たちはそのまま一大の横を通り過ぎ、少女マンガコーナーに向かった。

　いきなり一冊手に取ってページをめくる志束。

「ああっ。やっぱりいいわ。一いち途ずな想おもい！　秘めた純愛！　運命の相手との巡り会い！」

　レンズの下でうるうる涙を流しながら、感想を声に出してしまっている。

　そう言えば真愛とのデートの席でもこの人、自分の色恋沙ざ汰たの話になるとうろたえていなかったか。

「この主人公、素敵ですわね。少し一大様に似ていますわね」

　真愛も横から同じページを覗のぞき込む。

「そう？　あの子はこんな美形じゃない、普通の男の子でしょ？」

「外見ではありませんわ。誠実そうな雰囲気とか、上品で洗練されたところとか、そういうところが似ていると思いますの」

「確かに努力は買うわ。ふたりとも真剣なようだし、今のお付き合いは認めます。だけど真愛、あなたはいずれ天てん弓きゆう院いん記念財団を継承する身という事は忘れないで。あなたの結婚は単に好きな同士が結ばれるというだけでは済まない事なのよ」

「はい。それは……承知しております」

　真さな愛えのパートナーを務める時は、庶民の出だけど紳士的で教養あふれる若者という事になっている。

　決して、変装してえっち本売り場の前に佇たたずんでいる男ではない。

　普通の紳士と変態という名の紳士は違う。

「ああ……それにしても泣けるわ。身分違い。結ばれない恋。それでも変わらない愛！　だけどこんなのはお話の中だけなのねっ！」

「おばさま！　ほどほどになさいませんと。商品が汚れてしまいますわ」

「そ、そうね。わたしとした事が。ではここからここまでを全部」

　志し束づかの指示を受け、ボディガードが新刊コーナーの少女マンガを一冊ずつ抱える。

　ピンクを多用したカバーデザインと、二メートル近い長身プラス黒スーツの組み合わせは恐ろしいほど似合ってないけれど、当人は全く表情を変えない。

　サングラスで顔が半分隠れているのを差し引いても見事なプロの仕事だった。

　真愛も何やらムックを一冊棚から引き抜き、大事そうに抱きかかえてレジに向かった。

　美女＆美少女＆黒服三人の一団が、また一かず大ひろのすぐ後ろを通過する。

　バレるな、バレるな、バレるな！

　必死に祈る。

　いや。何に祈るというのだ？

　神はインチキでいじわるな敵だというのに。

　借り物の背せ広びろの下で、悪い汗がどっと流れる。

　五人分入り混じった足音が背中に触れそうな距離を通り過ぎていき、カードを出して支払いを済ませて出て行った。

　どうやら志束はまだ立ち読み中の涙が残っていたし、真愛は真愛で買った本が気になっていたせいでこっちに注意を払わなかったようだ。

　ボディガードたちも、怪あやしい男が二人の視界に入らないよう壁になっていたし。

　これも見事なプロフェッショナルの流儀。

　ちょっとやり過ぎくらいの変装をしてきてよかった。

　ありがとう、護衛の皆さん！

　しかしあり得ないくらいの不運が連続している以上、長居は危険だ。

　神の嫌がらせでさらにロクでもない出来事が襲いかかってくるかも知れない。少年課のお巡りさんが巡回してくるとか。

　じっくり選ぶ余裕もなく数冊の雑誌を手にレジに向かい、支払いを済ませるとまた大急ぎで店から飛び出し、暑苦しいマスクを顎あごまで下ろして深呼吸する。

「ふぅ……。はぁ……。へぁ……」

　とりあえず任務完了。

　後はこのえっち本を早少女さおとめに渡すだけだ。

　渡す？

「……ちょっと待て！」

　とんでもない事に気づく。

「これを明日早少女に手渡すって、どこでだよ？」

　答はもちろん学校。他にコンタクトポイントはない。

「確かに今は早少女の彼氏という事になっている！　だけどオレが今まで築いてきたイメージが崩れた訳じゃないよな？」

　女の子に優しく、清潔感があって親切で、えっちな事など考える素そ振ぶりもなく。

　ついでに、ようやく彼女ができて幸せ一杯の八や木ぎ本もと一かず大ひろくん。

　今この両手にずっしり重さを感じる数冊のえっち本は、そんな八木本一大くんにふさわしいアイテムだろうか？

　否いな！　断じて否だ！

　だけど他に何か方法はあるか。

　もちろんそんな都合のいい話はない。

「うぉおおお～っ！　なぜだっ？　なぜこんな事に────っ！」

　一大は月に向かって絶叫する。

　えっち本の包みを胸に抱えたままで。





第２話　こんなエロスじゃボクは満足できない！







「おはよう、ヤギちゃん☆」

「わっ！」

　朝の教室、自分の席に座っている一かず大ひろの肩をクラスメイトのミキが叩たたいた。

　最近一大の取り持ちで彼氏とつき合い始めた事もあって、仲がいい女子の一人だ。

「どしたの？　なんか変に緊張してない？」

「は、はは……ちょっとね」

　きょとんとした顔で尋たずねるミキに答えるだけで、脂あぶら汗あせがじんわりにじみ出てくる。

「それにカバン。何だか不自然に分厚くない？」

　不自然な態度は見せないように用心していたつもりなのに、気がつくとついついカバンをしっかり抱えてガードしてしまう。

　絶対他人には見せられないシークレット物件が隠されているのだ。

　人間、無意識にはなかなか勝てない。

「あー、怪あやしいなぁ、八や木ぎ本もとくん」

「なになに？　面白い話？」

　クラス女子のリーダー格っぽいミキが気づいたせいで、いつの間にか周りに女子が集まってカバンに視線を注いでいる。

　女の子ウケがいいという事は、こういう時にはみんな遠慮せずに気軽に近づいてくるという事でもあるのだ。

「こ、これはその……。そ、そう！　早少女さおとめに渡すプレゼントが入ってるんだ！」

　噓うそではない。

　問題は中身がえっち本だという事。

　これがバレたら第一に一大自身の立場が危ない。

　もちろん早少女の立場もマズくなる。

　もし『なになに？　見せて！』とか言ったらどうすればいい？

　見られちゃったら自分が趣味で買った事にして、早少女は何とか守るしかないか？

「ああ、なーるほどね」

「もう。熱いんだからぁ」

　日ひ頃ごろのバカップルぶりが功を奏したと言っていいのか。

　みんなこの説明で納得してくれた。

「おはよう。一大！」

　ちょうど当の早少女が登校してきた。

「よ、ようっ！　おはよう！」

「……」

　挨あい拶さつを返したのに、妙に不機嫌な顔で眉まゆを寄せている。

「一かず大ひろ、どうして朝から他の女の子に囲まれてるの？」

「こ、これはその……」

「は、はは……。別に何でもないんだよー、早少女さおとめちゃん」

　戸惑っていると、ミキまでどこか上うわ擦ずった声で、不自然にひらひら手を振る。

「何か隠し事してるの？」

　怒ったような、同時に泣いているような声で早少女が問い詰める。

「べ、別に何でもないってば！　ね、ヤギちゃん」

　にっこり笑って大きく首──というか、腰からかくんと上半身丸ごと傾けるミキの態度はあからさまにうさん臭い。

「う、うん。何でもないんだってば」

「ホント？」

「当たり前だろ」

「ホントにホント？」

「だから本当だってば！」

　一大の言葉に、早少女はどういう訳かなかなか納得してくれない。

　しかも唇がツンと尖とがってる。

　あ、そうか──ようやく思い当たった。

　要するに他の女の子は『一大が早少女にサプライズプレゼントを渡すつもりなので、その存在がバレたらいけない』と気を遣っているのか。

　その態度を、早少女の方はうさん臭く感じていると。

　正確に言うと『うさん臭く感じているという風に演じている』という事になるか。

　一大としては、早少女の芝居に乗っかるしかない。

「ホントにホントにホント？　噓うそついてない？　浮気してない？」

「当たり前だろ！　オレと早少女の間に隠し事とかあるはずないだろ！」

　言ってる端はしから頰ほおがピクピク引きつる。

　こっちは素人しろうと。早少女みたいな演技力はない。

　歯が浮くような気分というのはこの事か。

「うんっ！　一大がそう言うなら、わたし信じる」

　尖って強こわ張ばっていた唇が、にっこりと緩む。

　その瞬間、予あらかじめ合図を決めていたみたいに二人の間に位置していたクラスの女子がさっと左右に分かれる。

　早少女さおとめがいきなり一かず大ひろに抱きつく。

「わっ！」

「今さらでしょ。恋人同士なんだし、毎日の事なんだし」

「だ、だけどほら。こういうのは人に見せるモンでもないだろ？」

　とりあえず返事はするけれど、心の中は声に出せないツッコミであふれている。

　そもそもニセ恋人は『本気』なのか。

　鷹たか奈なと真さな愛えの事も知ってるけれど、別口のニセ恋人はアリなのか。

　そしてオレたち──オレと早少女が他のみんなに隠し事しまくっているんじゃないか。

　そんな事を考えながら昼休みを待ち、例のブツをカバンごと屋上へ持っていく。

『バカップル御ご用よう達たし』の張り紙と、皆がそれを尊重してくれるのがありがたい。

　少なくとも赤の他人に目撃されるリスクはかなり小さい。

「とりあえずちゃんと買ってきたぞ」

　カバンから取り出したのは、現代の『パンドラの箱』だった。

「……ずいぶん厳重に封印してるんだね？」

　呆あきれた口調で早少女が包みを受け取った。

　新聞紙でぴっちり覆おおわれた四角い包みが、さらにガムテープで幾いく重えにもぐるぐる巻きにされている。

　本当に彼女へのプレゼントだとしたら、あまりに工夫のないパッケージングだ。

「だって万一にも誰だれかに見られたら、オレのイメージが終わりだろ」

　早少女とはあくまでニセ恋人。

　彼女の目的が達成されたら関係を解消し、今度こそ本当の彼女を見つける。

　その日のために『大量のえっち本を学校に持ち込む男』などという風評は避さけなければならない。

　破くと中からビニール袋に入った茶封筒。それからようやくシュリンクパック手つかずのえっち本が現れた。

「ふぅん……。『激爆乳スペシャル・ギガトンぷるるんＫカップ』に『人妻温泉・貴男あなた許してしっぽり七日間』『東欧の天使たち』『メガネ美少女生撮り四時間ＤＶＤ付』かあ」

「声に出して読まないで。お願いですから」

　えっち本のタイトルを淡々と女の子に読み上げられるのは、かなり心臓に悪い。

　昨日の買い物と合わせて一〇日くらい寿命が縮んだんじゃないだろうか。

　ちらっと見ると、早少女も恥ずかしいのか顔は真まっ赤かだった。

　それなのに声の調子は平静をキープしているのはさすがプロ声優と言ったところか。

「ほんとにありがとう。さすがにボクも、これは買えないもんね」

　女の子に感謝されるのはやっぱり嬉うれしい。

　それが『あなたにしか頼めない』という事なら。

　確かにえっち本を買ってきてというのは『彼の気持ちを確かめて』とか『デートコースの情報集めて』なんてのより、よっぽど深い信頼がないと無理だろう。

　頼む方も頼まれる方も。

「ところでこれ、一かず大ひろの好みに合わせたセレクト？」

「ち、違うっ！　適当に選んだの！　頼まれたモンだし！」

　買う時もロクに中身を吟ぎん味みせず近くにあるのを手に取ったし、パッケージングする時もなるべく見ないように目を逸そらしながら作業したのだ。

　あまり意識すると渡すとき恥ずかしいし。

　少なくとも個人的コレクションに人妻モノはないし、Ｋカップ爆乳もない。

　普通の巨乳モノはあるけど。

「あー、よかった。一大が爆乳好きとか人妻萌もえとかだったらどうしようかと思った」

「どうしようって、どうもしないだろ？」

「だ、だってほら！　一応恋人同士って事になってるんだし、一大も本来の趣味と違う相手とつき合ってたら不自然じゃない？　それに胸はボクより鷹たか奈なの方が大きいし」

　いきなりそんな事を言われると、つい早少女さおとめの胸元に視線が向いてしまう。

　ほどよい大きさで形のいい膨ふくらみが、制服を内側から持ち上げている。

「やだ。えっち☆」

　嬉うれしそうに両腕で胸を隠す。

「だ、だからっ！　どうしてわざとそうやって意識させるような事言うの？」

　頭を抱えながら、ため息を漏もらす。

「オレがどういう本見てるかなんて、クラスの連中は知らないってば！」

　男子で仲がいい同士だったらそういう話題も出るし、貸し借りしてる奴やつもいる。

　ただし一大は女子ウケを優先して慎重にそういう話は避さけている。

　それにどうして鷹奈が関係あるのか。

　あいつとも事情アリのニセ恋人なのは早少女も知っているはず。

「メガネっ娘こはどう？　ボクも前はかけてたけど」

　ニセ恋人になる前の早少女はメガネを愛用していた。本当に目が悪い訳じゃなく、素顔を隠して地味に見せるのが目的だったらしい。

「んー。別にメガネだから好きとか嫌いとか考えた事ないなぁ。どうして？」

　どうせかけるなら似合ってる方がいいと思う程度で。

「一大がメガネっ娘好きだったら、ボクもまたかけた方がいいのかなって」

「それは変じゃないか？」

　設定としては『彼女がきれいな方がいいと一大が言ったからメガネをやめた』という事になっているのだから。

「あ、そうか。コロコロ変えたらおかしいもんね」

「キャラ設定に一貫性がないって状況か？　プロの役者がそういう事、見落とすなよ」

「てへ☆」

　桜色の唇から舌先を出してウインク。おまけに小さな拳こぶしで自分の頭をコツンと小突く。

　照れる早少女さおとめの仕草は、妙にわざとらしい。

「最初にボク一人で突っ走っちゃわないで、一かず大ひろの好みをちゃんと聞いておけば、今さらこんな事で悩まなくてよかったのにね」

　とか言いつつ『メガネ美少女生撮り四時間ＤＶＤ付』を目につくように持ち上げる。

「オレは今のままの早少女の方がいいよ」

　彼女の事だから、好きなタイプのデータがあればその通りに演じただろう。

　でも多分、それはつまらない。

「ホント？　ホントにそう？」

　嬉うれしそうに身を乗り出してくる。

「思惑通りじゃないから早少女の相手は面倒で、だけど楽しいよ。まあバレないように芝居するのは大変だけどな」

　彼女が欲しいと想像していただけの頃ころには知らなかった、いろんな刺激を与えてくれるのは事実だ。

「ははっ。でも特に巨乳趣味じゃなくても好みってあるでしょ？　大きい方がいいとか小さい方がいいとか。髪もショートかロングか」

　早少女は恋愛研究用のメモ帳とシャーペンを取り出す。

「ん……」

　言われて考えてみる。

　考えてみる。

　考えてみる。

「……分からないっ！」

　衝撃の事実に気づいてしまう。

「ずーっと『彼女が欲しい』とだけ考えていたオレには、具体的な好みの女の子のビジョンがなかった！」

　前の『理想のデートプラン』も思いつかなかったが、考えてみると当然の話。

　相手を想定していなければ、どんな風につき合うのかも当然はっきりしない。

　もちろん美人かそれ以外かと言われれば、きれいな方がいいのは決まってるけれど。

「い、いくら何でも一人の男としてそんなはずはないよな！　ちょっと待て！　今考えるつーか思い出すっ！」

　頭の中で得体の知れない何かが輪になって踊っている。

「落ち着いてよ。じゃボクがひとつずつ質問するから、それに答えて」

　早少女さおとめがぴっと人差し指を立てる。

「まず胸。大きいのと小さいの、どっちがいい？」

「どっちもそれなりに。それぞれの良さがあるだろ」

　大きいだけでだらしなく垂たれ下がっている名ばかりの巨乳や、全然盛り上がってないつるんぺたんはさすがにアウトだけど。

　乳の大小なんかで選別するような態度を取っていたら女の子に嫌われそうだし。

「髪は？　長いのが好き？　それともショート？　三みつ編あみ？　シニョン？　特に好きなのってある？」

「清潔感があって似合ってればどんなのでもいいんじゃないか？　男の好み押しつけるより、本人がどんなスタイルにしたいかの方が大切だよな」

　胸のサイズと違って自分で自由にできるからこそ、髪は男のワガママを押しつけるポイントじゃなくて女の子自身の自己表現の一部だ。

　女の子自身は似合わないからショートにはしたくないのに、彼氏が短い方が好きだから切るように言ってきた。そんなきっかけで起きた仲なか違たがいを仲裁した事もある。

　何しろ『みんなのいい人』歴は長いのだ。

「じゃあ性格は？　活発な女の子とおとなしい子、選ぶとしたらどっち？」

「どっちでも。つーかそれだけじゃ決められないよ」

　元気な子に振り回されるのも楽しいだろうし、静かな子とゆったり過ごすもよし。

　極端にワガママとか邪悪な変質者とか、ガチで犯罪者傾向とかデンパとかは勘弁だけど、それ以外なら許容範囲は広い。

「年上？　年下？　それとも同い年っ？」

「二歳か三歳くらいの差だったら上でも下でも何とかなるんじゃないか？　あ、でも同い年が一番変に気遣わなくていいから楽かな？」

　はぁ。

　パタンとメモ帳を閉じて早少女が長いため息をつく。

「一かず大ひろってよっぽどの紳士か、さもなきゃホモ・サピエンスのメスなら何でもいいって色しき魔まだったんだね」

「後者の可能性は除外してくれ、頼むから！」

　あんまりな言葉に、がっくり肩を落とす。

「昔はそれなりにこだわりや偏りがあったはずなんだけどなぁ……」

　こめかみに人差し指を当てて思い出そうとする。

　中学あたり──恋愛を身近で具体的に考えだした頃ころから、変に高望みしたり、髪とか胸とかの『一次審査』を取っ払ってしまったような気がする。

　それは『彼女を作る』という願いの実現を阻はばむハードルだから。

　幼なじみや妹のおかげで女性そのものに苦手意識がなかったのも、妙な条件に固執しなくなった一因かも知れない。

　そして高校に入ってからは『いい人』として女の子たちの頼みをたくさん引き受け親しくなっていく中で、みんなにそれぞれの個性と魅力があると知った。

　胸のサイズ。髪の長さ。メガネの有無。

　そんなフィルターで門前払いにして、一人一人の良さを知らないままでいるのはもったいないし間違っていると考えるようになっていった──自覚のないままに。

「……まあその考えは間違っていないっていうか、立派な事だとボクも思うよ」

　一かず大ひろの自己分析に早少女さおとめも肯うなずく。

「だけどその結果がこれなんだよ！『いい人』であるが故ゆえに彼女ができず、その事が『いい人』ぶりをパワーアップさせてますます彼女を遠ざける！　それを繰り返すうちに性格そのものが恋愛向きでなくなっていた！　何て恐るべき負のスパイラルッ！」

　思わず土下座のポーズでゴンゴン頭を屋上のコンクリに打ちつけてしまう。

「ま、まあ、今はボクっていう彼女がいるからいいじゃない？」

「……でもニセ彼女だしなぁ」

「不満？」

「そりゃそうだ」

「本当の恋人になりたい──じゃないや。本当の恋人が欲しいって思う？」

「当たり前だろ」

　こういう言い間違いは早少女には珍しい。

　欲しいのは本当の恋人。

　こいつとはあくまで一時的なニセ恋人。

「お前だって修業でやってんだから、いつまでもこのままって訳にはいかないだろ！　はぁ……どんな女の子が相手でも、それなりに合わせる自信はあるんだけどなぁ……」

　スポーツマンという程ではないけれど、体力も運動神経も人並み程度にはある。

　映画や音楽、食べ物にも絶対にダメな苦手はない。

　調べ物が苦にならない、新しい事を知るのが嬉うれしいタイプだから、今までまるっきり無縁だった分野でもまあまあ面白がれる。

　何よりも女の子が楽しそうにしているのを側そばで見ているだけで幸せな気分になる。

　実際に鷹たか奈な相手でも真さな愛えの時も、早少女のアシストがあったとは言え、ちゃんとデート相手を務めてみせたのだから。

　言い方を変えれば誰だれにとっても便利な、フリーサイズのニセ彼氏という事か？

「ある意味、都合のいいオトコって奴やつだよなぁ……。何しろえっち本を買いに行かされるくらいだし」

　自じ嘲ちようの笑みが口元に浮かぶ。

「ま、まずはこれで一仕事完了ってとこだよな？」

「その事なんだけど──ごめんっ！」

　いきなり早少女さおとめが両手を合わせて、一かず大ひろに頭を下げた。

「買ってきてもらったんだけど、これじゃ不充分。使えそうなのはこれくらい？」

　手にしたのは『美少女特写・スポコスマニアックス・特別増大号』という一冊。

　タイトル通りいろんなスポーツのユニフォームを着た女の子が表紙に並んでいる。

「どういう事？」

　確かに内容をほとんど確認せずに買ってきたけれど、どれもこれも写真中心の成人雑誌。

　早少女の注文に合致するはず。

「まずこれを読んでもらえばよかったんだよね。だけどボクもうっかりして、昨日は忘れてきちゃって」

　今度は早少女がカバンから分厚い雑誌を出した。

　えっち本パンドラボックスとは違って、袋にも入っていない月刊のコミック誌だ。

　一大はちゃんと読んだ事はないけれど、ややマニアックというかオタク向けという事くらいは知っている。

　本屋には並ぶけどコンビニでは見かけないタイプ。

「これが最新号。こっちが単行本一巻ね」

　渡されたコミックスは『キミの萌もえツボエグっちゃえ』という、ストレートというか何というかなタイトルだった。

　明るくすっきり、清潔感のある絵柄で第一印象は良い。

　ぱらぱらとページを繰る。

　主人公はちょっと優柔不断で八方美人な高校生の男子。

　何だか身につまされる。

　いや違う。別に過か剰じように感情移入する必要はない。

　ラブコメでは定番キャラじゃないか。こういうタイプは。

　そんな男の子の周りに行きがかり上いろんな女の子が群がってくる。

　全員主人公に好意を抱いだいていて自分のモノにすべくいろいろアピールしてくるんだけど、主人公はどういう訳か女の子の気持ちをスルーという鈍感ぶり。

　うん。これは違う。

　こっちは頼まれてニセ彼氏やってるだけだし。

　一見本気に見えても三人それぞれ事情があっての演技なんだから、うっかり勘違いしたらかえって迷惑がかかるから、それは避さけないと。

「この子が、ボクが担当するキャラね」

　早少女さおとめが指差したのは、一巻の表紙にもなっているメインヒロイン。

　髪型とか雰囲気とか、ちょっと早少女に似ている。まさか見た目でキャスティングした訳ではないだろうけど。

　幼なじみで、小学生のうちに引っ越して離ればなれになった。ところがバイト先の同僚として再会し、転校してきて高校でもクラスメイトになった。しかも彼女には何か秘密があるらしい──というのが第一話で描かれているシチュエーション。

　幼なじみ。バイト仲間。ワケアリ級友。

「……どっかで聞いたような話だな」

　しかも全部を一人のヒロインが兼ね備えるというのはちょっと無理がないか。

　とにかく主人公が好きで好きで大好きなのに、どういう訳か彼の方は健全な男子として女の子に興味があるのかすら疑わしい。

　そんな時彼女が思い出したのは、幼い頃ころの二人だけの秘密の思い出。

　近所の廃はい屋おくを『秘密基地』にして、放置されていたえっち雑誌を一緒に読みふけった事。

　あの時は彼もちゃんとエロいものに反応してたじゃない！

　あんな風にすればきっとオトコヂカラが甦よみがえるはず！

　そんな訳で男性雑誌を参考資料にして、いろいろ彼にアピールするのだけど──。

　メイド！

　ナース！

　チアガール！

　超ミニチャイナ！

　アニキャラコスプレ！

　そしてブルマに旧スク水！

　毎回毎回いろんなコスチュームでセクシーポーズを取って主人公に迫っちゃうのだ。

　直じかの行為はキスさえない。乳首も露出しない。

　だけどブラやぱんつが見えないページはない。服の上から乳に触るくらいは当たり前というマンガだった。

　これでももちろん全年齢対象。

　どうやら表現はどんどんエスカレートしているらしい。

　ライバルというかサブヒロインも次々登場し、主人公にアプローチしてくる。

　最新号では早少女が演じる予定のヒロインはびしょ濡ぬれの上に男もののワイシャツだけ羽織って、その上から胸を揉もみしだかれている。

『あ、ああ……ん……。そんな……。大きすぎるよぉ……。キツいのぉ……』

　アップの顔の上気して目を潤ませた表情とか、口元に描かかれた激しい吐と息いきの表現とか、セリフとかを見るとそういう行為に及んでるようにしか見えない。

　ただし男の方はきょとんと無反応。

「早少女さおとめ。お前……これ、やるの？」

　真顔で肯うなずく。

「その……恥ずかしくない？」

「は……恥ずかしくないって言ったら噓うそになるよ。だけどマネージャーが売りこんで、向こうもメインヒロインに指名してくれたんだもん。頑張らなきゃいけないのっ！」

　拳こぶしを握にぎりしめて力説する。

　この作品の音響監督とは以前の仕事で知り合っていて、是ぜ非ひと誘われているのだとか。

「聞いた話だと、作者の人もすごい苦労人らしくて。今までずーっと芽が出なくて、もう神にもすがる気持ちで思い切ってこの作品を描いたんだって。『ヒットしろ～、アニメ化しろ～』って」

　作者の祈願は、ちゃんとそれっぽい動きとセリフ回しで説明する。

「……まあ、この業界もいろいろ大変なんだろうなぁ」

　一かず大ひろとしては、それしか感想がない。

「原作がこういう路線だから人妻とかじゃなくて、コスチューム系の本が欲しかったんだよね。あと、ロリっぽい奴やつ。あ、ロリって言っても本格的な幼女じゃなくてボクたちくらいの。ジュニアアイドルって言うんだっけ？　そういうのが欲しいの」

「もう一度行けってか？」

　女の子の頼みは断らない主義とは言え、さすがにこれは辛つらい。

　そして、もうちょっと実利的な問題もある。

「そ、その……オレも協力はしたいんだけど、お前の勉強のための資料だろ？　もう一度適当に買ってきて路線がズレてたら無駄になっちゃうし」

「ボクが直接買えるんだったら、最初から一大に頼んだりしないよぉ」

　半泣き声が答える。

　それでも『原作に頼って、監督に言われた通りにやるだけ』という選択肢に走らないところはさすがだと思う。

　あくまで自分なりに研究し、役のイメージを形作るという本気さは尊敬に値する。

「細かい役作りをするんだったら尚なおのこと、自分で資料を選んだ方がいいと思うんだよな」

「じゃあ一大は女の子にひとりでこういう本を買いに行けっていうの？」

『ギガトンぷるるんＫカップ』を高々と振り上げる。

「ま、待てっ！　協力はしたいんだ！　ひとりじゃなきゃいいんだろ？」

「え？」

　なりゆきや行きがかりとは恐ろしい。

　時として理性で考えれば絶対にあり得ない結論があっさり出ちゃったりする。




　その日の放課後──一度帰宅してから一かず大ひろは昨日と同じ背せ広びろにマスク帽子サングラスの変質者スタイルで待ち合わせ場所である駅裏の小さなコンビニ前に立っていた。

「お……お待たせ……」

　聞き慣れた、ただしいつもとは違って少しくぐもった声に呼ばれる。

　振り返ると、そこに鏡があった。

　いや。それは一瞬だけの錯さつ覚かく。

　同じようにスーツにマスク帽子サングラスで顔を隠しているけれど、生き地じの色が違う。何より一大よりも一回り小柄で、男物のスーツが全然似合ってない。

「ホントにこんな変装で大丈夫なの？」

　ちょっとだけサングラスを下げ、上目遣いで早少女さおとめが尋たずねる。

「オレは実感した。人間、露ろ骨こつに怪あやしすぎるモノを目まの当あたりにすると、怪しさだけが印象に残って、どうしてそんな怪しい格好をしてるのかとか尋ねる気もなくなる」

「そ、それは確かにある……かも」

　一大だけでは早少女が本当に必要な資料を選べない。

　かと言って早少女ひとりではさすがに買いに行けない。

　だったら一緒に行くしかない。

　てな訳でこうなっちゃったのであった。

　爆誕！　ザ・変質者ーズ！

　幸い今日はバイトもない。今週前半は店そのものが臨時休業中なのだ。

「……あーあ。何て嬉うれしくないペアルックなんだろ……」

「あ、そっか。これもペアルックっちゃペアルックか」

　早少女の呟つぶやきで気づいた。

　思いっきりバカップルの振りをしてるけど、基本的に学校での事だから気合い入れて服装を合わせたりした事はなかった。

　早少女の要求の厳しさを考慮すると、品しな揃ぞろえのいい大型店に直行だ。

　クラスメイト──珍しくも男子の方──から以前聞いた情報としては、一応市内にも男性誌専門でかなりマニアックなものまで揃そろえている書店もあるらしい。

　ただし、それこそそんなところに女の子は連れて行けない。

　目当ての店に入ると、さすがに店員の視線が痛い。

　昨日と同じ不審者が、お得な二倍セールになって再び現れたらそりゃ気になる。

「こっちだ」

　小声で早少女さおとめを誘導して、男性向け雑誌コーナーに立つ。

「レジにはオレが持っていくから、ちゃんと必要な路線のを選べよ」

「……こんなにいろいろあるなんて……」

　ちょっと呆あきれた様子で、不審者ーズ二号が雑誌を一冊選び取る。

　表紙のモデルは今どきあり得ないくらいオーソドックスなセーラー服を半脱ぎにした女の子だった。

「ＯＫ、これは使えそうね。ちょっと持ってて」

　中身にもざっと目を通し、シュリンクされたものと交換して一号に手渡す。

　さらにアニメコスプレ系スポーツ系と、早少女がチョイスした本が一かず大ひろの腕の中に溜たまっていく。

「その手の本を選びながら、使えそうとか言うと別の意味になりそうだよなぁ……」

「別の意味って？」

『すくーるめいとＤＸ・萌もえっちブルマっ娘こ特集』を開いたまま訊たずねてくる。

「あ。いや。何でもないから気にしないで」

　ふたりとも会話は周りに漏もれないように小声で、しかもマスク越しだ。お互いはっきり聞こえないから、かなり顔を近づける形になる。

「そんな風に言われるとかえって気になるよ。ね、別の意味ってどういう意味？」

「だから何でもないっ！　それよりさっさと選べ。誰だれかに見られたらどうすんだよ！」

「変装してるし、こんなところで知り合いにばったり会うなんて、確率的に考えなくてもいいんじゃない？」

　昨日会っちゃったんだよ。しかもふたり──と言う必要はなかった。

「それにしても奇き縁えんですわね。こんなところでばったりお会いするなんて」

「あははは。確かにすごい偶然だよね。本屋なんてあたしの柄じゃないし」

　そのふたりが現れたからだ。

　しかもワンセットで。

　びくっ！

　不意に聞こえて来た話し声に、一大と早少女は顔を見合わせた。

　サングラス越しの上にマスク着用だからお互い表情は分からないけれど、パニック寸前なのは間違いない。

　真さな愛えと鷹たか奈なの声が聞こえてきたからだ。

（ど、どどど、どうしよっ！）

　マスク越しに、さらに潜ひそめた早少女の声が聞こえてくる。

（まさか！　こんなところを見られたら……っ！　どうすればいいのっ？）

（ま、待て！　落ち着け！　焦あせるな。目立たないようにするんだっ！）

　そう言うと、なぜか早少女さおとめはぴったりこっちの体にくっついて重なった。

　一かず大ひろと陳列棚の間の狭い空間に、早少女が強引に潜もぐり込んだ体勢。

（な、何をするんだ！）

（だって他に隠れるところないし）

（ここでいきなり隠れるか？　普通にしてりゃいいんだ、普通にっ！）

　ザ・不審者ーズにとっての普通とは何か──それは深遠な疑問であるが。

　今さら下へ手たに動いたり騒いだりするとかえって目立つ。

　とりあえずはこの体勢のままでいるしかない。

「何あれ？」

「じろじろ見たりしたら失礼ですわよ」

「でもさあ、気にならない？」

「それはそうですけど。服装が季節外れですし」

　不審者を不審に思った二人が不審そうな目でちらちら見ている。

　もちろん下手に反応する訳にはいかない。

　何しろ全員が知り合いだ。

　一大が気づかれるか。早少女が気づかれるか。

　鷹たか奈なが気づくか。真さな愛えが気づくか。












　バレる確率は昨日の何倍にもアップしている。

　焦あせっているせいか彼女のお尻しりがもじもじ動くのが、腰のあたりに伝わってきた。

　この状況じゃ声も上げられない。

　マスクの中で唇を嚙かんで息を殺す。

　その間に真さな愛えと鷹たか奈なは二人の脇わきを通り過ぎていった。

「別の店で見かけた本買いたかったんだけど、今日行ったら売り切れててさ」

「わたくしも昨日買った本が面白くて。シリーズをまとめて読もうと思いましたの」

　真愛はともかく、鷹奈が二日連続で本屋に来るなんてどういう異常事態？

　格闘マンガの発売日でもない限り縁がない場所だぞ。

「ひょっとしたら、早少女さおとめさんも来てらっしゃるかも知れませんわね」

「さすがにそりゃない。この間電話したら、仕事忙しくなりそうって言ってたし」

　そんな会話を耳にして、不審者ーズ二号は震ふるえている。

　仕事の話をしたとしても、さすがに同性の友達に男性向けエロ雑誌をチェックしてる現場は見られたくないのは当然か。

　しかもその震えがダイレクトに一かず大ひろに伝わってくる驚きよう異いの密着感。

　お、落ち着け！

　変に反応するんじゃない！

　声に出せない叫びは早少女に言ってるのか自分の体に言ってるのか分からない。

「そ、そう言えばさ。真愛の方は彼氏と上う手まくいってるの？」

「その……彼氏というほどのものではありませんけど……。今までと変わりませんわ。近々少々相談したい事がありますけど。鷹奈さんの方こそいかがです？」

「あ、あたしも相変わらずだよ。修行の旅にも行かないで側そばにいてくれるしね。毎日って訳じゃないけど、一緒に稽けい古こしてる」

　二号の震えが激しくなっただけじゃなく、一号──一大も震え出す。

　何だ、その話題は？

　端はたで聞いていれば女の子同士のありがちな恋バナ。微笑ほほえましいくらいの。

　問題はふたりが話題にしている彼氏が同一人物で、だけど彼女たちはその事実を知らなくて、おまけに両方にまたがる彼氏がオレという事実だ！

　叫んで逃げ出したくなるのを必死に抑える。

　そもそもニセ彼氏のはずなのに、どうして本物の恋人であるかのような流れで会話してますか、二人とも。

　何か事実を話せない理由でもありますか？

「本来ならお茶でもご一緒したいところですけれども、なるべく早くこれを読み込んでおきたいもので」

「うん。あたしもテキスト読んで練習したいしね。じゃ！」

　二人が会計を済ませて出て行くのと同時に、不審者ーズから一斉に緊張が抜けていく。

「ふう……っ！」

「はあー……！」

　マスク越しに、深呼吸が重なる。

　早少女さおとめの体がすっと一かず大ひろから離れる。

「ふぅ……。緊張したぁ……」

「そ、そりゃな」

「えっち本買ってるところも、一大と一緒のところも見られたら大変だもんね」

　ちょっとマスクをずらして笑顔を半分見せる。

「あ、ああ。そうだな」

　一大はその二点に加えて早少女との接触まであったから、緊張五割増しだ。

「と、とにかくオレたちも行こう！　これだけあれば充分だろ？」

　一大の腕には、一〇冊以上の雑誌やムック、写真集が抱えられている。

「うん。そうだね！」

　一大がレジカウンターにどさっと本を置き、早少女は無言で現金を差し出す。

　お釣りを受け取って店を出た二人は、そのまま近くのカラオケボックスに飛び込んだ。

　部屋に入ると、買い込んだ資料の内容を確認する。

　さすがに路上とか喫茶店でやるのは無理。明日学校でというのも避さけたい。

「わぁ。こういう本だと『パンティ』なんて言い方するんだ？　女子校生って、これ誤ご植しよくじゃなくてワザとやってるの？　ＪＣとかＪＫって何の略？」

　テーブルの上に表紙を並べて、マスクを取った早少女が妙にはしゃぐ。

　昨日一大が買ったのと『美少女特写・スポコスマニアックス』がダブっていた。

「これもこれも、表紙に『素人しろうと清純派ナマ撮り』とかって書いてるけど、ちょっと不思議だよね。普通どんな仕事でもプロの技術って尊重されるよね？　どうして素人の方が価値ある扱いになっちゃうのかなぁ？」

　声優である早少女はもちろん、一大だってバイトで能力相応のお金をもらっている。

「オレに聞くな」

　女の子からの疑問質問には誠実に答える方針だけど、さすがにこれは分からない。

「よーしっ！　参考資料としてはこんな感じでＯＫかな？」

「あー……とりあえずセレクトに問題ないのだけ確認したら、さっさと帰宅した方がいいんじゃないかなぁ」

　カラオケボックスは薄暗い密室だ。

　その中で女の子と二人きり。えっち本を見ているのは、嬉うれしいというより気まずい。

「問題ないかどうかは、中身見て確かめないと」

　平静を装よそおっているけど、早少女さおとめの緊張も唾つばを飲み込む気配で伝わってくる。

　まず手にしたのは、一番おとなしそうな一冊。

　でもタイトルは『すくーるめいとＤＸ・萌もえっちブルマっ娘こ特集』。

　さっき立ち読みして確認していたアレだ。

　表紙は早少女より年下──ローティーンのモデルがにっこり微笑ほほえんでいる。

　体操服で体育座り。本来これ以上はないくらい自然な取り合わせなのに、いかがわしい雰囲気を感じるのはタイトルのせいばかりだろうか。

「店でパラ見したけど、これって裸は載ってないんだよね。でも成人雑誌コーナーにあったし。着エロって奴やつ？」

　早少女がページをめくってみると、確かにヌードは広告ページのみ。それも乳首を★マークで隠した写真だけ。

　若さ幼さを強調するためか、全体的に細身というか胸の小さな女の子ばっかりだ。

　真ん中のグラビアを開くと、ブルマ姿の女の子ふたりがカメラ目線でぴったり抱き合い脚あしを絡めて、頰ほおをくっつけていた。

　受ける印象は率そつ直ちよくにエロい。

　脱がずにどこまでいやらしくできるかという実験に挑んでいるみたいだ。

「……男の子って、やっぱりこういうので興奮するんだ？」

「そ、そりゃ……するよ……。だいたい最初からエロく感じるように撮ってるんだし！」

　思わず逸そらした顔が、内側から血液で突っ張る感じがする。

「『ツボエグ』読んだ時も思ったんだけど、ブルマとかこれって何なんだろうね？」

「こ、これって？」

「ちゃんとこっち見てよ。旧スク水だっけ？　こういうの」

　胸に手を当て、必死に心臓をなだめながら早少女が指差すページに目をやる。

　なるほど。紺色ワンピースタイプの水着姿の女の子が、ホースを手にお庭で水まきしている写真だった。

　こういうスク水の現物なんて見た事ない。九く比ひ戸と高校の指定水着もいわゆる競泳用タイプ。小学校の時から女子の体操着はハーフパンツだったし。

　それなのにこういう世界では中高生のアイコンとして未いまだに通用している。

「どうしてこういうのでえっちな気持ちになるのかなぁ？　男の子の神秘？」

「オレは今現在本物の高校生で、学校じゃブルマとかスク水とか見た事ないのに、こういうのを『いかにも』って感じるもんなぁ」

『ツボエグ』ではそのブルマやらスク水やらが頻ひん繁ぱんに出てくるのだから、確かにしっかり研究しないと理解できない世界かも。

「こっちのページだと、ブルマじゃなくてジャージの子がモデルだね」

　新たに開いた写真は、やはり中学生くらいの女の子。

　服装は普通のジャージ。ただし中に着ているのは白いビキニで、上着のジッパーを下ろして前を開いたり、パンツを太ふと股ももまで下ろしたり。

「……こっちの方がオレにとっては素直なエロだよなぁ……」

　これなら『今どきの中学生や高校生の女の子が脱いでいる』イメージそのものだ。

「なるほど。巧妙だねー。白ビキニって、こんな使い方もあるんだ。いろいろ考えてるんだね、こういう業界も」

　早少女さおとめが妙に感心する。

　普通にビキニ着ているだけなら、ただの水着グラビア。

　だけど上に『ビーチやプールにそぐわない上着』を羽織ったり、足にソックス履はいたりすると、いきなり下着姿を連想させるビジュアルになる。

　先日の夢──早少女の白ビキニを思い出して一かず大ひろは思わず口元を手で押さえた。

　別に鼻血が出そうとか、鼻の下が数センチも伸びたとか、そういう事はないんだけどつい何となく。

「どうしたの？」

「い、いやっ！　何でもないっ！」

「変な一大」

「れ、れれ、冷静でいたらそっちの方がおかしいだろ！　女の子と二人きりで、こういう本読んでたりしたら！」

「大丈夫。ボク、一大の事信じてるもん。女の子の嫌がる事はしない紳士だもんね」

　それを言われると弱い。

　ここで『嫌がる事じゃなくてイイ事してやろうか、ゲヘヘ』とか開き直れたらどれほど気楽だろうか。

　いい加減卒業したいと思っても、なかなかやめられないのが習慣というもの。

　お酒やタバコを止やめるための薬は処方してもらえる。肥ひ満まんを解消する薬だってある。

　だけど『草食系いい人体質』を改善する薬剤は発明されていないのだ。

　早少女がめくったページの先は、またブルマ。

「多分昔の人にとっては初恋とか、性に目覚めた時の思い出とか、そういうのと結びついていたのかな？　それとも大人の目線で若いぴちぴちした女の子を表す記号とか」

「ぴちぴちって……その言い方がおっさんくさくないか？」

「おっさんの気持ちになっておっさんぽく言ったんだもん。こっちの本の『パンティプレゼント』とかね」

　いつものメモ帳を取り出し、早少女は仮説を書き入れる。

「まあ昔からみんながえっちなものとして扱ってるから、それが伝統になっちゃってるのかもね。パターンの踏襲っていうか」

「つまりスク水やブルマは今や『えっちな物』として刷り込まれてるって訳か」

　以前屋上で早少女さおとめと話した『恋愛』の事を思い出す。

　誰だれか好きな人がいるから恋人になりたいと願うより先に、誰でもいいから彼女が欲しいと思ってしまうのも、同じようなパターンなのかも知れない。

　年とし頃ごろになれば好きな人がいるのが普通。

　恋をするのが当たり前。

　彼氏はかっこいい方がいい。

　彼女はかわいい方がいい。

「……でも、そういう気持ちがブルマやスク水をえっちだと感じるのと、同じだとは考えたくないよなぁ」

　それこそブルマ穿はいてたら誰でもいいとか、メイド服ならオールオッケーとか、メガネっ娘こ限定とかそういう話はさすがに恋愛とは違うんじゃないかと思う。

「きっとグレーゾーンは広いんだな、多分」

「グレーゾーン？　何と何の？」

　早少女が興味深そうに身を乗り出す。

「誰でもいい事の相手と、たった一人だけの人の間の」

　生まれた瞬間に『特別の一人』が間違いなくあてがわれるなんて事はない。何しろ神様はイジワルだったりインチキだったりするし。

「だから結局のところ最初は『誰でもいい』よりちょっとマシな中から選ぶ事になっちゃうんだよな。顔が好みとか、趣味が合うとか、たまたま知り合ったりとか」

「学校で同じクラスだったり？」

「そうそう」

　まあ一番ありがちな出会いのパターンだ。

「無理めのお願いを聞いてくれたり？」

「まあ、状況次第だな」

　ずーっと女の子の頼みを引き受けた結果、ザ・いい人になっていた一かず大ひろとしては一〇〇パーセントの肯定はできない。

「困ってるところをカッコよく助けてくれたり？」

「そういうのもあるかもな」

　確かにそういう事をやってのけたら女の子としてはホレちゃうんだろうな。

　へろへろに疲れた状態で、まぐれパンチでストーカーをやっつけるなんて無ぶ様ざまな勝ち方じゃなくて。

　あくまでオレはニセ彼氏。

　いい気になって舞い上がれば、それだけ落下距離は長くなる。

　現実に激突した時のダメージ増大だ。

「まあとにかく。そうやって出会った中からとりあえずお互いに選び合って、いろんな事を知って、だんだん理解を深めて仲良くなっていくしかない……って事だと思うんだ」

「うん。いいと思う。そういう恋愛観って、何かいいね」

　早少女さおとめが指の間でペンをくるくる回す。

　前にＩＣレコーダーでもやってたし、これが彼女のクセなのか。

「まず一冊目は資料として問題なし、と。次はこれ。表紙はさっきのと似た感じだよね」

　二番目に目をつけたのは、昨日一かず大ひろも買っちゃった『スポコスマニアックス』だ。

「わっ！」

　早少女が声を上げる。

　こっちはさっきの着エロとはレベルが違う。

　表紙は同じように制服っぽい服装の女の子──ただし多分二〇歳過ぎ──だけど、こっちはトップページから露ろ骨こつ。

　半脱ぎは半脱ぎだけど、際きわどい部分はしっかり丸出しのヌードだった。

「な、なるほどっ！　現物の雑誌ってこーいう内容になってるのもアリと！」

「む、無理に読まなくていいんじゃないか？」

　明らかに強がっている、というか無理している早少女をフォローしつつ、視線はついつい彼女の顔と開いた雑誌の間で往復してしまう。

「ボ、ボクは個人的な好奇心とかじゃなくて、仕事の資料として読んでるんだもんっ！　恥ずかしくなんかないっ！」

　とか口で言ってても、メモを取るペンの先がぷるぷる震ふるえてるという事実が、早少女の動揺を雄弁に語っている。

　ぱっちりした目をさらに大きく見開き、早少女は真剣な──というよりは何か妙な──表情でえっち本のページをめくり続ける。

　一大はというと顔を逸そらしながら、時折ちらちらのぞき見するだけ。

　かわいい女の子と二人きり。

　しかも自分とは公認カップル。

　誘ったのは彼女の方。

　えっちな気分を誘発する材料あり。

　事実だけ並べるととてつもなくおあつらえ向きのシチュエーションなのに、実際には嬉うれしい以前に、間を持たせられなくて困る。

　ニセじゃない本当の恋人同士だったらここで手を出しちゃっていいのだろうか。

「か、一かず大ひろも手伝ってよ！」

「手伝うって何を？」

「ボクはメモも取らなきゃいけないし、ページをめくるの手伝って。お願いっ！」

　女の子の頼みを断れない性しよう分ぶんが恨うらめしい。

　だからって今さら自分の人格がチェンジしちゃうなんて事もない。

　結局一大は早少女さおとめに請こわれるまま、えっち雑誌のページ押さえ係を引き受けた。

『スポコスマニアックス』はタイトルの通り、いろんなスポーツのユニフォームの女の子を集めたグラビア誌だった。

　もちろん『すくーるめいと』みたいな着エロ路線ではなく、あからさまなヌード。

　ブルマやジャージ、競泳用水着はもちろん、新体操のレオタードやテニスウェア、チアガール。剣道や柔道なんてタイトルに恥じないマニアックな物もある。

「な、なるほどっ！　これが一番イメージに近いよね」

　いちいち声に出す早少女も冷静ではない。

　まるで『これは取材これは取材』と己に言い聞かせるみたいにメモを取り続けている。

「よ、よーしっ！　チェック完了っ！」

「も、もういいんだな？」

　パタンッ！

　早少女の言葉を合図に、一大は最後の一冊の最後のページを閉じた。

　裏表紙がまた出会い系の広告だったりして、気まずくて裏返す。

　発見──この手の本は、実は表紙が一番おとなしい。

「ボク、甘くみてたなぁ。『ツボエグ』の表現って誇張してるんじゃなくて、あれでもマイルドにしてたんだ……」

「そりゃそのまんまやったら、黄色いマークが付いて青シールで封されちゃうからな」

　大きく深呼吸してから一大も相あい槌づちを打つ。

「でも買ってよかった。いろいろ分かった事があるし。例えば一見同じようなえっち雑誌でも三段階のグレードがあるとか」

「三段階？」

「着エロっていうか全然脱いでないのと、ヌードありのと……えーと、その、要するにやっちゃってる最中まで載ってるの。こういうのが全部同じ成人雑誌ってくくりになってるなんて知らなかった」

　メモを見て、指を折りながら早少女が語る。

　言われてみれば確かにその通り。

　一大は今まで全然気にした事もなかった。

「うん。これで、作品の中でキャラがどんなものを見てどんな風に感じてるのか、少しはつかめる。自信ついてきた」

「そりゃ何より」

　まだ不足という話になったら、今度は専門店にまで足を延ばす事になりかねない。

　一人でおつかいさせられるのも、早少女さおとめと一緒でも、それはごめん被こうむる。

　まあちょっとドキドキしたのも事実だけど。

　やっちゃいけない事を、しかも女の子と一緒に実行しちゃうというのに。

「今日は本当にありがとう。恥ずかしい事につき合ってもらっちゃって」

　カラオケボックスから出てバス停に向かう道すがら、早少女が改めて頭を下げる。

「あんまり畏かしこまってそんな風に言われると、オレの方が照れるよ」

「ボクと一かず大ひろだけの秘密だね」

「あ、当たり前だろ！」

　どういう訳か嬉うれしそうな早少女に、大声で答える。

　女の子と一緒にえっち本を買って見たなんて他人に話せる事じゃない。

　理由を遡さかのぼっていけば早少女が声優という事も、そのために自分とニセ恋人になったという事も、誰だれにも知られちゃいけない事だ。

「あ。そうだ」

　バスに乗る間ま際ぎわ、早少女が振り返る。

「資料にならない昨日の分、一大にあげる。ボクからの贈り物、大切にしてねー」

「するかーっ！」

　たっぷりのえっち本なんて、いくらニセでも恋人からのプレゼントとしては最悪だ。

　一大の叫びをよそに、路線バスは走り去っていった。





第３話　真愛はマーケティングに取り組んだ？







　翌日の放課後。

　一かず大ひろはバイト先であるメイド喫茶『スウィート・ドロップ』に出勤した。

　早少女さおとめの方も今日は『ツボエグ』とは無関係に、前からのファミリー向けレギュラーの仕事があるのだとか。

（えっち本問題のせいで、オレの用件を話すのを完全に忘れてたじゃないか！）

　時間を置いて冷静になると、うっかりミスを思い出してしまう。

　ニセ彼氏疑似三股を続けてていいものか──それを相談するはずだったのに。

　早少女、鷹たか奈な、真さな愛え。

　それぞれニセ彼氏を必要とする理由があって、それは完全解決していない。

　だから頼まれたら一大としては引き受けたい気持ちはある。

　ただ問題は、彼女たちが知り合いだったという事。

　そしてそれぞれの事情をどのレベルで秘密にしておきたいのか、という事だ。

　第三者の立場で高いところから見下ろしたなら、事情を全部オープンにしてしまえば一番トラブルは少ない。

　少なくともデートがダブルブッキングみたいな事態は避さけられる。

　しかし例えば、真愛が『彼氏はニセ』という事を、同性の友人である鷹奈にも知られたくないとしたら？

　いきがかり上早少女は鷹奈と真愛の事情を知ってしまったけど、鷹奈と真愛についてはどこまで隠したいのか、どこまでオープンにしていいのか分からない。

　実際、本屋ではお互い本当の彼氏みたいな話をしていたし──どうしてあんな言い方をしてたのかは謎なぞだけど。

　確かに鷹奈がニセ彼氏を見せつけたいのは桃もも乃のを筆頭にした学校の後輩たち。

　でも人間、どこでどんな風に繫つながっているか分かったもんじゃない。

　情報の管理は極力慎重にやらなければ。

　一大だって早少女と鷹奈と真愛が友達だなんて知らなかったんだし。

（だから早少女に相談したかったんだけどなぁ……）

　こういう気分だし、おまけに一昨日、昨日と連続であんな事があったから真愛と顔を合わせるのはちょっと気まずい。

　でも向こうは一大と本屋で遭遇したのを知らないのだから、変に意識しすぎると余計にややこしい事になるか。

　よし。あくまで自然体自然体。気持ちを切り替えてバイトに励はげもう。

「おはよーございまーす」

　勝手口から大声で挨あい拶さつする。

「八や木ぎ本もとくーん。着替えたらこっち来てねー。ちょっと見てほしいものがあるからー」

　フロアの方から聞こえる朋とも店長の声に従い、着替えを済ませて客席へ向かう。

「あ。来た来た。ね、どうかな？　これ？」

「わっ！　な、何ですかこれはっ！」

「見ての通り、スク水だよー」

「それは分かりますっ！」

　そう。そこにいたのはいつものメイド服ではない。

　白スクール水着の女性陣だった。

　しかも『スウィート・ドロップ』店長＆レギュラーバイト・フルメンバー五人。

「どうかなさいましたか？　一かず大ひろ様？」

　きょとんと小首を傾かしげて真さな愛えが尋たずねてくる。

　やや細身のすらりとした体格に、スク水は似合っていると言えば似合っている。

　全体的なシルエットは夢で見た競泳用と大差ない。ついでにプロポーションも夢の通り。

　まあ以前ちらっと一瞬下着姿を見ちゃったからなんだけど。

「ちょ、ちょっと待って！」

　露出度がそんなに高い訳じゃないのに、目まの当あたりにすると恥ずかしい。

　海やプールでだってスク水は浮くだろうに、喫茶店の中だと違和感バリバリ。

　というより非日常的でエロさを強調したコスチュームでしかない。

　しかも白だし。

　これに比べるといつものメイド姿は特別な服だけど、まだしも『給きゆう仕じで働くスタイル』という事で収まりがいい。

　昨日早少女さおとめと話し合った『スク水やブルマは今やえっちな記号』という仮説が頭の中でむくむくと膨ふくらんでくる。

「ウチが繁はん盛じようしているから、最近はこのあたりにも競合店が出てきたのよ」

　噂うわさは確かに耳にしている。

　制服がもっとミニだったり、ツンデレ接客をウリにしてたり、メイドさんと一緒にゲームやカラオケを楽しめたり。そういう店が二、三軒オープンしたのだとか。

『スウィート・ドロップ』は元々純喫茶から模様替えしたから、あくまで『店内でお客様に飲み物と軽食、そして憩いこいの一ひと時ときを提供する』のが基本。

　そこから逸脱する派手なサービスはあまりやってこなかった。

「この街のメイドカフェ元祖としては新参者に負ける訳にはいかないでしょ？　まずは企画面を強化するため、本日はスペシャルスク水デーを決行しますっ！　遅番のメンバーにも出てきてもらいましたぁ！　ぱんぱかぱーん♪」

　力強く宣言する朋とも店長。

　背は低くて童顔、髪はシンプルなショートボブ──というよりおかっぱ頭。

　二×歳のはずなのにまるっきり違和感がないのは驚きよう異いと言ってもいい。

　これの準備のために昨日は臨時休業にしたのだと朋は説明した。

「なんだぁ？　八や木ぎ本もと、お前興奮してんの？」

　仰のけ反ぞってけらけら笑うのはフリーターの沙さ羅ら。ウェイトレスの中でも一番の長身グラマーで、体を反らすと胸のサイズが強調される。

　大人っぽくウェーブを利かせた髪型と彫りが深いキツめの顔立ちのせいもあり、スク水が全然似合ってない。

　似合ってないからこそエロいというかいかがわしいというか。

「これがジャパニーズ・クラシックスタイル・スクールガール・スイムウェアというものデスか。略してＪＣＳＳデスね。男のコのフィジカルな変化との相関関係、確かに興味深いテーマデス」

　女子大生のカリナが好奇心満々の視線をじーっと一かず大ひろの腰のあたりに向ける。

　見た目に外国人の特徴はないのだけど、実はアメリカ生まれのアメリカ育ち。留学してきた日系人なので発音にちょっとクセがある。

　広いおでこの知的な顔立ちで、その眼まな差ざしは男性を見るというよりも実験動物を観察する科学者というかマッドサイエンティストのそれだ。

「このような服で男の方が興奮したり喜んだりするのは何な故ぜでしょうか？　メイド服というのは労働の際に着るものですし、水着は泳ぐ時のものではありませんか？」

「うんうん。真さな愛えちゃんみたいな純情ガールには分かんないだろーね。後で小しよう生せいがじーっくり教えて進ぜよう」

　本気で尋たずねる真愛の肩を叩たたくわざとらしい口調は、専門学校生の真ま帆ほ。

　一本にまとめて編んだ髪とメガネという組み合わせ。おまけにひとりだけネコミミカチューシャを着けている。

　これでスク水だからまるっきりアニメかギャルゲーのキャラみたいな雰囲気だ。

　はっきり言って要素盛り込みすぎ。

「ダメだよぉ。男の子の気持ちを理解するためには、ちゃんと八木本くんから教えてあげるようにしないと。ねっ？」

　朋店長の言葉に、沙羅、カリナ、真帆の三人組がうんうんと肯うなずく。

　真愛が手を添そえた頰ほおがぽっと朱しゆに染まる。

「どうなのでしょうか、一大様？」

　他の四人とは違う、一切の邪念が含まれていない真愛の視線が一大に向けられる。

　いかん。これは変な事は言えない。なるべく無難にごまかさなければ。

「み、水着ってウェイトレスの服装としてはマズいんじゃないかなー、ははは」

　笑いが微妙にうわずる。

「水着ですと濡ぬれても大丈夫ではありませんか？　お洗濯も簡単ですし。わたくし、朋とも店長ならではの素晴らしい工夫だと感心いたしましたわ」

　やっぱり彼女はスク水の意味や効果をまるっきり理解していない。

　単なる合理的機能的なアイディアだと思っている。

「そ、それはそうかも知れないけど、やっぱり場違いでしょ？」

「ああ、こうすればよろしいんですね？　さすが一かず大ひろ様は考えが深いですわ」

　カウンターの後ろにしまってあった小振りのエプロンを取り出し、腰に巻く。

「あ、それいーね。うんうん、みんなも真さな愛えちゃんに倣ならおう♪」

　朋店長の言葉に、三人組も同じスタイルになる。

　ますますヤバい──これが一大の率そつ直ちよくな感想だった。

　水着そのままならまだ場所との不釣り合いというレベルで収まったけど、エプロンと合体したらかえってマニアックというかフェチっぽい。

「ね─、どうかな、八や木ぎ本もとくん？」

　にやりと笑いながら朋店長が訊たずねる。

「店長がやりたくてウェイトレスのみんなも納得してるならスク水デーでもブルマウィークでも何でもやればいいじゃないですか！　オレは厨ちゆう房ぼうに籠こもって仕事しますからっ！」

　口走ってから後悔する。

　メイド服はまだいい。

　だけど真愛をスク水やらブルマやらで客の前にさらしちゃっていいのか？

「あ。ブルマもいーね。さすが八木本くん。そうだよねー。男の子の萌もえツボはやっぱり男の子が一番分かってる？」

　一大の悩みなんかまるっきり無関係に、店長が感心して手を叩たたく。

『萌えツボ』とか言わないでほしい。今その単語はいろいろ連想しちゃうから。

「スク水って言ってもただの地味な水着だけど、ブルマってのは穿はいた事ないよなぁ」

「小しよう生せいも～。絵でだったらたくさん描かいてるんだけどねぇ」

「店長はイカガですか？　学生時代に着用していたのデハありまセンか？」

「ひっどぉ～い。あたしだってそんな歳としじゃないよぉ～」

　三人組プラス店長がはしゃいでいる中、真愛一人が真面目まじめな顔で考え込んでいる。

「申し訳ありません、店長。一つお訊ねしてよろしいでしょうか？」

「ん？　なーに？」

「ぶるま、というのは一体何なのでしょうか？」

　ぷっ、と四人が吹き出す。

「そっかー。真さな愛えちゃんじゃ知らないかもね。後で八や木ぎ本もとくんに教えてもらおうね」

「はい、分かりました。そのようにいたします」

　何な故ぜだか嬉うれしそうに真愛は肯うなずいた。

　どんどん追い詰められているような気がする。

　五人がかりでいじられたら身が持たない。

　真愛はからかってる自覚はないだろうけど。

　一かず大ひろは逃げるように厨ちゆう房ぼうに駆け込むしかできなかった。




　テストケースなので派手な宣伝はしてなかったのだが、朋ともは抜け目なく常連客にそれとなく伝えていた。

　口コミで広まった『スウィート・ドロップ』初のスク水デーは大盛況。

　一大もキッチン担当としてドリンクや料理をトロピカルっぽくアレンジしたりもした。あり合わせの素材での間に合わせ仕事だけど、こっちも好評だった。

　全員集合した代わりに閉店時間を繰り上げ、希少感を出したのも良かったらしい。

「お疲れ様デシた」

「おつー」

「じゃあなー」

　フロアの掃除も終えて遅番トリオが帰っていった後、一大が一人厨房の後片付けをしていると、控えめなノックの音が鳴った。

「お邪魔いたします」

　入ってきた真愛は、スクール水着のままだった。

「わっ！」

「お忙しいところ申し訳ありません。先ほどのお話の続きをと思いまして」

「さ、さ、真愛さんっ！　先に着替えてきた方が！」

「お願いします。わたくし、一刻も早く詳しい事をお伺いしたいのです。まず『ぶるま』というのは何なのでしょうか？」

「え？　えーと……その……」

「朋店長や沙さ羅らさんたちも教えてはくださいません。一大様にお尋たずねになるようにとの一点張りで。一大様しか知らないような、特別な事なのでしょうか？」

　真愛はあくまでも真剣だ。

　真剣だからこそスク水エプロンの異様さが際きわだつ。

「あ、後で検索とかすればいいんじゃないかな？」

　ヤバっ──言ってしまった後で思わず手で口を塞ふさぐ。

　何も知らない真さな愛えが画像検索して、例の雑誌に載ってるような画像が出てきたら？

　箱入り純情お嬢様の彼女には、あまりにショックが大きくないか？

「どうしてもわたくしには話せない事なのですか？　承知いたしました。ではインターネットで検索すればよろしいのですね？　わたくしはパーソナルコンピュータには触れられませんので、誰だれか慣れた者にお願いしましょう」

「わっ！　待って待って！」

　うっかりしていた。

　真愛は機械オンチという言葉では足りない、謎なぞのグレムリン体質だ。

　触るとどんな機械でも故障してしまうから、携帯電話も持っていない。

　パソコンも彼女自身が操作できず、家の使用人に頼んで検索させるしかない。

　あの志し束づかおばさんに話す可能性だってある。

『志束おばさま。わたくし、少し調べていただきたい事がございますの』

『何かしら？』

『ぶるま、というのは一体どのような物なのでしょうか？　わたくし、この度仕事でそれを着用する事になりまして』

『あなた！　どこでそんな言葉を聞いてきたの？』

『アルバイト先です。一かず大ひろ様が、いんたーねっとで検索すればいいと』

　本屋での様子からするときっとこうなる。

　即座に屈くつ強きようの黒服軍団が一大の元へ差し向けられる。

　志束は志束で、真愛のバイト先がメイドカフェだと理解してないっぽいし。

　いや。我が身が危険なだけならまだいい。

　一大の信頼がなくなれば、真愛はバイトを辞めざるを得なくなってしまうじゃないか。

　それではニセ恋人を引き受けた甲か斐いがない。

　彼女のためにも頑張らなければ。

「ま、待って。オレが教える！　だから家で検索とかしないで！」

　まずその辺にあったパイプ椅い子すに真愛を座らせる。

　それから店内連絡用のホワイトボードに、青のマーカーで形を描かく。ついでに線の内側をぐりぐり塗りつぶす。

「こういう形の、女子用の体操服。昔は学校でみんなこれを穿はいてたの！　もちろんオレも目撃した訳じゃなくて歴史上の事実として知ってるだけ！」

「穿くのですか？　それをどのように？」

　はっきり言って一大の絵は上う手まくない。一見すると歪ゆがんだホームベースだ。

「えーっと……。ここがウエストで、こことここから脚あしが出る形！」

　女の子の前で『ブルマとは何か』を説明する。

　非常にマニアックな羞しゆう恥ちプレイですか、これは？

「ああ。それでしたら分かります。子供の頃ころ、バレーボールの試合で見た事がありますわ。あれをブルマと言うのですね」

　感心した様子で、真さな愛えがポンと手を打ち鳴らす。

「そうっ！　それ！　それだっ！」

　思わず真愛をびしっと指さす。

　探してみれば、当たり障りのないブルマの例示は可能だった。

　確かに九く比ひ戸と高校の女子バレー部だって今はショートパンツタイプだけど、昔テレビで見たワールドカップなどではまだブルマタイプのユニフォームだった。

『昔の学校指定』『今やほぼえっち雑誌専門』という意識だけが先に立って、当たり前の事実を見落とすとは、やっぱり昨日の本が意識に残っているのか。

「ああ！　そうだ、そうだよ！　バレーボールの話をすればよかったんだ！」

　悩みの霧が晴れて、思わず小躍りする。

「よかったですわね、一かず大ひろ様。何がいいのかよく分かりませんけど」

　気づいたら、いつの間にか真愛と手に手を取ってステップを踏んでいた。

「あっ！　そ、その……ごめんっ！」

　慌てて離した手を、つい腰の後ろに回して隠す。

「あ、あの……恥ずかしがらなくても。わたくしたち、お付き合いしてますし……」

　さっきまで握にぎっていた指を胸元でもじもじと絡め合わせる。

「そ、その……つき合っているって言っても形だけだし……」

　志し束づかおばさんに見せるために恋人のフリをする事はあっても、誰だれもいない場所で手なんか握ったら迷惑じゃないだろうか。

　真愛だって困っているのか、頰ほおを染めてうつむいている。

「つまり朋とも店長は従来のメイド服に加え、本日のスクール水着やブルマなどを当店の制服として取り入れようとしているという事なのですね」

　改めて椅い子すに座り直し、真愛が質問する。

「そうそう。困ったモンだよ、あの人にも」

「は？　何か困った事があるのでしょうか？」

　真愛はまたきょとんと首を傾かしげた。

「え？　ええっ？　だって真愛さん、恥ずかしくないの？　スク水とか」

「この服装ですか？　どこか恥ずかしいところがありますか？」

　社会勉強に選んだのがメイド喫茶という正真正銘の箱入りお嬢様は、胸元に両手をかざしながら自分の体を見下ろした。

「わたくしは縁がありませんでしたけど、水着も体操服も皆が学校などで身に着けるものですし、動きやすさを追求した実用的な品なのでしょう？　確かにメイド服に比べると給きゆう仕じ用としてはいささか場違いかとは思いますけど」

「え、えーと……」

　どうしよう。これは言っちゃっていいのだろうか。

　いや。言うべきだろう。

　変な事を吹き込む結果になっても、何も知らないままだと真さな愛えが危険かも知れない。

『スウィート・ドロップ』にだってマナーを弁わきまえない客が来る事もある。彼女の無知につけ込んで変な要求をする危険だってあるのだし。

「そ、それはつまり……露出度高いでしょ？　脚あしとか出しちゃうし、体の線も分かるし。女の子のそういう格好見て興奮する男もいる訳で」

「それがよく分からないのです。確かに肌を多めにさらす服装ですけれど、街中でも丈の短いスカートですとか、おへそを出した格好の方もいらっしゃいますわ。それに比べればブルマやスクール水着は健康的な装よそおいでは？」

「そ、そうじゃなくて……昔はそういう物だったのかも知れないけれど、今は男がえっちな視線で見るコスチュームっていうイメージになっちゃってるの！」

　しかも紺ならまだ『昔は実用品』という言い逃れができるけれど、白は最初からえっち専用だ。

　まさか昨日早少女さおとめと議論した『スク水やブルマはなぜエロいのか』という事を、真愛にこうして説明する羽目になるとは思わなかった。

「では、一かず大ひろ様もわたくしのこのような姿を見ると……え、えっちな気分に？」

　頰ほおをほんのり桜色に色づかせ、もじもじと指を絡めながら真愛が立ち上がった。

「そ、それはその……」

「よくご覧になってくださいませ」

　今まで同じ部屋にいても、なるべく直視しないように顔を背そむけていた。

　だけどよりによって本人が見ろと要求してくる。

　夢通りの──って下着姿を見た事あるんだけど──ほっそりした手足の長い体形。

　顔立ちや長い黒髪がかもし出す雰囲気とも相まって、大和やまと撫子なでしこという言葉がよく似合う。

「いかがですか？　その……えっちな気持ちに……」

　真愛の方がうつむき気味に視線を逸そらしつつ、そのくせちらちらと上目遣いで尋たずねる。

「え……えっちな気持ちになんかなってませんっ！」

　事実に背いて、そう言うしかなかった。

「それは……わたくしに女性としての魅力がないという事でしょうか？」

　顔を上げた黒い瞳ひとみが潤んでいる。

「ええっ？」

　どうしてこんな事を尋たずねる？

　まさか本気でオレの事が好き？

　いや待て。そういう期待はしないって決めてるじゃないか。

「その……確かにわたくしは沙さ羅らさんや真ま帆ほさんに比べて貧相と言いますか、む、む、む、む……胸も小振りですっ！」

　カリナとは同じくらい。店長よりは大きい。

「お、男の方は女性の胸が大きい方を好むと……沙羅さんたちも仰おつしやってましたし」

　真まっ赤かな顔を伏せながら、真さな愛えが声を絞り出している。

「え、えーと……そ、それは確かに一般的傾向としてはそういう事もあるかも知れないけど……。人それぞれで小さい方がいいって奴やつもいるし」

「一かず大ひろ様はどうなのですか？」

　ちょっと待て！

　これは先日屋上で早少女さおとめとやった問答と同じパターンだぞ！

「え、えーと……真愛さん、オレたちあくまでニセの恋人なんだよね？」

「は、はい。そう、です。そうですわね」

　思い出したように顔を上げ、何度か深呼吸する。

「で、ですがわたくしはこういう事をお訊たずねする相手は一大様しか……」












「あ。そ、そういう事ね」

　ほっと胸を撫なで下ろす。

　要するに、真さな愛えも年とし頃ごろの女の子としてそういう事はちゃんと気になる。

　実際本屋で鷹たか奈なと『彼氏』の話もしていたし。

　彼女なりに男性からの評価を気にしたって不思議じゃない。

　だけど女子校だし箱入りだし、尋たずねてみる相手が自分しかいないと。

　オレが特別の相手とか、安易にそんな風に思っちゃダメだ。

　信用され、頼られるのは嬉うれしいし誇れる事だけど、あくまでニセ彼氏なんだから。

「お願いです。お答えください。わたくしは、魅力的ではないのでしょうか？」

　ほどよく膨ふくらんだ胸元でしなやかな指を握にぎり合わせ、真愛が訴える。

　どうしろというんですか、これは？

　ムラムラしてると言っても言わなくても地雷が爆発する仕組み？

　爆弾解除は赤青どっちか片方のコードは正解なのがセオリーでしょ？

　率そつ直ちよくに言ってかわいいし、水着だって似合っているけど、それに対して『はい。私は今、あなたを目の前にして欲情しています』と公言したらさすがにマズいだろ！

「えーと……そう！　そうっ！　つまりほら、お店ではオレ、バイトとは言っても一応プロとしてお金もらって仕事してる訳だよね？」

「は、はい……。そうですわね」

「だから仕事中は個人のそういう感情を抑えるの！　閉店したけど、まだ片付け残ってるし！　家に帰るまでが遠足です、バイトですっ！」

　どうにかひねり出した言い訳を一気にまくし立てる。

「そうだったんですか！　ご立派ですわ。わたくし、そこまでの職業意識を持てずにおりました。わたくしの水着姿を一かず大ひろ様がどのようにお感じになるかなんて、本来今長々とご説明いただくような事柄ではありませんでしたわ」

　真愛が一大の両手を取る。

　やはり目は潤んだままだけど、今は悲しみではなく感激の涙だ。

「はは、あはは……。別にそこまで気にしなくていいよ。休憩中とか、普通にお喋しやべりもするしね。厳密に気張りすぎると効率も落ちるし失敗も多くなるし」

　スク水姿の真愛を至近距離で直視しないように、顔は斜ななめに逸そらし気味。

　最近どんどんごまかしの技だけが上う手まくなっているような気がする。

「やっぱり一大様は素晴らしい方です。職業意識の高さ、見習わなくてはいけませんね」

　口先で煙けむに巻いて目先の問題を先送りにしただけなのに、本気で感心されるとうれしいというより困ってしまう。

「と、とにかくさ。スク水とかブルマとか、今話したような問題もあるし、オレからも朋とも店長に意見してみるよ。真さな愛えさんももう着替えて帰った方がいいんじゃない？」

「あ、そうですね。わたくしとした事が、つい楽しくて話し込んでしまいましたわ。では、失礼いたします」

　とりあえずこの日はそこまで話して、二人ともバイトを終えた。





第４話　健全ってなんですか？







（何だかなぁ……。いや。二人とも真面目まじめに頑張ってるのは分かるんだけど）

　早少女さおとめといい真愛といい、ふざけている訳じゃなくてそれぞれ真剣に考えての言動だというのは理解できる。

　だけどその余波を受けて変な買い物に付き合わされたり、妙な質問を受けたりするのはさすがに気疲れする。

　女の子のお願いをはねのける気はない。頼られるのはむしろ嬉うれしい。

　だけど一切平気という訳じゃないのだ、さすがに。

「あれ？」

　家に着き、玄関のドアに手をかけたら鍵かぎがかかってない。

　朝は間違いなく施せ錠じようした。一人暮らしだから、そのあたりのチェックは怠おこたらない。

　強引に開けられた様子もなし。

「また鷹たか奈なか……」

　遠慮ない幼なじみとは言え、さすがに留守中に勝手に上がり込むのは無しにしてほしい。せめて入ったなら鍵を掛け直してくれないだろうか。

「ただいまー」

　呼びかけても返事はない。

「合い鍵かぎで勝手に入って、そのまま出かけたとか帰ったとかじゃないだろうな？」

　視線を落とすと、見覚えのある彼女のサンダルがあった。

　いくらズボラな鷹たか奈なでもさすがにそれはないか。

「どっかで勝手に寝てたりしてな」

　独り言を呟つぶやきながら、そのまま階段を上って自室のドアを開ける。

　くかー……くかー……。

『どっか』とは『ここ』だった。

　ジャージ姿の鷹奈は、一かず大ひろのベッドの上で大の字になって寝息を立てている。

「あれ？」

　思わず目を擦こする。

　見慣れたどころか見飽きた中学時代のえんじ色ジャージ。

　今まで一大の中で『色気のない鷹奈』の代名詞だった服装なのに、妙にドキドキする。

　地味で飾り気はないけれど、柄も飾りもない分、大きな胸の膨ふくらみが妙に目立つ。

「こ、これはアレか。あの本のせい？」

　早少女さおとめの資料に買ったえっち本のせいで『ジャージもまたエロい服装である』という情報がインプットされてしまったのか。

「おいっ！　鷹奈、起きろ！　さっさと起床してくれ、頼むからっ！」

　意識し過ぎちゃわないうちに、大声をかける。

　その直後に気づく。

　ベッドの下、足の方に破れかけの紙袋が放置されている事に。

　早少女がいらないと言ったから、そのまま引き取る事になっちゃったえっち本だ。

　持ち帰った日に放ほうり出したままになっていた。

　ジャンル的にも好みじゃないからそんな積極的に見たい訳じゃない。

　だけど見ずに捨てるのはもったいない。

　でも『女の子からプレゼントされたえっち本』というのは微妙に抵抗あるし。

　古新聞・古雑誌・資源ゴミの回収日はまだ先だし。

　そんな微妙な興味と抵抗と都合の綱引きの結果、置きっぱなしになっていたのだ。

「ふわぁ……」

　鷹奈がむっくりと体を起こし、口元のヨダレを袖そで口ぐちで拭ぬぐう。

　これはちっとも色っぽくない。

　さっき一瞬受信した色気は何かの間違いだ。

　えっち本との混信による電波障害だ。

　いや待て。そんな事で安心している場合じゃない！

「お、起きるな！　もうちょっと寝てろ！　あと一分！　いや三〇秒っ！」

　覚かく醒せいを促しそうな大声を出しながら、ばたばた両手を振り回す。

　パニック寸前の精神状態の中から辛うじて優先事項を選び出し、カエルみたいにジャンプしてえっち本の袋に飛びつく。

　一かず大ひろのベッドは低く、下が引き出しになっているタイプだ。危険物をベッド下に蹴けり入れるという手は使えない。

　己の体でカバーしたえっち本袋をカバンに重ねて抱き上げる。

　そのまま何食わぬ顔で机の上に置く。

　さらにその上に脱いだ上着を重ねてカバーする。

「……ふぁああ……。何やってんの、カズ？」

　大きなあくびを隠そうともせず、鷹たか奈なが尋たずねてくる。

「こ、これはだな……そうっ！　あれだ！　お前が目覚ました時はいきなりパンチやキックが飛んで来る危険があるから、とっさに避よけたんだっ！」

　言い訳しながら適当なファイティングポーズを取る。

「あはははっ！　何それ？　変なの」

　寝ぼけまなこを擦こすりながら、ベッドから下りる。

「まさか……見たのか？」

「見たって……何を？」

　一大の質問に、鷹奈は目を丸くする。

「い、いや。何でもないっ！」

　この反応を見る限り大丈夫。

　もしえっち本を目撃していたら、こんなリアクションじゃ収まらないはず。

　だったら話題を変えた方がいい。下へ手たな事をすればヤブヘビだ。

「だ、だいたいお前、人の寝床で寝てるんじゃねーよ！」

「だって今はカズん家ちってカズの一人暮らしでしょ？　仕し舞まいっぱなしになってる他のフトンとか引っ張り出すより、このベッド使った方が面倒ないじゃん」

　基本的に大おお雑ざつ把ぱなくせにどうしてこんなところだけ筋が通ってるのか。

「……それにカズの匂においがするし……」

「え？　何か言ったか？」

「べ、別に何でもないっ！」

　鷹奈らしくもないかすかな呟つぶやきは、一大にははっきりとは聞こえなかった。

「そもそも何でオレん家に来てるんだよ？」

「だってカズ、二日ばかり修行サボってるじゃない？」

　一か月ほど前から、一かず大ひろは鷹たか奈なから氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの基礎の基礎、とりあえず正せい拳けん突きだけ教わっている。

　いつもは彼女の部屋に吊つるしているサンドバッグを殴なぐっているのだけど、確かに二日ほどキャンセルしていた。

　もちろんえっち本を買いに行くためである。

「おま──」

　言いかけて慌てて口を塞ふさぐ。

「何？」

「べ、別に何でもない！」

　お前だって本屋行ってて留守だったろ。

　これは喋しやべっちゃいけない秘密だ。またヤブヘビになるところだった。

「まあいいや。カズもバイトとかいろいろ忙しいと思って」

「ん？　まあな」

　話が逸それてほっと一安心。

「でさ。忙しいカズにいっつもご飯ねだってばっかりじゃマズいから、今日はあたしがご飯作ってあげたんだ」

　作ってあげる──ではない。はっきり過去形、完了形。

「ほら、こっちこっち！」

　自分の家なのに鷹奈に先導されて、一階のダイニングキッチンまで戻る。

　テーブルの上には新聞紙がかかっていた。

「じゃーんっ！　見てよ、あたしの自信作っ！」

　ばっ！

　渾こん身しんのトリックを使ったマジシャンのように、鷹奈が大きな動作で紙を取り除く。

　そこにあったのは、ごく普通の鍋なべに入ったカレーだった。

「……オレもバイトで遅くなっちゃったけどさ。お前寝てる間に冷めちゃってないか？」

「あーっ！　しまったっ！　ちょっと待ってて。温めなおすから」

　鍋をガス台に乗せて点火する。

　しばらくすると、加熱された鍋から微妙な臭においが漂ただよってきた。

　よく見ると鷹奈の手に小さな切り傷があるし、サイドテーブルにはルーの空き箱と超ビギナー向けの料理テキストブックがあった。

　本屋で買ったのはこれか。

「さ。食べて食べて！」

　炊飯器から皿二つにご飯をよそい、カレーをかける。

　差し出されたのは──一応見た感じではカレーだ。ちゃんとターメリックの色。

　小学校の頃ころ、やっぱり何かの気まぐれで作った時のドス黒い紫という、マイナスの食欲を強烈にかき立てる色ではない。

　あれを無む理り矢や理り口に詰め込まれて、三日寝込んだ。

「んじゃ、いただきます」

　一匙さじ、口に入れてみる。

　マズい。

　カレーというのは追求すれば奥深いけれど、簡単に済ませようと思えばミスの出にくい料理だ。だからこそ調理実習やキャンプの定番になる。

　最大のポイントは、許容範囲が広い事だ。

　小学校給食の粉っぽい甘口から本格激辛まで、全部『お馴な染じみのカレーライス』と認識されるし、赤や緑のカレーなんてのまである。具だって様々だ。

　だけど鷹たか奈なが作った奴やつは違う。

　一かず大ひろがこれまで食べてきたカレーの範はん疇ちゆうには収まらない。

　辛さ香こうばしさはほとんど無し。真っ先に舌に感じるのは、苦酸っぱいとしか言いようがないものだ。市販のルーをどう使えばこんな風味が生まれるのか。

　野菜は大きさが不ふ揃ぞろいの上、鍋なべに入れたタイミングがバラバラらしくジャガイモは煮崩れているし、ニンジンは芯しんが残っていて硬い。

　いっそ昔の奴みたいに適当に作った結果、見るからにカレーどころか食物の常識をぶっちぎってくれればまだシャレで済んだかも知れない。

　本人が真面目まじめに努力して、見た目だけはそれなりにできてるものだから一番笑えない状態になっちゃっている。

　ご飯だけはお粥かゆでも生米でもなく、まともに炊けているのがせめてもの救いか。

「……」

　いつもは飯をわっしわっしかっ込む鷹奈も、スプーンを止めている。

「ご、ごめんっ！　変なの作っちゃって！　あたし、責任取って全部食べるからっ！」

　眉み間けんにシワを寄せ、目め尻じりに涙を浮かべながらヤケクソ気味に、猛烈な勢いでカレーを口の中へと放ほうり込こむ。

「ちょっと待て！　無理する必要ないって」

　一大は立ち上がると、台所に向かった。

　まだ三杯分くらいのカレーが残っている。

　この味を片付けるのはいくら鷹奈でも苦痛のはず。

　取りあえずもう一度味見してから、隠し味として醬しよう油ゆを少々。こいつで謎なぞの苦酸っぱさを抑え込む。

　それから塩コショウとタバスコをぶち込んで味をとんがらせる。刺激が強ければ多少の雑味はごまかせるはずだ。

　具の煮え具合を揃そろえるのは無理だ。ジャガイモの方は諦あきらめて、ニンジンにちゃんと火が通るくらい加熱する。

「ん。まあまあかな。ほらよ」

　美味とは言えないが、無理なく食べられる程度には調えたお代わりを差し出す。

「どうだ？」

「ん……。美お味いしい」

　一匙さじ口に入れて、鷹たか奈なは肯うなずいた。

「美味しいってほどじゃないだろ。まあ何とか普通に食べられるってレベルで」

「そ、そうだよね。最初からカズが本気出したらもっと美味しいもんね」

「そういう話じゃないだろ」

　背は小さいけど、いつもの鷹奈は自信満々で元気いっぱいだから本当の体格よりも大きな印象になる。

　だけど今は彼女らしくもなく、小さく縮こまって見えた。

「……ありがと。あたし、ダメだね。女の子なのにカレーも作れないなんて」

「別にいいだろ。メシ作れなくたって」

　落ち込んだり悲しんだりしてる女の子を見るのは嫌だ。

　ずっと仲のよかった幼なじみなら尚なおのこと。

「オレは男だけどお前とケンカしたら負ける。つーか死ぬ。男だ女だって区別じゃなく、一人一人違う人間なんだからお互いにできる事やって助け合えばいいだろ？」

　何しろ相手は正真正銘の熊くま殺しなんだし。

　何とか調えただけで馴な染じんでいないカレーの後味を、水を飲んで洗い流す。

「で、でもさ……。ご飯も普通に作れないんじゃ……その……お嫁に行けないでしょ？」

　ぶはっ！

　口からスプレーが噴射された。

　お嫁さん！

　このありふれた単語が、これだけの破壊力を持ちうるのかっ！

　熊殺しのお嫁さん！

　花嫁修業と武者修行に共通点はあるのか？

「べ、別に変じゃないだろ！　あたしだってそういう夢はあるのっ！　ていうかカズは知ってるはずだし！」

「知ってるはず？」

「ほ、ほら……幼稚園の時、そういう話した事あったじゃない！」

「ああ。あれか」

「ね。カズだってちゃんと覚えてるでしょ？」

　確か年長さんの頃ころだったか。

　日曜日に家うちで遊んでいた時の事だったか。

　前後の細かいところは覚えていないけど、ＣＭか何かでウェディングマーチが奏でられ、結婚式のシーンがＴＶに映った。

　それを見てた鷹たか奈なが言ったのだ。

『きれーい。あたしもしょうらいおよめさんになるー』と。

　あの時、自分はどういう反応をしたんだっけ？

「だ、だってさ……。空手とか強くても、それだけで生きていけないし。あたしだって普通に女の子らしい憧あこがれとか夢とかあるのっ！」

「わ、分かった！　今のはオレが悪かった。謝る！　ごめんなさいっ！」

　必殺の拳こぶしを振り上げる鷹奈の前で必死に頭を下げる。そのまま手を突き、土下座する。

　命が惜しいのもあるけれど、本気で言い過ぎたと思っているのも事実。

　確かに鷹奈は素手で戦えば人類最強クラス。ただしこれは一生の仕事にはなりにくい。道場を継ぐにしても天才過ぎて指導者向きじゃない。

　既すでにプロ声優として最前線で活動している早少女さおとめ。

　将来を見み据すえて財団後継者としての自分を真剣に考えている真さな愛え。

　鷹奈も鷹奈で、彼女なりに自分の将来について思い悩んでいたのか。

　それにしたってお嫁さんというのはちょっと予想外だったが。

「お嫁さん……やっぱりガラじゃないのかなぁ……」

　ため息を長く延ばしながら頰ほお杖づえを突く。

「女が家事しなくちゃいけないって決まりもないんだし、料理や洗濯が得意な男と結婚すればいいだろ？」

「ホント？」

　鷹奈が笑顔で立ち上がる。

　さっきまでの憂ゆう鬱うつが一瞬で吹き飛んでいた。

「な、何だよ、いきなり？　別に変な発想じゃないだろ？」

　現に一かず大ひろだって必要に迫られたから一通りは身に付けたし、やっているうちに慣れた。慣れると今度は楽しくなってくる。

　早少女にはモテパターンとか言われたけど、料理好きの男なんて珍しくもない。

「そっかー。うん、そうだよね。料理ができる男と結婚すればいいんだよね。しかも一大がそう言ってくれたんだし」

「いきなり何ニヤニヤしてんだよ。お前の場合、一番高いハードルがあるだろ。お前より強くなくちゃいけないっての」

　鷹たか奈ながずっと前から公言している恋人の条件だ。

　このせいで一かず大ひろはニセ彼氏としてかなり無む茶ちやな芝居をする羽目になった。

「あれは……うーん……。あ、そうだ！　まず料理できる彼氏を見つけて、その人を鍛きたえて強くなってもらうっていうのはどうかな？　これって名案だよね？」

　それはかなり難しいのではないだろうか。

　だったら鷹奈が料理や洗濯をマスターして普通の専業主婦──かわいいお嫁さんになる方がまだしも簡単だと思う。

「ま、いいや。今日はありがと。あんなの食べてくれて」

「気にすんなって。オレとお前の仲だしいろいろお互い様。洗い物はオレがやっとく。あ、それと合い鍵かぎで入るのはいいけど、寝たりするならちゃんと戸と締じまり忘れるなよ」

「りょーかいっ……あれっ？」

　ジャージのポケットを探り、鷹奈が首を傾かしげた。

　どうやらその鍵を寝ている時に落としたらしい。上機嫌の足取りで二階へ戻っていく。

「それにしてもお嫁さんねぇ」

　スポンジで洗剤を泡立て、食器を擦こすりながら呟つぶやく。

　鷹奈とは物心つく前からのつき合いだし、子供の頃ころから乱暴で男勝まさりな印象ばっかり強かったけど、考えてみたらもうお年とし頃ごろだ。

　胸も立派に育ってるし。

　あ、いや。それはさておき。

　百ゆ合りっぽい後輩に迫られたり、学校でファンクラブ的に騒がれたりした時、冗談めかして軽くあしらえないんだから根はマジメで純情なんだし。

　それにしてもキーホルダー拾うだけにしては遅いな。

　寝ね相ぞう悪いからどっか隙すき間まにでも落としちゃったか？

　そんな事を考えてると──。

　ズンズンズンズンッ！

　力強い足音が重苦しい二拍子で近づいてくる。

「カズッ！」

　まるで絵の具で塗ったみたいな真まっ赤かな顔で、鷹奈が立っていた。

「あ、あ、あああああっ！　あんたってばこーいう本読んでるのっ!?」

　顔と同じく血が回って赤く染まった手に握にぎられていたのは『美少女特写・スポコスマニアックス』だった。

　早少女さおとめのために資料に買って、そのまま持ち帰る事になってしまったグラビア誌だ。

　これだけという事は全部見つかった訳じゃなく、さっき隠そうとした時に一冊落とすとかしてしまったのか。

「あ、ああああああっ！　そ、それはさお……っ！」

　慌てて自分の口を両手で塞ふさぐ。

　台所洗剤の苦みが唇に触れた。

『早少女さおとめに頼まれて仕方なく買ったものだ』とは口が裂けても言えない。

「サオがどうしたって？」

『スポコスマニアックス』を脇わきに挟み、ぽきぽき指を鳴らして鷹たか奈なが近づいてくる。

　黙っていたら比ひ喩ゆじゃなくて本当に口が引き裂かれそうだ。

「あ、いや……サオというのはつまり……」

　適切な言い訳が思いつかない。

　さお、サオ、竿さお──この文脈で適当にごまかせる言葉なんてあるのか？

　不穏当でごまかせそうにない奴やつなら思いついちゃったけど。

　バンッ！

　カレーが並べられていたテーブルに『スポコスマニアックス』が叩たたきつけられる。

「しょ、正直に答えて！　カズは……その……やっぱりこういうのが好きな訳？」

　ひとまず話題はサオから逸それた。

　さっきまでよりもさらに赤く、人間の顔は恥ずかしさだけでここまで変わるのかと思えるくらいの色で、鷹奈はページを開いて一かず大ひろに突きつけた。

　そこに写っているのは、裸に柔道着の上だけ羽織った女の子の写真だった。髪は頭の後ろでシニョンにまとめている。

　ああっ！

　今さらの事実が二点、一大の頭を直撃する。

　一つ目。鷹奈が下りてくるまで時間がかかったのは、これをじっくり読んでたから。

　二つ目。このモデル、服までコミで鷹奈に似てない事もない。

　もちろん空手着と柔道着ではあちこち違うし、胸も鷹奈の方が大きいし、顔だって──いや。こんな時に何を考えてるんだ、オレは！

「こ、これ以外にもこれとかこれとか……っ！」

　鷹奈が次々にめくったページはどれもこれもモデルがジャージ姿。

　こっちもある意味でいつもの鷹奈を連想させる。

　どう答えろというんだ、これは？

　地獄の二択クイズ第二問。

　真さな愛えの時よりもずっと恐ろしい。

　えっち本の現物が揺るがぬ証拠物件としてここにある。

　しかも出題者は熊くま殺しの鷹奈。

　下へ手たな事を言ったら死ぬ。

　比ひ喩ゆではなく、文字通りに死ぬ。

　こめかみやら背中やらを、冷たい汗が嫌な感触を残しながら流れ落ちていく。

　鷹たか奈なは真まっ赤かなままだけど一かず大ひろはどんどん青ざめていく。

　女の子と一緒にえっち本を買いに行って、カラオケボックスで一緒に見る？

　男がどうしてブルマやスク水で興奮するかを女の子に説明する？

　確かに恥ずかしいし気まずいけれど、向こうから振られた話だ。

　隠していた危険物がいきなり発見され、有無を言わせぬ迫力と人類最強の実力で追及されるのに比べたらずっとマシだ。

　こっちはリアルで生命の危機！

「そ、そりゃカズだって男なんだから、こういうの読んだりするのは……その……あたしだってその程度は分かるよ」

　本を下ろし、いきなり鷹奈は口ごもる。

　一大から逸そらした視線は足元に下ろされ、その足はというとスリッパも履はかない裸足はだしの親指で、キッチンの床にのの字のの字を書いている。

「な、何ていうかさ……。こういうスポーツやる女の子が好きなのかって……じゃなくて！　カズの女の好みにとやかく言う気はないのっ！　だけどこういうコスプレとかフェチとかって言うの？　服に変な執着するのとかってやっぱり変でしょっ！」

「う……うん。、ま、まあそうだな、うん」

　手の甲で汗を拭ぬぐいながら、何とか話を合わせる。

「あああ、あたしだってさ。子供じゃないんだからそういうのを想像するっていうか、憧あこがれたりする事だってあるよ！　だけど、だけどさ……」

　最初は大きかった声が、どんどん小さくなっていく。

　両手の人差し指を立てて、胸の前でチャンバラみたいに何度も打ち合わせている。

「……好きな同士が結婚して、新婚旅行して、お互いちゃんとお風ふ呂ろ入るとかシャワー浴びるとかしてきれいにしてさ……。どっちも初めてで、それで生まれたままの姿で自然に愛し合うのが……やっぱり理想だと思う……んだよ、あたしは……っ！」

「はは……。そうだよな。うん、オレも同意。やっぱりそれが一番。人間、理想を追求しなきゃいけないよな」

　引きつった笑いで答える。

　ニセ彼氏の一件もあって、今まで鷹奈に抱いだいていた『食べる事と戦う事にしか興味なし』という認識は改めた。

　でもこんな風に考えてるなんて想像の外だ。

　確かにマジメで純情なところがあるから、鷹奈らしいっちゃらしいんだけど。

「そ、そうだよねっ！」

　いきなり一かず大ひろの両手が強く握にぎられる。

「やっぱり初めて同士！　知り合って、好きになって、他の相手になんかずーっと目もくれずに来て……そういう相手と結ばれるのが一番いいよねっ？」

「ま、まあな」

　さっきとは微妙に条件が変化してる気もするが、今はとにかく機嫌を損ねない事だ。

　ここで鷹たか奈なのロマンティックな恋愛観・結婚観に文句をつけても意味がない。

「も、もうひとつ質問っ！　カズは胸……ちっちゃい方が好きなの？」

「はあ？」

　何だ、その唐突な質問は？

　早少女さおとめも真さな愛えも『大きい方が好き？』と尋たずねたけれど、なぜ鷹奈は逆方向からアプローチしてくるのか？

「だ、だってほら……。この本、みんなおっぱい小さいし……」

　もう一度『スポコスマニアックス』が突きつけられる。

『すくーるめいとＤＸ』ほどあからさまではないけれど、ロリータ風味なので女の子はスレンダータイプが多い。

「え……えーと……べ、別にそういう訳じゃなくて……」

『巨乳が好き』だったらまだ男だから仕方がないで収まりそうな気もする。

　だけど、『小さい方が好き』だと何やらヤバい印象になってしまうのはどうしてだろう。

　やっぱりロリコン趣味とかそっちの印象になっちゃうから？

　でもここで『大きいは正義』と主張したら、まるで鷹奈を見てえっちな気分になっちゃってますというものではないだろうか。

　鷹奈の胸が大きいのは明らかな事実だし。

　何とかごまかそうと考えているうちに、そんな事も頭に浮かぶ。

「胸のサイズじゃなきゃ、やっぱりこういうコスチュームが好きなの？」

「それでもないっ！」

「あ、あのさ……カズ。もしその……ムラムラして、こういう本読みたくなるような事があったら、いつでもあたしに言ってよね」

　まさか。その発言はその、つまり、アレだ。

　男の夢と思っていいのか？

　ちゃんと結婚して、ハネムーンの初夜じゃなくてもいいのか？

　確かに性格は乱暴だけど顔はかわいいし、胸は大きいし。

　意外に女の子らしいのもオレは知ってるし。

　頭の中に、鷹奈との思い出が泡のように浮かんでくる。

　それもシャボン玉みたいな優しい感じじゃない。

　煮立った鍋なべのような激しさで次々と。

「バリバリ体を動かせば、変な事なんか考えなくなるよねっ？」

　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、眉まゆをきりっと上げた表情で一かず大ひろに迫る。

「よーしっ！　じゃあカズ、運動できる格好に着替えてきて！」

「はあ？」

「いいから早くっ！」

「は、はいっ！」

　混乱したまま、言われた通りに大急ぎで部屋に戻ってジャージの上下に着替える。

　ついでに他のえっち本が発見された形跡がない事を確かめ、決して見つからないように古い参考書や問題集をしまっている箱の底に安置する。

　下着が入っているベッドの引き出しという線も考えたが、鷹たか奈なは男の下着程度で遠慮するような奴やつではない。

　同じくらい安易なら、彼女が近寄りたがらない勉強関係の方がまだ安全だ。

「お、お待たせ……」

「よーしっ！　じゃ、これからロードワークに行くよ！」

　玄関の三和土たたきでそう宣言する鷹奈は、上半身はさっきと同じジャージだけど下半身はブルマだった。ついでにちゃんとソックスを着け、足はスニーカー。

　隣に戻って着替えてきたらしい。

「ロードワークって……もう夜だぞ」

『スウィート・ドロップ』のバイトが終わった後真さな愛えと話し込み、帰宅してからカレーの事で一ひと悶もん着ちやく。

　もう時計は午後九時を回っている。

　やっぱりドキドキときめき思春期シチュエーションを期待したオレが馬ば鹿かだった。

　またこのパターンに騙だまされそうになるなんて。

　どうせニセ彼氏だ。しかも相手は鷹奈だ。

「夜でもいいのっ！　一大があたしとおんなじ事を夢見てるのにこんな変態みたいな本を買っちゃうのは欲求不満で無駄なエネルギーがあり余ってるからでしょ？　正せい拳けん突きの稽けい古こもさぼったし。だったらスポーツで健全な汗を流して、変な趣味を追っ払うっ！」

　だからその本はオレの好みで買ったんじゃない──とか説明すると泥沼一直線。

　ここは彼女の言う事に従うしかない。

「じゃあ行くよっ！」

　やたらと気合い満々の鷹奈に従い、夜の街へ飛び出す。

「ま……待て！　お前のペースじゃオレがついてけない……っ！」

　向こうは軽く流しているつもりだろうが、一大にしてみればジョギングと呼ぶには速すぎるスピードだ。

「グズグズしないっ！　カズの頭から煩ぼん悩のうを追い出すには、もっともっと汗かかなくちゃダメ！　夜中に変な事できなくなるまで体力を使い切るの！」

　熊くま殺しの体力に合わせてそこまでやってたら、ナニする元気がなくなるどころか明日の朝も目覚めないんじゃないか？

　それどころか永久に。

　住宅街から小さな公園を通ってまた家に戻る一キロ弱のルートを二度、三度と回る。

　息が上がり、心臓が苦しい。

　前にビルの地下二階から二四階まで一気に駆け上ったけど、あれは非常時。火か事じ場ばのクソ力だ。

「もうっ！　だらしないな。もっと走る走るっ！」

　ぎゅっ！

　鷹たか奈なが一かず大ひろの手を握にぎり、そのまま「いっちにいっちに」とリズムを取る。

　もうついて行くというより、引っ張り回されてると言った方が正しい。

　よろけて前のめり気味になるから、軽快に走る鷹奈の引き締しまったお尻しりが至近距離で目に飛び込んでしまう。

　それにしたって、どうしてブルマなんだ？

　さっきのえっち本にジャージ姿の女の子が載ってたからそれを避さけたのか？

　ジャージの方がよっぽど安全安心だと思うんだけど。

　それにしてもどこから出したブルマだ、これは？

　聖せい穹きゆう女じよ学がく院いんの体操着もハーフパンツのはずだし。

　あ、そうか。

　これはバレー部を手伝った時の奴やつか。

　中学の時に他の運動部の助すけっ人とにもいろいろ駆り出されていたっけ。

　さすがに高校レベルだとどれだけ体力があっても各競技のテクニックがないと通じないから、空手に専念してるけど。

　二年も前の奴だから、ちょっと小さくてぴっちりした感じになっちゃってるのか。

　鷹奈、背は伸びないけど他のところはちゃんと育ってるもんな。

　──って何を考えてるんだ、オレは。

　とか考えているうちに周回は一〇回二〇回と重ねられていく。

　もう一大は走っているというより、鷹奈に引きずり回される単なる荷物だ。

　あるいはハネムーンに出かける新婚さんの車の後ろにくくりつけられた空き缶。

「はぁ……はぁ……」

　もう呼吸がままならない。

　酸素不足で意識が朦もう朧ろうとして余計な事ばかり頭に浮かぶ。

　ブルマの事を考えながらハァハァしてると何だか自分がとんでもないダメ人間になってしまったような気がする。

「ほら！　ファイトファイト！　健全な精神は健全な肉体に宿るって言うでしょ！　もっと鍛きたえて頭の中からえっちな気持ちを追い出すのっ！」

「それ……それは……俗説……だろ……」

　声も途切れてしまう。

　本当にスポーツで性欲が解消されるなら、運動部の不祥事やプロ選手のスキャンダルなんて起きない。

　そもそも元々の詩では『健全な肉体に健全な精神が宿ったら言う事ないけど、みんな体鍛える方ばっかり熱心だよなぁ』という皮肉のニュアンスじゃなかったか。

　反論は頭に浮かぶが、それを声に出すだけの元気がない。

「よーしっ！　それじゃ次は整理体操ね」

　何周かして公園に留とどまり、鷹たか奈なが宣言する。

「へぁ……ほは……」

　一かず大ひろはというと、完全にエネルギー切れ。

　尻しり餅もち突いて一歩も動けない状態だ。

「無理にでもいくよ！　ほらっ！」

　ぎゅっ！

　鷹奈の火ほ照てった手が一大の体をつかみ、強引にストレッチする。

「ぐげっ！　痛い痛い痛いっ！」

「ちゃんとほぐしとかないと明日もっと辛つらいよ」

「そんな配慮するくらいなら、もっと優しくしてくれ～っ！」

「男の子が情けない事言わないっ！」

　アキレス腱けん、背骨、首筋、それに乳酸でパンパンになった太ふと股ももが強引に伸ばされ、もみほぐされていく。

「じゃ、次は上体の屈くつ伸しんね」

　へとへとになった一大を地面に座らせ、両足を引っ張って真まっ直すぐ前に伸ばさせる。

「よいしょっ！」

　後ろに回った鷹奈が、一大の背を押した。

　上半身が倒れ込むが、なかなか胸や額が膝ひざまで届かない。

「カズ、体硬いね。学校の体育さぼってない？」

　むにゅんっ！

　背中に柔やわらかい感触。

　鷹たか奈なの胸が押し当てられているのだ。

　一かず大ひろの体が強こわ張ばる。

「どうしたの？　ちゃんと息を吐いて！　体を柔やわらかく！」

　柔らかいのはお前の胸だ──というツッコミが一瞬頭に浮かぶが、さすがにそれを口にするほど命知らずではない。

　大きいのは見た目ではっきり分かるけれど、弾力は触れてみなければ分からない。

　張りがあって、弾はずむ感じがして、重そうなんだけど包み込むような優しさがあって。

　幼なじみだからこそ見落としがちな事実。

　鷹奈も年とし頃ごろの女の子なんだという事が、背中からひしひしと伝わってくる。

　確かに大食らいだし、寝ね相ぞうは悪いし、乱暴だし。

　だけど乳に人格はない！

　鷹奈であっても乳は乳なのだ！

　おっきくて柔らかい乳なのである！

　このおっぱいはいきなり蹴けりかからないし、寝ヨダレ垂たらさないし、ご飯をもりもり食べる事もないのだ！

　いや。そういうところもある意味かわいいし、見てて楽しいんだけど。

　疲れているせいで意志の力も働かない。












　もう頭の中では配管のすき間からいろんなものがだだ漏もれ状態。

　体力を使い果たせばえっちな欲望など湧わかないと最初に言い出したのはどこの誰だれだ？

　むにゅつんっ！

　ソフトな弾力の中に混じる、ちょっと違った感触。

　円形の柔やわらかさの中心に、指先で突っつかれたような微妙な異質感。

　こ、これはひょっとして──お前、ノーブラか？

　思いついたけど聞けない。

　多分殺される。

　殺されないまでも、まだ煩ぼん悩のうが残っているとか言われてもう一度走らされる。

　それにしたって油断しすぎだろ、鷹たか奈な。

　年とし頃ごろの女の子ならちゃんとそういうところをガードしろよ。

　というか普通は手で押すだけで充分だろ。何で胸まで押し当てる？

　普通の男だったら誘ってるとか思っちゃうぞ、これは！

「はい。いっちにっ！」

　ぎゅっ！

「ぐげぎゃがぎゃぎゃぎゃぎゃっ！」

　──とか思ってたら、強引に体を二つ折りにされた。

　腰に激しい痛みが走って、もう胸の感触にドキドキするどころではない。

　人間を制御するのは、疲れよりも苦痛だ。

　どうにか一通りの体操を終えた一かず大ひろがいろんな意味で乱れた呼吸を整えていると、鷹奈はまだ動きたりないのか氷ひ魚お滅めつ神しん流りゆうの型を繰り返していた。

「はっ！　ふんっ！」

　軽い気合いと共に鋭い手刀や拳こぶし、踏み込んでの肘ひじ打ちが虚空へ放たれる。

　淀よどみなく滑なめらかな動き。真剣な表情。

　何度も見ているけれど、技を繰り出している時の鷹奈が一番きれいだと思う。

　さっきの屈くつ伸しん運動のせいで、どうしても揺れる胸元が気になっちゃうのだけど。

「はいっ！」

　左足を軸に、全身を半回転させながらの上段蹴げり。

　小柄な鷹奈が想定する敵の急所は高い。彼女自身の頭よりも高々と上げられた足が空中でぴたりと止まる。

「……ふぅ！」

　その足を下ろし、両拳を腰の左右に添そえて息を吐き出す。

　一大は思わず拍手していた。

「ありがとね」

　慌ててたからタオルも何も持っていない。袖そで口ぐちで額を拭ぬぐいながら鷹たか奈なが微笑ほほえむ。

「あ、あのさ……。さっきの話だけど」

「ん？」

　さっきというのは、どのさっきなんだか。

　今日はいろんな事が立て続けに起こりすぎてもう頭の中が一杯一杯だ。

「……もしもあたしの彼氏が──ってカズじゃないよ！　本当の本気の恋人って意味だからねっ！　ま、まだいないけど……」

「いちいち念を押さなくても分かってるよ」

　だいたいどの『さっき』なのか見当はついた。

「う……うん。その彼氏が、その……コスプレ系のえっちとか、そういうのが好きだったりしたら、あたしはイヤ。もっと普通のがいい」

「まあ、そこは好き合った同士の問題だから、片っぽがどうしても我慢できないって言うなら、そっちの趣味をやめるか、別れるしかないだろうな」

「別れるのもイヤ！　だから絶対やめてもらう」

「そこはそう簡単にいかないだろ。人の好き好きなんだし」

「じゃあカズはこれからもああいうコスプレのえっち本とか買う訳？」

「あ、あれは……その……」

　いかん。うやむやになっていた話題がまたぶり返してしまった。

　それにしたって今は『まだ存在しない鷹奈の本当の恋人』の話だろ。

　どうしてオレの件に矛ほこ先さきが向き直る？

「あ、あれはだなっ！　中身とかあまり確かめないで買っちゃったんだよ！　ああいうのじゃないとダメってワケじゃないの！」

　ある意味で事実。

「ホント？」

「ホントホント。ああいう内容だって知らなかった！　お、お前は知らないかも知れないけど、本屋じゃフィルムでパックされてて立ち読みとかできないんだって！　それに本当は未成年が買っちゃいけないからじっくり選んでる余裕もないしっ！　表紙の女の子がちょっとかわいいなーって、その程度の第一印象で買ってしまいましたっ！」

「……そ、それならいいけど……やっぱりなるべくなら控えてよね！」

「あ……ああ。善処する。前向きに検討しますっ！」

　まず帰ったらえっち本を絶対見つからないような場所に隠しなおそう。

「えっちの変な趣味だけじゃない。あたしの彼氏が浮気したりとか、そういう事あったら絶対に許さないから！」

　真剣な表情で、古い雲うん梯ていへと近寄っていく。

　子供向けにはイラスト入りで『のぼらない！　さわらない！』、大人用には『老朽化のため危険です。近日中に撤去します』という市役所の張り紙がしてある。

　それに手を伸ばし、握にぎりしめる。

　ミギミギミギッ！

　鈍い金属音。鷹たか奈なが軽く手を引いた。

　雲うん梯ていの一部が消えてなくなり、開いた手からはいびつな形の太い針金が落ちる。

　ねじ切ったのではない。握りつぶし、引きちぎったのだ。

　小学校時代の熊くま殺しやゲーセンのパンチングマシンでの実力を知っていても、改めて目まの当あたりにすると背筋に冷たいものが流れ落ちていく。

「えーと……あくまでニセ彼氏、だよな？　そこは間違わないように確認するぞ」

　いつぞや見た不吉な夢を思い出す。

　形式上の三股は早少女さおとめにしかバレていない。

　彼女も最初は怒ったけれど、結局は事情を理解してくれた。

　だけど鷹奈は生き真面目まじめで純情。言い換えればなかなか妥だ協きようできない性格だ。

　寛容さは期待できない。

「そ、そうだよ、うん。本物じゃない。ニセの彼氏。なんたって、本当にあたしより強い訳じゃないもんね」

　ほっ──胸を撫なで下ろす。

「だけどさ」

　鷹奈の言葉が、一かず大ひろの安あん堵どを打ち砕いた。

「い、一応彼氏って事になってるんだから、えっち本買ってるところや他の子とふたりきりで歩いてるのを見られたりしたら、あたしとしては怒んなきゃいけないよね。うん。その時は本当の恋人が浮気した時と同じようにしないとっ！」

　左右の拳こぶしを固め、順繰りに手首をほぐす。

　お前の知り合いの女の子とふたりきりだったりするんですけど。

　えっち本を探しているところにお前も居合わせてたんですけど。

　こう言ったらオレはどんな目に遭わされるのか。

　いくら鷹奈でも早少女や真さな愛えにいきなり必殺拳なんて事はないだろうけど、情報開示は慎重に行わなければ。

　別に本当に浮気してるわけではないのに、どんどん厄やつ介かいな泥沼にはまっていくような気分だった。





第５話　わたしの中のボクに隠されたわたし







　当然のように、翌日の登校は遅刻ぎりぎりだった。

　体力は使い切っちゃったし、あちこち筋肉痛だしで、ズタボロの体を引きずって廊下の壁にもたれながら、何とか教室に滑り込む。

「あ、来た来た！」

　クラスの女子が好奇心に満ちた表情で出迎える。

「しーっ！　静かに。起こしちゃダメだよ」

　ミキが右の人差し指を口元に当てて笑う。

　左の親指で差した席では、早少女さおとめが机に伏して穏やかな寝息を立てていた。

　寝顔もかわいいな──そんな事を思ってしまう。

　女の子の寝顔なんて、鷹たか奈なで見慣れている。

　ただ鷹奈の寝姿に付ける擬音が『ぐすかぴー』なら、早少女は『すやすや』。

　多分、真さな愛えならまた全然違う雰囲気になるのだろう。彼女はそもそもこんな風に人前で無防備に寝入ったりしないか。

　女の子という言葉で一ひと括くくりにできない。

　一人一人こんなにも違う。

「早少女ちゃん、今日は珍しく早く来てたんだよ。そんでもって何だか大きな荷物持っててさ。きっとこの間のお礼だよ」

　はしゃいだ口調でミキが教えてくれた。

「この間って？」

「とぼけちゃいけませんぜ、ダンナ。彼女にプレゼント持ってきてたじゃない。誕生日でもないのに」

　ああ、忘れてた。

　というかごまかしてプレゼントと言っただけで、本当の中身はえっち本でした。

　しかも早少女に頼まれて買いました。

「憎いねえ。このぉ、色男っ！」

「痛いででででっ！」

　ミキの肘ひじは軽く小突いただけだが、一かず大ひろは痛みに飛び上がった。

「だ、大丈夫？」

「う、うん。ミキちゃんのせいじゃない。ちょっと筋肉痛っつーか……」

　手近な机に手を突きながら、よろよろと自分の席に向かう。

　昨夜のハードトレーニングのせいで関節という関節、筋肉という筋肉がガタガタだ。

「……早少女さおとめちゃんは寝不足。ヤギちゃんは筋肉痛……。これらの情報から導き出される結論はまさかっ！」

　びしっ！

「違うっ！　ミキちゃんが今考えてる事は違うから！」

「恥ずかしがるなって、一かず大ひろ」

　後ろから、ミキの彼氏であるタケシが肩を組んできた。思わぬ負荷に、首のあたりの筋が悲鳴を上げる。

「男と女で、お互い好きあってるなら自然な事だぜ。それにオレたちは若いっ！」

　空いた方の拳こぶしを振り回し、声も高らかに演説する。

「あふれる情熱！　みなぎるエネルギー！　誰だれにも止められない、思うままに突っ走るのが青春じゃあないかっ！」

　朝っぱらから熱弁するような事か？　それは！

　というか、そう言うからにはお前はミキとそういう事をしてるのか？

　ミキ本人は全然照れた様子も困った気配もないから、本当のところどうなのか一大には判断できない。

「だ、だからオレと早少女はそうじゃなくて……。そ、その、つき合い方だって人それぞれ違ってて当然だろ！」

「うんうん。さすがみんなのキューピッド。ヤギちゃんはいい事言うね」

　ミキが腕組みして大仰に肯うなずく。

「はは……」

　するりと口から出た言葉に、一大自身が内心驚いていた。

　誰でもいいから彼女が欲しい。普通に恋をしたい──そんな願いに囚とらわれていた頃ころには、多分想像もしていなかった事だ。

　ニセとは言っても、今は三種類の違った恋愛を並行して体験している。

　毎日教室でイチャイチャして周囲に見せつけ、周囲から祝福されるカップルもある。

　片方がずっと旅をしていて、会えなくても信じ合える絆きずなもある。

　結婚を前提に節度を守ったお付き合いだってある。

　今まで仲介した中には、そのどれとも違う種類の恋人が何組も存在している。

　全部違うけど、全部恋愛だ。

　全部ニセだけど。

「ふわ……」

　騒ぎがうるさかったのか。早少女が起き上がる。

「あ～、一大～。おはよ～」

　教室でのテンションとも、二人きりの時の切れ味とも違う、締しまりない雰囲気でふらふらとよろけるように抱きついてきた。

「わっ！」

　受け止め、支える。

　押し当てられた胸の柔やわらかさが、至近距離で心臓を直撃する。

　思わず昨日の鷹たか奈なを思い出してしまう。

　ボリュームはあっちの方が上だけど、柔らかさというか感触の心地よさは早少女さおとめの方が勝まさってる──って何を考えてんだ、オレは！

　こういうシチュエーションで他の女の子を思い出すなんて失礼だろ。

　焦あせった上に筋肉痛。

　女の子ひとりが思いっきり預けてくる体重を支える余裕なんてない。

　仰向けに倒れた一かず大ひろの上に、早少女が折り重なる形になる。

「あ～、大丈夫ぅ？」

　やはり弛ゆるんだ口調で尋たずねながら、早少女はすりすりと頰ほおを擦こすりつけてくる。

　長い髪が自然に垂たれて、一大の顔や首筋に触れる。肌に感じるくすぐったさ以上に、鼻の奥に触れる柔らかな香りがこそばゆい。

「あ、ああ……」

　なんとか頭も腰も強打せずに済んだ。

　というか体の方はもう限界まで痛みが蓄積されてて、もう昨日の苦痛がぶり返してるんだか新しくぶつけた激痛なのか区別できない。

　今問題になってるダメージは精神的な奴やつと社会的なものだ。

「朝からなんて大胆な」

「教室でいきなり押し倒す？」

「いくらあたしでもアレはやれないわ」

「そこにシビれる憧あこがれるぅ！」

「女性上位？　早少女ちゃんやるぅ」

「くっそ～、一大うらやましすぎるっ！」

「一足飛びにリア充の中のリア充にクラスチェンジしやがって！」

　羨せん望ぼうとか賞賛とか嫉しつ妬ととかいろんな声が容赦なく注がれる。

「さ、早少女。起きろ！　目を覚ませ！」

「ふわ？」

　至近距離で声をかけても寝ぼけた半開き眼まなこのままだ。

　仕方なく、ほっぺたにぺちぺち平手を当てる。

「おーい早少女！　起きろ、朝だぞ！」

「朝だぞ、だって！」

「きっといつもああいう会話してるんだろうなぁ」

「八や木ぎ本もとくん早起きだし、早少女さおとめちゃんは低血圧っぽいもんね」

「一かず大ひろは親が転勤で一人暮らしだろ？」

「という事は二人の行為を阻はばむものは無し？」

　些さ細さいな一言からクラスメイトたちは勝手に想像を暴走させる。

「頼む、早少女！　起きてくれ！　もうすぐ授業始まるから！　先生来ちゃうから！」

「……あふぁ……。あ、一大。おはよう……」

「いいから早くどいてくれっ！」

「ん……っ！　う、うんっ！　ごめんね、わたし寝ぼけちゃって！」

　顔を赤くして起き上がり、逃げるように自分の席に戻る早少女。

「おはようのキスとかしないのー？」

　女子の誰だれかが囃はやしたてる。

「が、学校でできるか、そんな事っ！」

「あー、学校以外じゃやってるんだ？」

「つまりヤギちゃんと早少女ちゃんは何度も一緒の朝を迎えているという事にっ！」

　頼むからそっち方面で盛り上がらないでくれ。

　声に出すほどの元気はもう残ってなかった。




「いでっ！　痛いつつつっ！」

　屋上へと続く階段を上るだけでも、あちこちの関節や筋肉がきしむ。

「大丈夫？　昨日、何かあったの？」

　一歩先行する早少女が振り返って尋たずねる。

　また出かけたあくびに口元を押さえている。よっぽど寝不足なのか。

　肩にはスタイリストが提げるような大きなバッグをかけていた。これが今け朝さ話題になった『お返しのプレゼント』だろう。

「べ、別に何でもないから……ちょっと運動やりすぎたっていうか……」

　お前のせいだ──とか言えるなら人生楽なのだろう。

　詳しい事情を話すと、えっち本の事で責任を押しつけるみたいになってしまう。

　確かに『美少女特写・スポコスマニアックス』が部屋にあったのは、根本まで掘り下げれば早少女が原因だけど、鷹たか奈なに見られたのは自分のミスなんだし。

　このややこしい状況をクリアにするためにも早少女に協力してもらって『誰が誰の事情をどこまで理解してるのか』をはっきりさせる。

　それから、あくまでニセ彼氏ニセ恋人という事を鷹奈にも真さな愛えにも納得してもらう。

　待てよ──不意に昨夜の会話を思い出す。

　形式的にでも浮気してるように見えたら、鷹たか奈なの鉄てつ拳けん制裁が待っているのか？

　それとも阿あ鼻び叫きよう喚かん熊くま殺し地獄が吹き荒れる前に、真実を説明する方がいいのか？

　思考の袋小路に陥おちいりかけた一かず大ひろが顔を上げると、扉の張り紙が目に飛び込んできた。

　昨日より枚数が増えている。

『お幸せに』

『愛の巣』

『ご休憩平日フリータイム三〇〇〇円』

　もう書かれたい放題。筆跡からするとミキたちが書き足した分もある。

「はは……」

　一大としては力無く笑うしかない。

「でもみんながボクたちの事を知ってて、この場所を空けてくれるっていうのは嬉うれしいよ。誰だれもが認める彼氏と彼女って事だもん」

「──と、本物の恋人同士なら考える？」

「う、うん。そうそう。そういう事なのさっ！」

　一大が手を伸ばすより先に早少女さおとめがドアを開けて、二人は屋上へと出て行った。

　いつもの通り冷たい風が、金網を通り抜けてコンクリートのフロアを通り過ぎていく。

「まず先にお昼ご飯済ませちゃおう。お互いエネルギー不足気味みたいだし」

　そう言いながら早少女が取り出したのはコンビニ袋だった。

「ごめんっ！　本当に時間なくて。サンドウィッチ作ってる暇もなかったの！」

「いいよ。何でもいいから食べられるだけで充分」

　全身の痛みで元気のないぐったりした声になってしまうが、心の底から嬉しいのは間違いない。焼きそばパンと五〇〇mlのコーヒー牛乳パックを取り出し、腹に詰め込む。

　一大は一大で今け朝さは寝坊してしまい朝ご飯抜き。道すがら自販機で買った缶ジュースだけがカロリー源だったのだ。

　早少女も両手でクリームパンをつかみ、ほむほむ嚙かみ続けている。

「今朝のアレ、本当に寝ぼけてたんじゃないだろ？」

　ふと思い出して尋たずねてみる。

「え？　どうしてそう思うの？」

「だってお前『わたし』って言ったもんな」

　演技抜き、本当に無意識だったら、地である『ボク』が出ているはずだ。

『わたし』だったのは、あくまで演技だから。

　眠いのは事実でも、その状況を芝居に取り入れたのだろう。

「そ、そっか……。うん。そうだよね。そう思ったなら、それでいいよ」

　微妙に含みのある言い方だ。

　引っかかったけど、寝不足・空腹・体の痛みのトリプルパンチで頭が働かない。

「で、あれか？　お前の方の寝不足っていうのは、例のアニメの事か？」

　一かず大ひろの質問に早少女さおとめは食べながら肯うなずく。

　それ以外に彼女の関心事は考えつかない。

「その荷物もオレへのお返しとかじゃなくて、仕事に関係あるんだろ？」

　そもそも一大が持ってきた早少女への『プレゼント』の正体が彼女の仕事絡みだ。

　しかも中身はえっち本だ。

「ん─、プレゼントって言えばプレゼントかな？」

　唇についたクリームをぺろりと嘗なめ取って早少女が笑う。

　大きめバッグから取り出したのは毛布サイズの大きなシートだった。

「何だそりゃ？」

「これはただの道具。ちょっと待っててね」

　言うが早いか、早少女はバッグごとそのシートの下に潜もぐりこんだ。

「何だよ？　まだか？」

「ちょっと待っててね～」

　厚手のシートの膨ふくらみが、ごそごそ蠢うごめく。

　早少女は一体あの中で何をやっているのか。

　コタツになりきってみるとか、そういうシュールな遊びだろうか。

　ばさっ！

　いい加減待ちくたびれてしまいそうになる寸前、まるでマジシャンが引っ張ったみたいにシートが跳ね上がった。

「じゃあんっ♪」

　ブハッ！

　含んでいたコーヒー牛乳を口から噴射してしまう。

　現れた早少女は着替えていたのだ。

　それもナース服に。

　いや。ただのナース服という言葉では言い表せない。

　ごく淡いピンクのツーピースタイプで上半身はおへそが見えているし、下半身はぱんつが見えないのが奇跡という絶妙な長さ──というか短さだ。

　頭に乗っかったキャップについているのは赤十字ではなくハートマークだ。

「ななななっ！　さ、早少女っ！　おま、ななっ！」

　お前何を、と言いたいのだけどびっくりして口が上う手まく回らない。

「どうかな？　似合う？」

　にっこり微笑ほほえみ、モデルみたいに腰をツイストする歩き方で近づいてくる。

「に、似合ってるよ……っていうか、どうしてっ？」

　やっと思った通りの言葉が出た。

「ボク、いろいろ研究したんだ。原作マンガも読み込んだし、一かず大ひろと一緒に買ったえっち本も参考にした。ファンが書き込む掲示板にもアクセスして、過去ログも遡さかのぼった」

　それでもヒロインの気持ちがつかみきれない──それが彼女の悩みだった。

「ちょっとこれ見て」

　早少女さおとめが差し出したのは『ツボエグ』の最新第三巻だった。

　付ふ箋せんが貼はられているページでは、ヒロインの過去が明らかになる。

　小学校時代に転校して主人公と離ればなれになった後、彼女は難病を患わずらって長期の入院生活を余儀なくされた。

　普通なら中学校に通う三年間をずっと病院で過ごし、同じ年とし頃ごろの友達と普通に恋バナをする事もなかった。

　だから彼女は再会した幼なじみに固執するし、当たり前の恋愛経験が欠けているから昔の『一緒にえっち本を見た思い出』を頼りにしてしまうのだ。

「……ちょっと重い設定だな」

　単なる萌もえ系えっちマンガだと思っていたが、予想外の展開になっているらしい。

「ヒロインの過去や動機も分かったはずなのに、どうしてもまだあんな風に男のコに迫るのって飲み込めないの。もうこうなったら身も心もなりきって、同じような事をしてみるしかないって！」

　言われてみれば早少女のコスチュームは原作でヒロインが主人公に迫る時に着用していたのとよく似たデザインだ。

「早少女、そんなの持ってたのか？」

　アニメのスタッフが研究資料として渡したというのも一瞬考えたが、即座に却下。

　だったらえっち本だって、自分と一緒に調達に出かけなくてもよかったはず。

「アマ○ンで通販！　お急ぎ便オプションで即日配達にしてもらったの！」

　何という執念。

「なんつーか……。役作りってそこまでやるのが普通なのか？　えっち本もコスプレも経費で落ちるとか？」

「ボクが自主的にポケットマネーから出してるの。という訳で協力して！　お願いっ！」

　一大が返事をするより早く、早少女は一気に距離を詰めてきた。

　というかあっという間に零ゼロ距離。

　立ったまま、いきなりぴったりと体と体が密着する。

「ど、どうかな？　男のコって、こういうの気持ちいいんでしょ？」

　柔やわらかな胸がむぎゅっと押し当てられる。

　ナースコスは胸元が大きく開いていて谷間まで見えるデザインだ。

　こ、これはノーブラ？

　昨夜の鷹たか奈なは背中から、しかも触れた感覚だけの想像だったけど、今回は正面からの猛攻撃。姿まではっきり視認できる。

　一かず大ひろ自身に押し当てられて胸が自然に変形するのまで、間近で見えてしまう。

　さらに太ふと股ももがすりすり擦すりつけられる。

　もちろん生なま脚あし。

　一大の方は制服のスラックス越しだけど、体温どころか肌の表面のしっとりした湿しめり気まで伝わってくるような錯さつ覚かくを起こす。

　彼女の荒い息づかいが、一大の胸元を温める。

「ま、待てっ！　落ち着け早少女さおとめっ！」

「ど、どどっ！　どうかな？　どんな気持ちっ！」

　頭、心臓、それ以外の重要なところ。

　あちこちに血が集中してるのに、体中がかっと熱くなる。

　なけなしの理性をかき集め、震ふるえる両腕でそっと早少女の両肩をつかむ。

　自分の震えが伝わっていると思ったのは、勘違いだ。早少女自身も震えている。

　そっと彼女の体を押して、自分との距離をゼロから一〇センチくらいに引きはがす。












　筋肉痛と興奮のせいで、それが精いっぱいの長さだった。

「お、落ち着けよ。いくら何でもいきなり過ぎるだろ？」

「で、でも……」

　その時──微かすかに重い蝶ちようつがいが軋きしむ音が聞こえた。

　反射的に口をつぐみ、視線を向ける？

「な、何？」

「静かに！」

　小声の、ただし強い口調で早少女さおとめにも声を禁じて耳を澄ます。

「……さすが噂うわさに聞く二人だぜ」

「昼間から学校で。コスプレまで準備して」

　だっ！

　早少女をその場に残して扉へとダッシュし、一気に開ける。

「「「あだわわっ！」」」

　奇妙な驚き声を上げたのは、すき間から覗のぞいていた男子三人。

「ご、ごめんなさ～いっ！」

　慌てて階段を転げ落ちるように逃げ去っていく。

「……何だったの？」

　右腕で胸元を隠し、左手でスカートの裾すそを引っ張り下ろしたポーズで、早少女が尋たずねる。

　表情はきょとんとしているけれど、さっきまでよりさらに赤くなっている。

「見覚えない顔だからきっと全員一年生だな、ありゃ」

　二年三年にはキューピッド役としての一かず大ひろの恩恵を受けた者は多いが、入学して三か月程度の一年はそうではない。

　礼も義理もなく、噂のバカップルを見物に来たのだろう。

「ちょ、ちょっと油断しちゃったね……」

　へなへなとへたり込み、そのままシートを引き寄せて体に巻きつける。

「お前、恥ずかしいなら無理にそんなコスプレまでしなくてよかったんじゃないか？」

　バカップルモードでは奔放で大胆なフリをしているけれど、二人きりの時は膝ひざと膝が偶然触れただけで思わず引いちゃう早少女だ。

　今のミニスカナースだって無理してるのがはっきり伝わってくる。

「役作りにはキャラを理解しなきゃいけないのに……わたし、どうしてもヒロインの気持ちが分かんなくて……。もうこうなったらやってみるしかないって思って……」

　泣き出しそうなか細い声で呟つぶやく。

　しかしその中で一大の注意を引いたのはたった一つの言葉だった。

「わたし？」

　一かず大ひろだけに見せる本性の時は『ボク』。

　教室などで正体を隠している時は『わたし』。

　早少女さおとめは意識的に一人称を使い分けていると思っていた。

　じゃあ今の『わたし』は何なんだ？

　一大のリアクションに、早少女の顔が青ざめる。

「……わ、わた……じゃない。ボク……ボクは……」

　言葉を紡げず、早少女は唇を結んでうつむく。

「オレ、何かマズい事言っちゃったか？」

　訊たずねても無言で首を横に振るだけ。

「オレみたいに女の子のご機嫌ばっかりうかがってて、自分の夢とかない人間が偉そうに言う事じゃないだろうけどさ。無理しすぎはよくないんじゃないか？　今やってる役作りっていうのは、一人で予習してるようなものだろ？　収録が始まってから共演者や監督と話し合ったりして、落としどころを探してもいいと思うんだけどな」

「……」

　まだ彼女は無言。

「え……えっとな……その……」

　女の子一般を相手に、友達として慰なぐさめたり励はげましたりした事は何度もあるけれど、目の前にいる世界でたった一人の星ほし川かわ早少女に、こんな時何を話せばいいのか。

　思い切って、早少女の両肩を捕まえる。

　小さな体が一瞬震ふるえたのが腕に伝わってくる。

「オレはお前の恋人だろ？　だったら困ってる事や辛つらい事があるなら話してくれよ！　相手が苦しんでる時に何もできないなんて、彼氏の意味ないじゃねえか！」

　大きく目を見開き、早少女が顔を上げる。

　間近な視線と視線が絡み合う。

「あ……。彼氏って言ってもニセだけどさ。そ、その……芝居の練習以外でも利用したきゃしてくれよ。もちろんお前が言いたくないってんなら仕方ないけど」

　口走った後で恥ずかしくなり、そっぽを向く。

　そうだ。

　本物の彼氏じゃない。あくまでニセなのにこんな事言っちゃっていいのか。

「……ありがと」

　温かい声と感触。

　早少女が一大の背にもたれかかった。

「一大には打ち明ける。打ち明けなきゃいけないね……。前のデートの時……一大がやっつけてくれたあいつ」

　早少女さおとめの事を『くらら』とか呼んでいた変な男だ。

　刃物まで持って女の子を襲っていたんだからシャレで済むはずもなく、あの後でビルの警備員に突き出したけど、早少女を追い回していた理由は聞いていない。

　女の子が話したくない秘密を根掘り葉掘り尋たずねるのは、一かず大ひろの信条には合わない。

「あいつ、あいつは……」

　涙声になって、言葉が詰まる。

　息苦しさが一大にもはっきり伝わる。

「ま、待て！　言いたくなきゃいいんだ！　話して楽になるならいくらでも打ち明けてくれていいけど、苦しいなら無理に喋しやべらなくていいから！」

「ううん……言うよ。これは……一大に知ってもらわなきゃいけない事だから」

　早少女の指が、そっと背中の上をたどる。

「あいつ……昔ボクを追いかけていたストーカーなんだ」

　早少女は確かに複数のレギュラー番組を持つ声優だけど、まだ高二。

　そんなにキャリアが長いはずはない。昔っていつの話だ？

「ボク、小六の時には子役タレントやってたの。声優じゃなく、顔出しで。『手づくり天使クラフトくらら』っていう番組で主役だった」

　一大もその番組は知っている。

　アニメと実写を組み合わせ、魔女っ娘こヒロインが手芸や工作など、タイトル通りいろんな手作りにチャレンジする内容。

　女児向けだが妹が大ファンで録画して何度も見ていたから、一大も自然と目にする機会があった。

　いつの間にか打ち切りになって、妹が悲しんでいたのも覚えている。

　早少女がメガネを外し、素顔を見せてから何度か感じた既視感のようなものは、あの番組の記憶だったのか。

「でも熱狂的なファンっていうか……。ううん、あいつはファンなんかじゃない！　つけ回されて、自宅も突き止められて……！」

　帰宅した早少女が留守中に忍び込んでいた男と鉢合わせしてしまった。

　大声の悲鳴を聞いた近所の人や警察が駆けつけてくれたから事なきを得たが、それでも心には深い傷が刻まれてしまった。

「それで怖くなっちゃったの。人前に出るとか、知らない人に会うとか。テレビに出ていた頃ころは自分がきれいで、みんなに注目されるのが嬉うれしかった。だけどそれも……」

　事件と、主役が抱えてしまったトラウマ。

『クラフトくらら』が打ち切られた理由はそれだったのだ。

「中学時代は他人の──特に男の視線が怖くて、不登校の引きこもりだったの。だけどお芝居を──演技で表現するのを忘れる事なんかできなかった！　それでちょっとしたきっかけがあって、昔の名前を捨てて声優としてやり直す事にしたんだ」

　最初に声優だと打ち明けた時に早少女さおとめは言っていた。

『今は芸名を使っている』と。

　あれは昔は本名で芸能活動していたという意味だったのだ。

　本名の方が華やかで目立つのに『さつきほしみ』なんて地味目の芸名を使っている理由。

　こんなに美人なのに顔出しＮＧの上、若い男性との共演がほとんどないファミリー向けや教育番組にばっかり出ている理由。

　メガネで素顔を隠し、注目されないように地味な服装で通していた理由。

　そして思いがけず自分──男性と触れると過敏に反応してしまう理由。

　全すべてはその事件の影響だったのか。

「事件のトラウマを乗り越えたくて、いろんな事をしたの。例えば、自分の事を『ボク』って呼ぶように決めたのもそのひとつ」

　ある『型』を作る事で日常の行動を律すると同時に、事件に遭った時の自分と今との間に意識的な断絶を作る。

　意識的に強い自分を演じて、その強さを形式から本物へと変えていく。

　今まで自分が素すの早少女と思っていた『ボク』は地じ金がねや素肌なんかじゃない。

　芯しんの部分には、一かず大ひろも今垣かい間ま見みただけの『わたし』がいる。

『ボク』はまだ怯おびえている自分を守るための鎧よろい。

　教室での『わたし』はその鎧を隠すためのマント。

「あ、あの……ごめんね。今まで黙ってて」

　背中から、彼女が離れる。

　一大も振り向いて向かい合う。

「いいよ。そういうのって、他人にぺらぺら喋しやべるようなモンでもないだろ。早少女がオレを信用してくれたのは確かだしな」

　早少女が本当の『わたし』を隠していたのを、裏切りとか騙だまされたとか思わない。

　それを見せるのは、心の底から信じられる本当の彼氏ができた時だろう。

　ニセ彼氏としては、マントの下の鎧だけでも光栄だ。

「ボクは乗り越えたいの。あの時の痛みを振り切って、ちゃんと声優としてやり直したい。トラウマがあるからアレはできない、こんな役はお断りなんて言ってられないでしょ？」

　ふっと顔を上げた早少女は、いつもの『ボク』に戻っていた。

　頭の回転が速くて、ちょっといたずらっぽくて、刺激的な女の子。

「ボク自身の希望だけじゃない。事務所の社長さんやマネージャー、先輩。それに音響監督。ボクならできるって信じてくれたみんなの期待に応こたえるためにも、この役を完かん璧ぺきにこなさなきゃいけない！」

　マネージャーや音響監督はもちろん早少女さおとめの事情を知っているはずだ。

　その上で敢あえてこの仕事を振ったのだろう。

　ちょっとえっちっぽい内容。若い男性声優とのカラミも多そうだ。

　何よりも中学時代の孤独を乗り越えようとしているヒロイン。

　素人しろうとの一かず大ひろに推測できるくらいだから、早少女自身は当然そのあたりの意図もしっかり読み取っているのは間違いない。

「お前の気持ちは分かったよ。オレにできる事なら協力もする」

　どうせえっち本まで買わされた身だ。

　毒を喰くらわば皿まで、死なばもろともって言葉もある。

　後の方はちょっと違うか。

「本当？　ありがとうっ！　やっぱり一大を選んでよかった！」

　ばさっ！

　シートを翻して中から飛び出した早少女が抱きつく。

　もちろんミニスカナースのコスチュームのまんま。

　だけどさっきみたいにわざとらしく擦すりつけたりしてこない。

　真まっ直すぐに、力一杯胸に回した腕に込められた力が伝わってくる。

「わ、分かったからまず着替えろよ！　さすがに学校でその手のかっこうはマズい！」

「あ。ご、ごめんねっ！」

　すぐに一大から離れて、また胸元やスカートを押さえる。

　男性とまるっきり接触できないのではなく、自発的に、コントロールできるならこうして抱きつけるくらいだから、心の傷もかなり回復しているのだろう。

　いや。そんな風に時間が経たったから自然によくなったみたいな言い方は失礼だ。

　早少女が、自分の力で懸命に乗り越え、精神のリハビリをしてここまで来たんだ。

「じゃ、じゃあもうすぐ昼休みも終わるから着替えるね」

「そうしろよ。その服で教室に戻ったら、大胆なバカップルどころか痴ち女じよ呼ばわりされるかも知れないぞ」

「さすがにそれは困っちゃうね」

　苦笑しながらもう一度シートに潜もぐり込みかけた早少女の動きが一瞬止まる。

「あ、そうだ。一大にお願い」

「何だ？」

「あっち向いて、そのままドアをしっかり押さえてて。また誰だれか覗のぞいてたらイヤだもん」

「はいよ」

　言われた通り背を向けて、しっかり両手を突いて扉に体重をかける。

　この程度のお願いばっかりなら、話は極めて簡単なのだけど。





第６話　スペシャルサービスはいかが？







　今日はバイトは休ませてもらった方がいいかも知れない。

　体には昨夜の筋肉痛。心には昼休みの無駄な興奮。

　このコンディションで働くのは、かなりつらい。

　ウェイトレス＝メイドなら最低でも朋とも店長本人がいるし、場合によっては遅番トリオにヘルプを頼む事もできる。

　だけど厨ちゆう房ぼう担当は基本一人だけなので、一かず大ひろが休むともう大ピンチだ。

　朋店長はそっちの方は全然ダメだし、触ると機械が故障してしまう真さな愛えにコーヒーメーカーや電子レンジを任せる訳にもいかない。

「今さらだけど、この体制には問題あるぞ、絶対……」

　スク水デーなんてやってる余裕があるなら、せめて普通にコーヒーを淹いれられる程度の人間を雇うべきじゃないか。

「ひぃ……ふぅ……」

　あちこちきしむ手足を何とか動かし、一大は出勤時間ぎりぎりに『スウィート・ドロップ』にたどり着いた。

「お、おはようございます～。遅くなりました～」

　自分で聞いても情けない声で挨あい拶さつをする。

「おはようございます、一かず大ひろ様」

　笑顔で出迎えたのは、もちろん真さな愛えだ。

　遅番用のセクシーメイド服でもスク水でもない。もちろんブルマでもない。

　いつも通りのメイド服だ。

　うん。これでいい。変にえっちな服じゃなく、オーソドックスでかわいいこのデザインが真愛には一番ふさわしい。

「どうかなさいましたか、一大様？」

　無意識のうちに笑顔になっていた──というか口元がにやけていたらしい。

「あ！　な、何でもないよ。制服似合ってると思って」

「まあ……そんな……。ですが、ありがとうございます。一大様にそんな風に仰おつしやっていただけると……嬉うれしいです」

「ははは。何だか今さらな事言っちゃったね。今日も仕事頑張ろう」

「はいっ！　一大様」

　弾はじけるような笑顔で答え、真愛は滑るような滑なめらかな足取りでフロアに向かった。

　スク水デーの噂うわさが広まったようで、今日はいつもより客足が伸びた。

　厨ちゆう房ぼうの一大にも、次から次へとオーダーが飛び込んでくる。

「一大様。お客様から、メニューには載っていないものですが、先日のスク水デーにお出ししたトロピカルドリンクのようなものが欲しいと」

「ちょ、ちょっと待って！」

　真愛から伝えられたオーダーに、慌てて戸棚を探る。

　何しろあり合わせの材料で適当に作り、やはりあり合わせの小道具でそれっぽくデコレートしただけのものだ。

　正確なレシピなんて記憶していないし、一大自身の体調が大幅ダウンしている。

　同じように間に合わせで処理するのは簡単だけど、それを見た他の人が同じものをオーダーしたら対応できるか？

　お客さんの間で不公平感が出たら、メイドカフェとしては致命的だ。

　自分だけが特別なサービスを受けているという錯さつ覚かくを味わいたい。

　そして他の客が堪能しているサービスを自分が受け取れないのは一番腹立たしい。

　メイドカフェで何か月も仕事をしていると、その程度の機微は理解できる。

　レギュラーメニューじゃないから、パイナップルジュースやブルーハワイ風シロップなどのストックは少ない。

「真愛さん、店長に張り紙してもらって！　トロピカル風ドリンク本日五杯限定って！」

「はい。承知いたしました」

　これでＯＫ。

　注文してから品切れと言われるとフラストレーションだけど、最初から宣言されれば、残念だけど諦あきらめはつく。

　限定と言われれば注文したくなる人もいるだろう。

　一かず大ひろの思惑は見事に的中し、トロピカル風ドリンクはあっと言う間に売り切れた。

　限定メニューが効いた訳でもないだろうが、客席フロアは妙に盛り上がっている。

『おおーっ！』だの『うひょお～っ！』だの、歓声とも奇声とも言い難い叫びが何度も聞こえてきた。

　何が起きてるのか確かめに行きたいところだけど、忙しいし体も痛い。

　結局、一大が厨ちゆう房ぼうに籠こもったままその日は閉店になった。

「八や木ぎ本もとくーん、ドリンク好評だったよー。レギュラーメニューにしちゃおっか？」

　キッチンを片付けながら朋とも店長が笑う。

「通常メニューをあんまり増やすのは反対です。それよりも期間限定、数量限定のスペシャルにしてレア感出しましょうよ」

　メニューが多くなるとストックしておかなければならない材料の種類も増える。

　これは自炊を始めた頃ころに、張り切って買い込んだ食材を何種も無駄にして学んだ事だ。

「それと厨房の人数増やしてください。専任じゃなくフロアと兼任でいいですから」

　ちなみに一大がいない遅番組では沙さ羅らとカリナが交代で厨房も受け持っているが、二人とも腕前は『何とかこなせる』レベルでしかない。

「そうだねー。八木本くん休むと大変だし。うん。経営者として充分検討しまーす」

　えっへんと胸を反らすけど、ちっとも貫かん禄ろくはない。

　本来なら一大も掃除に加わらなければならないけれど、さすがに体が言う事を聞かず、ぐったりと体を椅い子すに預けるだけ。

　今日の奮闘ぶりを理解してるので、休んでいても朋から文句は出ない。

「それにしても八木本くんといい真さな愛えちゃんといい、従業員から積極的に意見が出るのはいい事だねー。これも当店が好調で軌き道どうに乗ってるからだね。ぶいっ！」

「オレのは意見じゃなくて、苦情とか不満とかそういうレベルの話です……って、真愛さんからも何かあったんですか？」

「うん。八木本くんが出勤してくる前にね」

　そんな話をしていると、ちょうど真愛がフロアの掃除を終えてきた。

「さーて。二人の邪魔しちゃ悪いよね。店長は気が利く大人として席を外しましょー」

　いつの間にか一大と真愛が店内公認カップルという事になっちゃってるらしい。

　まあニセ恋人なのは事実だけど。

「一かず大ひろ様、お疲れさまでした」

　真さな愛えが差し出したのは、湯気を立てる紅茶だった。

　水道の蛇口もガスコンロも電気が通っていないので、辛うじて真愛でも使える。

　謎なぞの体質だが、一応何かの基準はあるらしい。

「お疲れのようですから何か冷たくさっぱりしたものの方がいいのかも知れませんけれど、生あい憎にくわたくしそちらの方は……」

「いいよ。これで充分。ありがとう」

　手元で少し揺らして波を立ててから、カップに口をつける。

　真愛がプライベートで好む超高級茶葉とは違う、メーカー品のティーバッグだけど温度が適切なので香りがいい。

　それに一大の疲れを気遣って砂糖を多めに入れている。

「美お味いしいよ。ありがとう」

「喜んでいただけて何よりです」

　一大と向かい合うようにパイプ椅い子すを広げ、腰を下ろす。

　白く華きや奢しやな手がスカートの上、膝ひざの位置で重ねられる。

　座っているだけで姿勢の美しさが際きわだつのは、やはり育ちの良さだろう。

「そう言えば朋とも店長が何か言ってたけど──」

　思い出して、さっきの話題を掘り起こす。

「はい。本当は先に一大様にご相談したかったのですけど、今日はなかなかお見えにならなかったもので、朋店長にお話ししました」

「ははは……」

　力無く笑う。

「あちこち痛みを感じているように見受けられましたが、どこかお体の具合でも？」

「た、ただの筋肉痛。気にしなくていいよ」

　問題は筋肉痛の原因。

　まさかえっち本を発見されたせいで夜中にハーフマラソンの距離を引きずり回されましたとは言えない。

「もう病院は閉まってますよね。よろしければこれから家にいらっしゃいませんか？」

「え？　どうして？」

「家には主治医も針しん灸きゆう師しも常駐しております。多少の痛みなどすぐに治まりますわ」

「い、いいよ。そんな迷惑になるし……」

　真愛の家──実際に行った事はないが、はっきりしているのは多くのビルや博物館、美術館を有する天てん弓きゆう院いん記念財団の本家という事実だ。

　門から玄関まで車じゃなきゃたどり着けない、西洋のお城みたいな大豪邸か。

　それとも白い塀が延々と続き、庭では鹿威ししおどしがある池に一匹何百万という錦にしき鯉ごいが泳ぐお屋敷か。

　どっちにしたって、そんなところに出かけたらかえって気疲れしてしまう。

「遠慮なさらなくても。志し束づかおばさまの仕事疲れも癒いやしてくれる腕前ですのよ」

「そ、そんな忙しい人ならオレなんかのために手間かけられないよ」

　自分の事を値踏みする、志束の厳しい顔を思い出す。

　あの人苦労性っぽいから、針しん灸きゆう師しを家でお抱えにしてるというのは納得してしまう。

　多分、そのせいでますます自分が『おばさん』だと意識してしまうのだろう。

「一かず大ひろ様はわたくしの……こ、こここ、恋人という事になっておりますし、志束おばさまだけでなくいずれ一度家に来ていただき、使用人の皆にも紹介したいと思っておりました。我が家の主治医がお役に立てるのでしたらいい機会ですわ」

「ええっ！」

　確かにニセ彼氏を徹底しようとすれば、そういう事にもなるか。

　前は紹介されたと言ってもデートで簡単に顔を合わせただけ。

　冷静に考えればデートに保護者同伴というのは変だ。

　お見合いならともかく。

　──ってお見合いだったらますますシャレにならない！

　既すでにお見合いみたいな事まで済ませているのに、自宅にまで招かれちゃったりしたらニセ恋人の範はん疇ちゆうに収まるのか？

「い、家はちょっと……」

「ダメでしょうか？　では──」

　残念そうな顔で立ち上がると、真さな愛えは一大の後ろに回った。

　反応したいけど筋肉痛プラス仕事疲れで体が思う通りに動かない。

　すぐに、華きや奢しやな手がそっと肩に触れた。

「え……？」

　戸惑う一大の肩を、真愛の細い手が優しく揉もみしだく。

　筋肉の中に固まっていた痛みの塊かたまりが柔やわらかくほどけ、とろけ落ちていく。

「いかがですか？」

「う、うん……。気持ちいいよ……」

　揉まれているのは肩なのに、全身に温ぬくもりが広がって痛みを癒やしているみたいだ。

「わたくし、昔からこれだけは得意なんです。小さい頃ころはよく父の肩を揉みましたし、今でも時々志束おばさまのを。もちろん本職の整体師の方には及びませんけれど」

　心地よさに閉じたまぶたの裏に、真愛の穏やかで幸せそうな笑顔が浮かぶ。

　守られ、庇かばわれるだけではなく、誰だれかの役に立つ仕事をしたい──ずっとそう願っている彼女の原点は、疲れた家族を労ねぎらってあげたいという気持ちなのかも知れない。

「もういいよ。ありがとう」

　心地よさにいつまでもマッサージしていてもらいたくなるが、そうもいかない。

　話を本題に戻さなければ。

「さっきの話の続きだけど」

「あ、はい。先日のスク水デーの際も、そして今日も、一かず大ひろ様は単に言われた通り動くだけでなく、自発的積極的にメニューの改良に取り組んでいらっしゃいましたよね？」

　元の椅い子すに戻った真さな愛えが答える。

「あー、あれ。改良なんてご大層なもんじゃないから」

　いつの間にか料理が趣味になっちゃったけど、基本は男子高校生の手抜き家事。

　きちんと準備して正しいレシピをなぞるより、その場にある材料で何とかしちゃうというのは得意パターンだ。

「わたくしがこの店で働いているのは、世間知らずのままではいけないと思ったからです。おばさまは将来財団はわたくしが受け継ぐものとは言っていますが、わたくしはそれにふさわしい見識を身に付けているとは、恥ずかしながら思えません」

　多分志し束づかとしては、真愛は天てん弓きゆう院いん本家の正統後継者として血筋を守り、財団運営の実務面は婿むこに任せる腹づもりだろう。

　自分が背負っている苦労を、真愛には味わわせたくないという訳だ。

「それなのにいつまでも言われた通りに料理やお茶を運ぶだけでは、茶運びのお人形と変わりありませんわ」

　真剣な表情で、真愛はカップをソーサーに置いた。

　カチンと硬質な音色が鼓膜に届く。

「この店でわたくしは働く喜びと苦労を知りましたし、一大様のような素敵な方とも出会えました。それに朋とも店長という素晴らしい商才をお持ちの方とも巡り会えました」

「素晴らしい商才？」

「ええ。志束おばさまの仕事ぶりは、わたくしも見ていてある程度分かります。ですが今回のスク水デー。あれはどういう効果があっていつも以上にお客様が来てくださったのかわたくしには理解できませんでした」

　確かにすごいと言えばすごいけれど、真愛に理解できないのは神秘的なコツとかを使った訳じゃなくて、単に畑違いだからじゃないだろうか。

　だいたいちゃんとした経営者だったら、スク水デーより先に厨ちゆう房ぼう要員の補充を考える。

　ひょっとしたらあの人、単に自分でスク水を着てみたくて計画した可能性もある。

「実は少し前から自分で勉強も始めたんです。初心者向けの経営学入門書がベストセラーになっていると聞きまして、一から基礎固めをする覚悟で読んでおりますの」

　マンガ仕立てになったり、イラストをふんだんに使ったりした奴やつが書店やコンビニに並んでいるのは一かず大ひろも知っている。

「なるほど。それを買ってたのか」

「は？　何か仰おつしやいましたか？」

「べ、別に何でもないっ！」

　本屋で遭遇しているのを知られる訳にはいかないのだ。

　あの時の自分はえっち本を物色する謎なぞの不審者なのだから。

「まず顧客が何を求めているのか、それを知るのが肝かん要ようと書かれておりました。わたくし、この店は一大様の提供する味で持っているのだと考えてました。もちろん一大様の仕事の価値を疑う訳ではありませんが、それだけではスク水デーの盛況などが説明できません」

「ま、まあそうだろうね」

　実際ドリンクも軽食も大した品を出している訳ではない。

『スウィート・ドロップ』は一応それなりのレベルだけど、メイド喫茶の中には料理なんて全部レンジで温めるだけの業務用で間に合わせているところもあるとか。

「そこで改めて朋とも店長や沙さ羅らさん真ま帆ほさんカリナさんにお訊たずねしたのです。お客様は何を求めて『スウィート・ドロップ』に来店しているのでしょうか、と」

　ぶばっ！

　タイミング悪あしく含んでいた紅茶を吹き出してしまった。

　とっさに真さな愛えの方向から顔を逸そらすのだけは成功する。

　いくら本人が質問したからと言って、箱入り娘に変な事を吹き込まない方がいいんじゃないだろうか。

　あ、いや。そういう遠慮は真愛に失礼か。

　彼女自身が世の中の事を自分自身で知りたいと願っているのだから。

　問題は彼女が知りたいはずの『世間の普通』とこの店はかなりズレているって事。

　もっと普通の喫茶店とかファーストフードのバイトだったらよかったのに。

　そしたら一大とは出会えなかったんだけど。

「だ、大丈夫ですか？　一大様？」

「う、うん」

　真愛がおしぼりを手に、一大の口元を拭ぬぐう。

　優しく、上品な手つきだ。

　いつも自宅でメイドの働きぶりを間近で見ているから、メイド喫茶の仕事ならできそうだと思ったというのは間違いないのだろう。

「話を戻しますと、その際に『お客様方はかわいいメイドさんを楽しみにしている』というような事をうかがいまして」

「う、うん。まあ……そういう感じかな、この店は」

「そのかわいいメイドさんというのには、わたくしも含まれるのでしょうか？」

「含まれるっていうか、筆頭だと思うよ」

　遅番組の年上トリオもそれぞれ美人だし、朋とも店長だってかわいい。どう見ても年相応じゃないという問題点を別にすれば。

　だけどやっぱり『スウィート・ドロップ』で一番魅力的なのは真さな愛えだ。

　清せい楚そな上品さ。世間ズレしていない清純な雰囲気。

　彼女以外の誰だれにもない良さがある。

「お客様──殿方の目から見て魅力的である事が当店が提供するサービスであり、水着などもその一環というのであれば、こういう展開もあり得るのではないかと、わたくしから店長に提案させていただきました」

　真愛が取り出したのは、絹目の便びん箋せんに流れるように毛筆で記された『企画書』だった。

「普通でしたらパーソナルコンピュータで作成して、プリンタと申しましたか？　あの機械で印刷するべきなのでしょうけれど、わたくし、それは敵かないませんので手書きになってしまいました」

　達筆すぎてやや難しいけれど、読めないというほどではない。

　一かず大ひろは何とか一行ずつ目で追っていく。

「えーと……。水着、体操着などに続く特別な衣装の案・その一。振ふり袖そで？」

「女性の魅力を引き立てるいい案だと思ったのですが、店長には却下されまして」

「そ、そりゃね。確かに女の子らしい服だけど、接客や給きゆう仕じにはちょっと向かないし」

　動きにくいし、何よりコストが高い。汚したらクリーニングだって別注しないといけないだろう。

　値段について鈍感なのは真愛らしい見落としだ。

「その二……白しろ無む垢く？　ウェディングドレスぅ？」

「はい。それもダメだと……。女の子にとって憧あこがれの衣装なのに滅めつ多たに着る機会はありませんから、希少価値もあるかと思ったのですが」

　真愛はしゅんとうなだれるが、当然だ。

　動きづらさや値は振り袖以上だし、しかもちょっとした汚れも目立ってしまう。

　これ以上ウェイトレスの制服に向かない服はないんじゃないか。

　しかも真愛は『本格的な高級品を使用する事で他店とは違う独自性を出す』なんて書いちゃってるし。

「ですが次の意見は、充分検討に値するとほめていただけたんですよ」

　ぺらりと便箋をめくると『顧客の潜在的要求を発掘する、より高度な接客術についての提案』なんて仰々しく書かれている。

「えーと、なになに……っ！」

　ぶばっ！

「大丈夫ですか、一かず大ひろ様？」

　また紅茶をスプレーしてしまい、真さな愛えが拭ふき取ってくれる。

「『男性一般が愛読するような写真雑誌を参考に、より強く訴えかける衣装や動作、姿勢を研究する。それに基づき、より顧客との身体的距離を縮める』って、これは何っ？」

　真愛らしい大おお真面目まじめな文章で書かれているけれど、これってまるっきり『ツボエグ』でやってる事と同じじゃないか。

「書かれている通りの意味ですわ。先日、ブルマやスクール水着などの効能について一大様が教えてくださいましたし、それをより効果的に活用する事をわたくしなりに考えましたら、このような結論に」

「は、はは……」

　こめかみがピクピク引きつる。

「何でも真ま帆ほさんが愛読しているマンガにも同じようなものがあるというお話でした。朋とも店長もカリナさんもご存じの様子で」

「読んでるんかい、みんな！」

　思わずツッコミを入れてしまう。

『ツボエグ』はアニメになるくらいの人気作品だから不自然じゃないのかも知れないが、露ろ骨こつに男性向けの萌もえマンガだろ、あれは。

　どうしてこんな高確率で読者がいる？

「実は今日も、このような工夫をしてみましたの」

　音もなく立ち上がったかと思うと、真愛は左右の手でスカートをつまみ──静かに優雅にたくし上げた。

「わわっ！」

　思わず両手を広げて顔を覆おおう。

　だけど開いているから指と指の間からちらちら見えたり見えなかったり。

「なななななっ！　いきなり何するの、真愛さんっ！」

「一大様、ちゃんとご覧になってください」

「ご覧になってとか言ったって、そんなスカートの中とか！」

「ですから、ちゃんとご覧になってくださいませ」

　念を押されて、恐る恐るまぶたを開く。

　持ち上げられたスカートの下にあったのは──白ではなかった。

　いや。もちろんニーハイソックスや真愛本人の肌は白い。

　だけど想像していた場所は白じゃなく、紺色だった。

「え……？」

　予期せぬ光景に、両手を下ろして改めて目で確かめる。

　メイド服の下はショーツではない。

　スクール水着だったのだ。

「……ええっ！」

「男の方はスカートの中が見えるとドキドキすると話に聞きまして。ですがいくら何でも下着などはお見せするようなものではありません。どうすればいいかと悩んでましたら、中にスクール水着を着用すればいいとうかがったのです」

「……それも朋とも店長から教わったの？」

「いえ。家で働いているメイドで一番若い壇だんさんという人が教えてくださいました」

「えーと……。オレが言う事じゃないかも知れないけどさ。その人には用心した方がいいと思うよ」

　そういうフェチっぽい変な発想をする人が、純真で疑う事を知らない真さな愛えのすぐ近くにいるのはいろんな意味で危険じゃないだろうか。

　志し束づかおばさん仕事しろよ。

　ビジネスばっかりじゃなくて真愛の保護者として。

「えーと……。今日フロアの方が騒がしかったのは、そのせいで？」












「ええ。大変好評でした」

　まるっきり無邪気な、天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で答える真さな愛え。

「まさか……まさかとは思うけど、自分でスカートたくし上げたりしてないよね？」

「いいえ。朋とも店長が時々めくり上げてくださいまして」

「何やってんだ、あの人はっ？」

　大人でしょ？　外見が中学生でも雇用主で成人でしょ？

　バイトの高校生になんつー事をするんですかっ！

「先ほども申しましたが、下に着けているのがその……普通の下着……でしたら、そのような事をされたらわたくしも困りますけど、水着なんです。水着というのは人に見られても構わないものですよね？」

「り、理屈はそうだけど……」

『かわいい女の子』がセールスポイントという事を理屈では理解していても、客からどんな視線で見られているのか全然自覚してないんじゃない。

「オレこのプランとか下にスク水着るとかは絶対反対！　かわいいコス着て、普通に接客するだけで充分だよ。露出度高いの着たり、お客にあまりベタベタしたりするのは反対！　真愛さんは仕事のつもりかも知れないけど、変な客が調子に乗ったりするし！」

「それは……わたくしだから……ですか？」

　思いがけない質問だった。

　朋店長や遅番三人組がスク水やブルマで接客するのを想像した時は、ある種のイタさは感じるけれどこんな抵抗は覚えなかった。

「そ……そうだよ。だってほら、店長も沙さ羅らさんたちも大人だから、自分の責任で決めたならオレが口出しする事じゃないだろ？」

「……同い年の一かず大ひろ様から見ても、わたくしは子供という事でしょうか？　確かに未成年ではありますが……」

「い、いや。そうじゃなくって……！」

　この気分をどう説明していいのか、自分でも分からない。

　だから思わずこの言葉が口を衝ついて飛び出した。

「オ、オレは真愛さんの彼氏だし！　だから他の男にそういう事するのはイヤなんだ！」

「えっ？」

　驚いたのか。傷ついたのか。

　真愛が潤んだ瞳ひとみを大きく見開く。

「あ。だ、だから……ニセでも彼氏だよね。真愛さんはオレを信じていろいろ相談してくれるんだから、やり過ぎたり勘違いしたりしそうなのを止めるのは、信頼されている人間の責任だろ！」

　思わず口走ってしまった。

　これはニセ彼氏の領分を逸脱してないか？

「今まで一かず大ひろ様にはお話ししてませんでしたが、わたくしには親友がおります」

　真まっ直すぐな眼まな差ざしで、真さな愛えは一大を見つめる。

「その方はわたくしたちと同じ歳としの高校生ですけど、アルバイトではなくプロとして働き、実績を残しています」

「そ、そうなんだ。すごい人だね」

　はい。知ってます。

　クラスメイトです。

　その人のニセ彼氏やってます。

　事実を口には出せないから、笑ってごまかすしかない。

「彼女は志し束づかおばさまと同様、わたくしの憧あこがれ──目標なんです」

　結果的に憧れの人である早少女さおとめと一緒に真愛に噓うそをついているというか、隠し事をしているという事になるのか。

　冷たい針で刺したみたいに胸が痛んだ。

「憧れを憧れで終わらせないために、わたくしはこの店から始めたいのです。一大様も協力してくださいますか？」

「う、うん……」

　後ろめたさが背中を押す。真愛の頼みは断れない。

「で、でもこの企画書はちょっとマズいと思うよ。ドレスや和服が難しいのはもちろん、いきなりやり過ぎって言うか……」

「そうですか。一大様の目から見ても、わたくしはまだまだ未熟なのですね……」

「いきなり一足飛びに自分のプランを通そうとか思わないで、ちょっとしたアイディアを出してみたり、いつもの仕事の能率が上がるように工夫したり、そういうところから始めればいいんじゃないかな？」

　うつむきかけていた真愛が顔を上げる。

「真愛さんが将来に向けて頑張ろうっていう気持ちは理解できるよ。でも、その……正直世間の事はまだよく分からないでしょ？」

「は、はい……。恥ずかしながら」

「だから少しずつステップアップしていこう。オレでも相談に乗れる事があったら話聞くからさ。焦あせらずにやっていこうよ」

　真愛がこだわっているのは、ちゃんと社会に出て仕事をしたいという事だ。

　ニセ恋人はその前段階として、志束が勧める縁えん談だんを断る口実に過ぎない──はず。

　じゃあニセ彼氏を終わらせるための条件は何だ？

　志し束づかが真さな愛えの志と実力をきちんと評価して、望まない見合い話の類たぐいを持ってこないようになれば完全解決じゃないか。

　だったら真愛の経営者としての成長に手を貸すべきだろう。

　自分程度でどこまでやれるかは分からないけれど。

「そうですね。わたくし、少々気が急せいていたみたいです。一かず大ひろ様の助言で落ち着きを取り戻せましたわ」

　ぎゅっ！

　真愛がいきなり一大の手を握にぎった。

「では一大様、これからはアルバイトの無い日も、わたくしのために空けていただけますか？　できれば毎日」

「え？　どうして？」

「わたくしの家に来て、一緒に経営や経済の事を勉強いたしましょう！」

「さ、さすがに毎日は……。ちょっと無理かも」

　早少女さおとめにつき合う日もあるし、鷹たか奈なからトレーニングを受ける都合もある。

　女の子の役に立ちたい、手助けしたい。

　みんなのいい人、八方美人状態は脱しつつある。

　でも彼女が三人もいる。

　それぞれ事情を抱えていて、自分を頼ってるんだから蔑ないがしろにはできない。

「一大様の事はおばさまにわたくしの彼氏として紹介してますし、将来の事まで考えた間柄という事になっております。ですから我が家に来るのも自然な事でしょう？」

「そ、それはそうだけど……」

　一気に早少女や鷹奈との関係を喋しやべってしまいたい誘惑に駆られる。

　ぶちまけてしまえば案外簡単に解決するかも知れない。

『まあ、そうでしたの。早少女さんや鷹奈さんともお知り合いだったなんて奇遇ですわね。ではわたくしたちの方でも一大様の予定が重ならないように調整いたしますわ』

　なんて感じで。

　だけど──言い出せない。

　それぞれの気持ちや事情をバラしてしまう権限なんて、一大にはない。

　少なくとも鷹奈は、彼氏がニセモノだとは誰だれにも知られたくないみたいに言ってたし。

「ほ、ほら。オレも学校の事とか家の事とかいろいろあるし！」

　噓うそじゃない。学校の事は早少女。家の事は鷹奈。

「それもそうですわね。わがままを言って申し訳ありませんでした」

　真愛がおとなしく引き下がってくれたので、一大はほっと胸を撫なで下ろす。

「ですが、その内に日を改めて我が家にご招待しますので、そちらの方は受けていただきますわ。先日は結局中座してしまいましたし、将来を誓い合った間柄として改めておばさまとも話し合っていただきますので」

　質問でも確認でもない。

　上品で柔やわらかいけれどきっぱりした宣言。

　微笑ほほえむ真さな愛えを前にして、一かず大ひろは引きつった笑みを浮かべるしかできなかった。





第７話　ガールズトーク・タイム（その２）







　カラランッ！

　ドアに吊つるした真しん鍮ちゆうのベルが軽やかな音色を奏でる。

「あ、来た来た。こっちだよー」

「お待ちしておりましたわ」

　一番奥のボックス席から、鷹たか奈なと真愛が声をかける。

「ごめーん。遅くなっちゃって」

　早少女さおとめが答える。

　それぞれ忙しい友達三人が会う時は、いつもこの喫茶店だ。

　最近は前からのレギュラーだけでなく、次の大仕事のための研究や練習が続いていて、気の休まる暇がない。

　鷹奈と真愛だけなら都合のいい日は他にもあったのだけど、早少女の体がなかなか空かなかったのである。

　コーヒーを注文して席に着く。

　鷹奈の前には野菜ジュースとサンドウィッチ。真愛はミルクティー。

　二人の好みはいつも変わらない。

「お仕事の方、お忙しくてらっしゃいますの？」

「うん。新しいアニメのレギュラーっていうか……主役ヒロインに内定しちゃって」

「え？　何？　ホント！　すごいじゃない、やったね！」

「さすが早少女さおとめさんですわね。あなたのような方と友達である事を、わたくしは誇りに思いますわ」

「あ、ありがと……」

　二人から手放しで賞賛されると、やっぱりちょっと気恥ずかしい。

「ね？　どんな奴やつ？」

「わたくしも知りたいですわ。家の者に頼んで、必ず録画させますから」

　あ、しまった。

　興味津々で尋たずねてくる二人の顔に、早少女は言葉を詰まらせる。

　何しろ『ツボエグ』はちょっと際きわどい内容の萌もえ系えっちコメディ。

　普段あの手のマンガやアニメに縁がない鷹たか奈なと真さな愛えには、ちょっと刺激が強すぎる。

　というよりさすがに恥ずかしい。

　気恥ずかしいじゃなくて、ただ単に恥ずかしい。

「え、えーとね……。男の子向けっていうか、鷹奈や真愛が見てもあんまり面白くないと思うよ、きっと」

「男の子向けってロボットものとかバトルもの？　あたし、そういうのは好きだよ」

　ボクシングめいたファイティングポーズを取り、鷹奈が笑う。

　少年マンガの格闘ものやヒーローものは彼女の大好物だ。

「そ、そーいうのともちょっと違うんだけど……」

　早少女としては苦笑するしかない。

「まあまあ。早少女さんがお話ししたくないと仰おつしやるのでしたら、仕方ないでしょう？　放送を楽しみに待とうじゃありませんか」

「そうだね。うん、楽しみ」

「オンエアは一年くらい先だけどね」

　アニメ化自体、まだ正式告知はされていない。

　原作掲載誌の再来月号で発表。その次の号でスタッフやキャストの公表と、ドラマＣＤの全員プレゼント。

　早少女──ではなく『さつきほしみ』の名前もこの時表に出る事になる。

「わたくしも早少女さんに負けないよう、もっと頑張らないといけませんわね」

「例のバイト先の話？」

　真愛のつぶやきに、鷹奈が身を乗り出して尋ねる。

「ええ。今まではアルバイト先で、ただ言われた通り店長の指示に従って動いているだけでした。ですけどそれだけではいけないと思いまして、新しい事を自発的に提案するように心がけているんです」

「へー。喫茶店でもそういう工夫とかって結構あるの？　新メニューとか？」

　鷹たか奈なは店の中をきょろきょろ見回す。

　例えばこの店は昔ながらのスタイル。内装はもちろん、メニューの内容もオーソドックスそのものだ。

「いえ。そうではなく、ええと……、サービスデーと申しましょうか。その日に来店したお客様だけが特別の催もよおしに参加できるようなものです」

「ああ、そういうのね。割引とか記念品プレゼントとか。あ、ポイント二倍なんてのもあるか」

　ポケットからサイフを出すと、鷹奈はその中からカードを取り出して並べた。

　いろんな店で配っている来店ごとにスタンプを押すポイントカードだけど、ラーメン屋やカレーショップというのがいかにも鷹奈らしい。

「はい。そういう事も実施しております。わたくし、機械が苦手なせいもあって厨ちゆう房ぼうの仕事はほとんど無理です。ただできあがったものをお客様のところまで運ぶだけでした。ですがお店全体のために知恵を出す事ならできる──ようやくそれに気づきましたの」

　嬉うれしそうに語る真さな愛えは、いつも以上に饒じよう舌ぜつだ。

「いずれ財団を束ねる身としては、お飾りの当主で終わるつもりはありませんわ。志し束づかおばさまのように、あるいは早少女さおとめさんのように、自分が為なすべき事を積極的に実行できるようになりたいのです。せっかく恵まれた立場にあるのですから」

「要するにお店の切り盛りも将来に向けての予行演習って訳？」

　鷹奈の質問に、真愛は笑顔で肯うなずいた。

「でもせっかくそういう風にいろいろ考えてるのに、サービスデーならではのスペシャルメニューとかがないってのはもったいないね」

「あ、いえ。わたくしから提案しないだけで、ちゃんと特別のお料理はお出しするんです。その……特に事前に打ち合わせした訳ではないのですけれど……厨房を担当するあの方が即興で応じてくださいまして」

　真愛の頰ほおが、ぽっと上気した。

「あの方って、真愛の彼氏？」

「彼氏と言いますか……。一応志束おばさまにも紹介してますけど……」

「ははっ！　やったじゃん。それってほとんど婚約してるようなものでしょ？　しかも仕事の上での息もぴったり！」

「お、おめでとう、真愛」

　鷹たか奈なは舞い上がっているけれど、早少女さおとめとしては素直に祝福する訳にはいかない。

　だってその人は早少女自身の、そして鷹奈の彼氏──ニセだけど──でもあるのだから。

　二人にとって一かず大ひろが本当に、他人に見せるための形式上の恋人でしかないのなら、何も悩む事なんてない。

　だけど──。

「将来に向け、近々家にお招きしようと思いますの」

　カチャランッ！

　早少女の手からスプーンが零こぼれてソーサーの上でバウンドした。

「どうかしたの？　早少女？」

　テーブルから転げ落ちそうなスプーンを、鷹奈が素早くキャッチする。

「な、何でもないっ！　あはは……疲れてるのかなぁ」

　笑ってごまかしたけど、動揺している。

　真さな愛えが言う『あの方』は一大で、基本的にはニセ彼氏だと思っていた。

　言動の端はし々ばしにちょっとひっかかる点はあったけれど。

　だけど今の話しぶりは、ほとんど本気のフィアンセだ。

　保護者を騙だますためにそこまでやるのだろうか。

「天てん弓きゆう院いん真愛は星ほし川かわ早少女の親友。この言葉を、胸を張って言うために、きちんと仕事をして世の中に関かかわっていきたいのです」

　真愛の表情は、真まっ直すぐで明るい。

　早少女が思わず目を逸そらしたくなるくらいに。

「早少女も真愛も仕事で頑張ってんだよね。ね、真愛？　バイトって足りてるの？　あたしも働けないかな？」

「あの方と店長が話し合いまして、厨ちゆう房ぼうの仕事ができる人を補充しようという事にはなってますけど」

「あーあ。それじゃあたしはダメか。喫茶店のバイトなら料理を覚える機会もあるかと思ったんだけど、今から勉強するド素人しろうとじゃお断りだね」

「どうしたの？　鷹奈、前は料理なんかできなくても平気とか言ってなかった？」

「まあね。でも真愛じゃないけど、将来の事とか考えるとさぁ……」

　ヂュルッ！

　ストローが勢いよく野菜ジュースを吸い上げる。

「け、けけけ、結婚する事とか考えると、やっぱり家事とかできないとまずいじゃない？　真愛の彼氏じゃないけど、あいつも料理得意だから。結婚したら自分が家事やるって言ってくれたけど、やっぱり好きな人に手料理食べさせたいとかって思うし」

「まあ」

　鷹たか奈なの口から飛び出した衝撃の言葉に、真さな愛えが嬉うれしそうに両手を打ち合わせる。

「では、鷹奈さんも恋人と上う手まくいってらっしゃるんですね？」

「そ、そんな具体的な進展があった訳じゃないんだけど……小さい頃ころに約束もしてたし」

「小さい頃？」

　尋たずねる早少女さおとめの声が、ほんの少しささくれ立つ。

「あ。言ってなかったっけ？　あたしの彼氏って……昔から顔見知りっていうか……幼なじみって奴やつ？」

「まあ、そうなんですの？　それは素敵ですわね」

「はは。そんないいモンじゃないけどね。でもあたし、小さい頃に言っちゃったんだよ。将来お嫁さんになるって。その時、あいつも『じゃあ自分がお婿むこさん』とか言って。その事もちゃんと覚えててくれたしさ」

「ふたりだけの思い出ですか。わたくし、昔は同じ年とし頃ごろの友達がいませんでしたから、そういう話には憧あこがれますわ」

「ま、まあね。あれ？　早少女どうしたの？　顔色悪いみたいだけど？」

「な、何でもないよ。ホント。疲れてるのかな。はは……」

　気がつくと額に汗が浮かんでいた。

　これまでは『自分よりも強くて、ずっと修行の旅をしてた』という作り話の設定しか話していなかったけれど、今ははっきり幼なじみと言い切った。

　ちょっと鷹奈と親しかったり、あるいは調べたりすれば、それが一かず大ひろだという事はすぐに分かってしまう。

　真愛が口にする『バイト先での同僚』だってそうだ。

　最初はニセの彼氏役として頼んだんでしょ？

　本当に好きなの？　どの程度のつき合いなの？

　尋ねたくなる気持ちを抑え込む。

　ニセモノの彼女でしかないのは自分も同じだ。

　そして二人と一大の関係を知っているのに、それを隠している。

　秘密というカードには二つの面がある。

　誰だれかとそれを共有する密ひそかな喜びと。

　誰かにそれを隠しているという後ろめたさと。

　それでも捨てられない切り札。

「早少女は、彼氏とは最近どう？」

「ボ、ボクは毎日普通に学校で会ってるよ。別に、鷹奈や真愛のところみたいな特別な間柄じゃないしさ」

　将来の約束とか。遠い日の思い出とか。

　そんなものは何も持っていない。

　ただ学校中じゆうの男子から一かず大ひろを選んで引っかけただけ。

　バイト先で出会ったたった一人の異性。

　小さい頃ころから一緒だった幼なじみ。

　そんな絆きずなは、早少女さおとめと一大の間にはない。

「そっか。そういうのもいいね。何か普通っていうか……」

　早少女の内心には気づかずそこまで口にしてから、鷹たか奈なは不意に言葉を途切れさせた。

「さ、早少女は共学だし、彼氏とは普通の彼氏彼女としてつき合ってるんだよね？」

「ま、まあね」

「普通の男の子って、やっぱりその……何て言うか……えっちな本買ったりするの？」

　飲みかけのコーヒーを吹き出すのを、ぎりぎりで堪こらえる。

「けほっ！　けほほっ！」

　噴射しなかった代わりに気管に入って、咳せき込んでしまう。

「まあ。大丈夫ですか？」

　真さな愛えが心配して背中をさする。

「う、うん。平気。ちょっといきなりな質問でびっくりしちゃっただけ」

「あのさ。普通に裸のグラビアとかなら、ある程度仕方ないっていうか、興味持つのは自然だと思うんだ。本音で言えばイヤだけど、我慢できる。だけど……その……」

　鷹奈が顔を真まっ赤かにして、声を潜ひそめる。

「……ブルマとかスクール水着とか、そういうのってちょっと変態っぽくない？」

「まあ、奇遇ですわ。ちょうどあの方とわたくしの間でも、そのブルマというものが話題になったところですの。……どうなさいましたか、早少女さん？」

　テーブルに突っ伏してピクピク痙けい攣れんする。

　ブルマやスク水の話題という事は、間違いなく根っ子は『ツボエグ』だ。

　それがどういういきさつで鷹奈や真愛にまで伝わっちゃったんだろう？

「あの方が仰おつしやるには、そういう衣服は昔は普通に着用されていたものが、今は男の方がえっちな目で見るものになっているとか」

「そーなんだよ！　裸がエロいのは仕方ないっていうか、自然な事だよね？　だけどわざわざえっちっぽくなるような服着てるのがいいっていうのが我慢できないっ！」

「ですが本当に愛しているのであれば、相手の男性の気持ちに応こたえると申しますか、受け入れてあげるのも恋人の務めかも知れませんね。わたくしだって、普段とは違う特別の装よそおいをした姿を、あの方に見ていただきたいという気持ちはあります」

　意外な言葉が真愛の口から出た。

「女の子の着飾りたい気持ちと、男の方のそういう特別な服を好む気持ちは裏と表で一体なのかも知れませんわね」

「あたしは絶対にイヤっ！」

　バンッ！

　鷹たか奈なの平手がテーブルを叩たたく。

　乗っているカップやグラスがガタガタ震ふるえる。

「あ、あの……多分鷹奈の彼氏も別にそういう路線だけが好きっていうんじゃなくて、たまたまじゃないかな？　たまたま。きっと真さな愛えの方でも偶然そういう話題が出るくらいだし、男の子にとってはそこまで特別な事でもないんじゃないかなぁ」

「あいつもそう言ってたけどさぁ」

　鷹奈の頰ほおがぷうっと膨ふくらむ。

「でも、意外ですわ。鷹奈さんのお相手ってすごい武道家で世界中を修行で巡って来た方なんでしょう？　そんな方でもやっぱりそういう本をお読みになるなんて」

「あっ……！」

　空気の抜けた鷹奈の頰がピクンと引きつった。

「ま、まあそうなんだよ！　だからこそあたしも腹が立ったっていうかさ。うん。きっと久しぶりに日本に戻ってきたから、えっち雑誌も懐かしくなっちゃったんだろうね。そうだよ。そうだったんだ！」

　必死にごまかす鷹奈。

　真相を知ってる早少女さおとめは、今度は笑いを堪こらえるのに必死。

　本当は放浪の武術家でも何でもない、普通の男の子。

　しかもそのえっち雑誌の出所は自分。

　だけど一瞬の後のち、冷静さの波が押し寄せて抑えた笑いを押し流してしまった。

　打ち明けられない事がどんどん増えていく。

　一かず大ひろとの関係はともかく、えっち本の件は隠していてもあんまり嬉うれしくない秘密だ。

『ツボエグ』のアニメが始まったら鷹奈も真愛もちゃんと見てくれる。

　そしたらブルマやスク水やミニスカナースやチアガールやチャイナドレスで男の子に迫りまくる演技も見られる──聞かれる事になってしまう。

　その時、みんなで笑いながらこの話題で盛り上がれるだろうか。

　それともお互い顔も見たくない間柄になってしまっているんだろうか。

　一大との事だって、いつまでも隠していられない。

　全部ニセなんだから話してしまってもいいはずなのに、何な故ぜか言い出せない。

　早少女はコーヒーの黒い水面を、スプーンでかき回す。

　胸の奥にしこっている不安や罪悪感は、角砂糖みたいに溶けてはくれない。





第８話　どうしていきなりベッドでプレイ







　学校でもバイト先でも、近ちか頃ごろは気疲れが続く。

　本来なら安息の地であるはずの自宅でも、隣の幼なじみのせいで気の休まるヒマがなかったりする。

　まあ半分以上好きで引き受けてる苦労だから、誰だれに文句を言う筋合いでもないけれど。

　そんな中、今日の土曜は久しぶりに思いっきりリフレッシュできる。

　仕事もない。授業もない。鷹たか奈なも練習試合か何かで早朝から出かけていて、帰ってくるのは早くとも夕方過ぎてからだ。

「ああ……。何て素晴らしい二度寝。人類の夢、二度寝。二度寝という言葉を発明した人にはノーベル平和賞あげてもいいよな」

　窓の外には雨音。カーテン越しに届く弱い光。

　予定もないし、出かける気分にもならない天気。

　このまま何もしないでだらだらするのを許してくれる空模様だ。

　鷹奈のご飯のためにいきなり叩たたき起こされる事もない。

　そうだ。男子高校生の一人暮らしなんだから、もっとだらしなくてもいいはずだ。

　今日はマメなのも働き者なのも休業。

　たとえ神でも今日のオレの二度寝は止められないのだ。

「そういや最近は忙しさの質がちょっと変わったよな」

　あくびをかみ殺して、独り言を呟つぶやく。

　以前は女の子から頼まれたデートコースの下調べなどに時間を取られる事が多かったけれど、近頃は早少女さおとめ、鷹奈、真さな愛えの三人に振り回される方が当たり前だ。

　クラスの女子も遠慮してるのか、あまり頼み事をしなくなった。

　みんなのいい人じゃなくて、特別な誰かを優先する。

　それがつき合う──彼氏彼女になるという事なのかも知れない。

　問題はそれがニセ彼女三点セットという点だ。

「……って今日はその話は忘れる。断固としてひたすら惰だ眠みんを貪むさぼる！」

　惰眠には似合わぬ強い決意を声に出して、顔半分が隠れるまでフトンを引きずり上げる。

　その時──。

　ピンポーン。

　軽やかなチャイムの音色が響いた。

「……誰だ？」

　もちろん来客の予定なんかない。親から宅配便が届く時は事前に連絡がある。

　鷹たか奈なのはずもないし、それ以外に人が訪ねてくる可能性はほぼゼロだ。

「ふぁあああああ～。誰だれですかぁ？　新聞は不要。ミソの押し売りはお断り。売ってもいい貴金属なんてありませんよぉ」

　休日の平穏を破るパターンを列挙しながら、一かず大ひろはパジャマ姿のままでのそのそと玄関に向かう。

『こんにちは。入れてくれる？』

　インターホンから聞こえて来たのは、早少女さおとめの声だった。

「……え……？　ええっ！」

　神にも破れぬはずのだらけた気持ちが、一瞬にして引き締しまる。

「ちょ、ちょい待て！　どうしてここに？」

『鷹奈の住所は前から知ってたし、隣って分かってるから』

「そ、そうじゃないっ！　何のために来たかって事だ！」

　そもそもクラスメイトなんだから、住所くらいすぐ分かる。

『まず入れてくれる？　荷物濡ぬれちゃうし』

「ま、待て！　少し待て！　オレにもいろいろ準備があるっ！」

　外は雨だ。女の子をずっと立たせてちゃいけない。

　だっと階段を駆け上り、大慌てでパジャマから部屋着にチェンジする。

　鷹奈との行き来は多いけれど、向こうが寝ているケースがほとんどだからこういうパターンはまるっきりの想定外だ。

「ど、どうぞ！」

　チェーンを外してドアを開け、早少女を招き入れる。

「お邪魔します」

　清潔感あるミニスカート姿。ただしあの日と同じ黒の超大型のバッグを持参しているのが服装とミスマッチだった。

　長い髪はしっとり湿しめってつやつや光り、前髪からは滴が落ちていた。肩もブラウスが濡れて張りつき、内側の肌とブラのストラップを透かしている。

　もちろん傘はちゃんと手にしている。

　ただし早少女は、自分の体よりもバッグを濡らさないようにここまで来たのだ。

「何の用？　あ、ちょっと待ってろよ」

　返事を待たず一度戻り、新品のタオルを手に戻ってくる。

「ほら。まず髪とか拭ふけよ」

「ありがとう。おろし立てじゃなくてもよかったのに……」

　髪や顔を拭ぬぐいながら、早少女がタオルの匂においを確かめる。

「気にすんなよ。買ったもんじゃなくてもらい物。お中元とかをストックしてた奴やつだから、別にもったいなくない」

「……そういう意味じゃないんだけどな」

　ほとんど唇が動かない、かすかなつぶやき。

「ん？」

「ううん。何でもないっ！」

　早少女さおとめが笑顔を上げる。今度はいつも通りの聞き取りやすい声だ。

「まあ上がれよ。何か飲むか？　その様子だと温かい奴やつの方がいいかな？　コーヒーとお茶、どっちにする？」

「お願いっ！　やっぱり役がつかめないの！」

　勧めを無視して、真剣な表情で早少女が一かず大ひろの襟首にすがりつきながら訴える。

「え？」

「アニメ本編の録音はまだ先だけど、明日先行ドラマＣＤの収録があるの。それなのにボク、まだヒロインの気持ちになりきれない！」

「そ、そりゃ大変だけど……」

　協力するとは言ったけれど、芝居素人しろうとに『できる事』は何が残ってる？

「どうしてもボクは今まで若い男性との共演を避さけてたから、呼吸が合わないところがあるみたいで。だからキャラになりきってポーズ取ったりコス着たりするだけじゃなく、一大に相手役になってもらって練習したいの！」

「ちょ、ちょっと待ってくれよ！」

　予想していたけれど、ある意味でもっとも来て欲しくない要望だった。

「そういう事だったらオレよりも適任の人がいるだろ？　ちゃんと演技できる……同じ事務所の人とかさ」

「一大がいいの！　一大じゃなきゃダメなの！」

　うっすら涙の膜を張った瞳ひとみが、至近距離で見上げてくる。

　どうする？

　どう答える、オレ？

　今まで早少女の演技には何度も騙だまされてきた。

　最初にニセ彼氏を引き受けた時も、その後屋上でちょっと迫られた時も。

　だから今回もお芝居かも知れない。

　練習の相手役を引き受けさせるための。

　理屈だけで考えれば自分でなければならない理由なんてない。

　それでも──。

「……分かったよ。そこまで言うなら」

　悩む必要なんてない。

　ちょっとくらい噓うそが混じっていても、早少女さおとめがオレを必要としてるなら。

「……ありがとう」

　そう言って、早少女は原作コミックスを一かず大ひろに差し出した。

「主人公の男の子の事、どう思う？」

「どうって言われても……ちょっと不自然かなってくらいで」

　いくら何でもこれだけ露ろ骨こつに迫られたら、その気になるんじゃないだろうか。

　少なくとも『オレに好意を持っている』とは思うだろう。

　高校生男子とは、そんな勘違いのチャンスを絶対に逃さない生き物のはずだ。

　一大だってニセ恋人という前提がなければ、何度舞い上がっただろうか。

「ヒロインにとって主人公が特別な人なのは、頭では理解できるの。だけど主人公の方の気持ちが全然分からない。だから結局二人の関係そのものがつかめないの」

「そ……そりゃまあ……男の方がどうしてこんな反応するのか分かんないからな。連載で描かれてないのか？」

　質問への答は、横に振られた首。

　ストーリーが進んでも、主人公のプロフィールは掘り下げられない。

　ただ『そういう事になっている』としてスルーされているらしい。監督が原作者に確認した時の返事も『これから考える』だったとか。

「……なんつー無責任な……」

「だからボクとしては『男の子の気持ち』や『二人の関係』が分かんないのを前提に、ヒロインの人物像は完かん璧ぺきに把握しなくちゃいけないの」

　芝居は素人しろうとの一大でも、それが高いハードルなのは理解できる。

　知らない調味料で作った料理を食べ、同じ品を再現しろと言うようなものだ。

「で、オレはどういう協力をすりゃいいんだ？　作者がそんな事言ってるなら、男主人公の性格を把握する役には立てないぞ」

「うん。だからボクの稽けい古こにつき合ってほしいんだ」

「屋上でやったみたいに？」

「言ったでしょ？　あの時はボクの方が一方的に迫っただけ。今度は一大もセリフ覚えて」

「オレ素人だぞ？」

「大丈夫。素質あるよ。デートのダブルブッキングの時も、鷹たか奈な用と真さな愛え用、キャラ使い分けてたじゃない」

　棒読みでもセリフうろ覚えでもいい。それっぽく合わせてくれるだけで充分──そう言って早少女は何度も頭を下げる。

「分かったよ。手伝うって言ったんだしな」

　自分の悪いクセだ。

　女の子に好かれよう、頼られようとして、具体的な頼み事の内容を確認する前に安やす請うけ合あいしてしまう。

「じゃあ一かず大ひろの部屋に行こう」

「ん。まあ、いいけど」

　現在一人暮らしと言っても、やはり落ち着くのは自分の私室だ。素直に階段を上り、早少女さおとめを部屋に案内する。

　机、本棚、ささやかなＡＶ機器とベッドが並んだ六畳間。壁に貼はられているのは風景写真のカレンダーだけで、ポスターやピンナップの類たぐいはなし。

「へえ。男の子の部屋ってこんな感じなんだ。思ったよりきれい」

「まあ、な。オレ、そういうのはマメな方だし」

　クラスの男友達と比べても清潔で整せい頓とんされているという自信はある。

「主人公の部屋も、こんな感じなんだよね」

「……それは無個性って意味か？」

「そ、そうじゃないよっ」

「まあ座れよ」

　ベッドに腰を下ろし、椅い子すを早少女に勧める。

　いつも自分が寝ている場所に女の子が座るのには微妙な抵抗があった。

「あ。そうだ。お芝居の練習だから録音するけどいいよね？　後で聞き返したいし」

　ポケットから愛用のレコーダーを取り出す。

「そりゃ構わないけど、芝居ってどういう事すればいいんだ？」

　一大の質問に、早少女は数枚のコピー紙をホチキスで綴とじた物を差し出してきた。

　該当シーンだけを拡大コピーし、男主人公のセリフだけ蛍光ペンでラインを引いてある。

「なになに……ぶっ！」

　思わず吹き出してしまう。

「お、おまっ！　こ、こここ、これっ？」

　驚いてまともに声が出ない。

　ぷるぷる震ふるえる手で紙を突き出す。

「手伝うって言ったじゃない！　そこに書かれている通りにするから」

　言うと同時に、早少女は立ち上がってブラウスのボタンを外した。

「わっ！　待てっ！　止よせっ！」

「ちゃんと見て」

　早少女の手は止まらない。

　するりと脚あしの表面を滑らせるようにしてスカートが下ろされる。

　淡いグリーンのブラジャーと揃そろいのショーツ、そして白い肌のコントラストが閉じようとしても閉じられない目に焼き付いてしまう。

「だ、だって……主人公がちゃんと見てるんだから……その通りにして」

　その通り。

　コピーされたページに書かれていたのは『ヒロインが主人公の部屋に押しかけ、えっちなコスチュームに着替えて押し倒しちゃう』場面なのだ。

　主人公は驚き戸惑いながらしっかりヒロインの着替えは見ているのだけど、一かず大ひろにはそこまでの勇気というか度胸というか無神経さはない。

　顔を背そむけ、手で顔を覆おおいながら、でも指の股または大きく開いてチラ見してしまう。

　嗚あ呼あ、男子高校生という生物の悲しい習性よ。

　すらりと華きや奢しやな真さな愛えとも違う。

　背は低いのにボリューム満点の鷹たか奈なとも違う。

　胸には適度な膨ふくらみがあって、ウエストはきゅっと引き締しまっているプロポーション。

　いや待て。

　オレはどうして早少女さおとめと一緒にいる時に他の女の子の事なんか思い出してるんだ？

　その事を後ろめたく感じているのはなぜなんだ？

　三人ともニセの恋人では同格なのに。

　一大が自分の思考に困惑しているうちに、早少女の着替えは完了していた。

　劇中のヒロインと同じ、派手なデザインのチアガールスタイルだ。プリーツスカートは超ミニだし、胸のところはハート形に切り抜かれて谷間が見えている。

「な、ななななっ！」

　チアガールだけではない。

　先日のナースを筆頭に、ポリスガールやレオタード、ゲームヒロインのコスプレなど、何種類もの衣装がバッグから取り出され、六畳間の床に並べられる。

「〝ね。これで元気を出して。すっきりさせてあげる〟」

「わっ！」

　いきなり押し倒される。

　今のは、赤点を取った主人公を励はげますためにチアコスを着たヒロインのセリフだ。

　ストレス解消集中力アップにはヘソ下のツボを独特の方法で刺激すればいいという情報を怪あやしいサイトで手に入れて、それを実行する気なのだ。

　ベッドの上に横たわった一大の、腰の上に脚あしを広げて早少女がまたがった体勢。

　彼女の重みと温ぬくもりが下腹のあたりにかかる。二人分の体重を受け止めてベッドのスプリングがきしむ。

「ちょ、ちょっと待てってば！」

「ちゃんと芝居して」

　目め尻じりに涙を溜ためた真剣な表情で早少女さおとめが訴える。

「〝な、何だよ。急にどうしたんだ？〟」

　主人公のセリフを思い出しながら口にする。

　ちょっとぎこちないけれど、今の一かず大ひろの心境そのままだった。

「〝君が落ち込んだ時、励はげましてあげるのはわたしよ！　他の子なんかにやらせない〟」

「え、えーと……〝み、みんなで仲良くすればいいじゃないか？〟」

「〝ダメッ！　わたしがするの。わたしだけを見て〟」

　主人公の──一大の胸に両手を突き、早少女は膝ひざと腰を使って体を揺すってきた。

「〝お願い……わたしだけを……わたしだけのあなたになって〟」

　ギシギシとベッドがリズミカルな音を立てる。

「〝もっと！　もっとぉっ！　激しくして！〟」

「〝こ、これは……っ！　感じるっ！　き、気持ちいいっ！　気持ちよすぎる！〟」

　早少女の声が弾はずんでいる。

　一大の声が上うわ擦ずる。

　骨盤が溶けてなくなり、一番硬い芯しんが剝むき出しになってしまいそうな感触。

　あの主人公はどうしてこんな状況でヒロインの気持ちに気づかずにいられるのか。

　絶対おかしい。

　オレの場合あくまでニセ彼氏で早少女が役者って前提があるけど、そうじゃなかったら反撃してヒロインを押し倒すしか選択肢ないだろ、これは。

「あうっ！　あふぅっ！」

　思わず上げてしまった変な声は、微妙な刺激を堪こらえようとしてこぼれたものだ。

　たまたまセリフと一致していたが。

　ベッドの上で女の子と激しいプレイ。

　ただし『遊戯』じゃなくて『演技』の意。

「〝ね……。よかった……でしょ？　次は、もっと気持ちよくして上げる〟」

　ベッドの上で動いて鼓動が早くなったのか。それともこれも演技なのか。

　熱い息を交えた途切れがちの言葉で、早少女が一大から立ち上がりチアのコスチュームを脱いだ。

　原作の通りだと、次はナース服に着替えて別なマッサージをしながら主人公の名前を呼び、甘い言葉を囁ささやくはず。

　だが下着姿でナース服を手にしたまま、早少女は凍りついたように動かない。

「お、おい？　あの……少し落ち着こうぜ。焦あせる気持ちも分かるけど、こんなんで稽けい古こになるのか？」

「やっぱり……そうだよね」

　手元からナース服がするりと落ちる。

　振り向いた早少女さおとめが、一かず大ひろの胸に飛び込む。

「こんな事、いくらやったって……わたしには……わたしなんかには、ヒロインの気持ちなんか分かんないよね」

　また『わたし』だ。

「そ、そうじゃねえよ。早少女が悪いんじゃなくて、原作マンガがおかしいんだよ。これ、主人公もヒロインも心理描写変だろ？　普通好きだからっていきなりこんな事はしないし、もしされちゃったら相手が自分の事好きだって気づくだろ？」

　一大の両腕は、早少女に触れないように大きな輪を描いてぷるぷる震ふるえていた。

　本当の恋人だったら、それこそ相手の気持ちに気づいて抱きしめてしまうシーンのはず。

　だけどオレはニセ彼氏でしかない。

「わた……ボク……役者だって事にこだわって、無理して、自分にも周りにもウソついて生きてるから……きっと普通の女の子の気持ちが分からなくて……」

　芝居ではない。

　本当にしゃくり上げるような、聞き取りづらい涙声。

「だかっ！　だから……っ！　本当に好きな人だからこういう事できるのか、お芝居だから平気なのかも分かんないし……。本番で相手役の男性にはできなくなったらどうしようって……。でもできちゃったらできちゃったで、わた……ボクは普通に人を好きになる心なんかなくて全部型をなぞってるだけなんじゃないかって……」

　早少女らしくもない、途切れがちで聞き取りづらい早口。

「本当のボクはあの事件が起きる前から、何にもない空っぽの存在。言われた通りの動きとセリフを出すだけのお人形なのかも知れない……。仕事だけじゃなく『ボク』なんてニセモノを毎日演じてるだけで……」

　そっと早少女の肩をつかみ、体を離す。

「ボク──でいいだろ？」

「え？」

　濡ぬれた瞳ひとみが、一大を見上げる。

「上う手まく言えないけどさ……。人間って生まれた時から成長していって、自分がなりたいように変わっていくモンだろ？　早少女が自分で決めた『ボク』と知り合えて、オレは嬉うれしいぜ。役者だからとか辛つらい過去があるからとかじゃなくて、もっと胸張れるようになりたくて変わろうとするのは──当たり前だろ」

　例えば真さな愛えだってそうだ。

　今のままの自分ではない、もっと素敵な自分になろうとしている。

　その彼女が早少女を尊敬していると言っていた。

　本当の早少女さおとめは『ボク』の中に隠している『わたし』なのかも知れない。

　だけど彼女がなろうとしているのは──なりかけているのは、過去の痛みと怯おびえを乗り越えようとする強い『ボク』だ。

　ありのままの自分を知ってもらえるのは嬉うれしい。

　だけど、そうあろうとする自分を肯定されるのは──誇らしい。

　彼女が欲しくて裏庭をゴロゴロ転がっていたのが『ありのままの一かず大ひろ』。

　女の子に嫌われないように一所懸命親切にしてたのが『そうあろうとした一大』。

　早少女のニセ彼氏を引き受けた原因は本性の方だけど、彼女が選んでくれた理由は律して磨みがいて作り上げた自分の方だ。

「そっか……。ボクは、ボクでいいんだ……」

「それでいいんだよ」

　目め尻じりに浮かんだ涙を、早少女が拭ぬぐう。

　緊張のない素直な笑顔が、一大に向けられる。

　どちらからともなく、小さな笑い声がこぼれて重なる。

　ところが──。

「カズーッ！　いるよね？　上がるよーっ！」

　ドアが開く音、元気いっぱいの声、そして足音。

「げげっ！」

「えっ？」

　鷹たか奈ながいきなりやって来たのだ。

「ど、どうして？」

「あいつ合い鍵かぎ持ってるから！」

　遠慮のない足音がどんどん上ってくる。

「と、とにかく見られたらマズい！　隠れてくれ！」

「隠れろってどこへ？」

「ベッドだ！　ベッドに潜もぐれっ！」

「う、うんっ！」

　下着姿のまま、早少女は床に散らばった衣装を拾い集め、バッグの中に放ほうり込こむ。

　他の部屋に移動したり、じっくり検討する余裕なんてない。

　この機にちゃんと事情を話すという選択肢は頭からすっ飛んでいた。

　ハーフマラソンの距離を走らされた夜の鷹奈の言葉を思うと、話し合いで穏おん便びんに解決するとは考えられない。

　ダダダダッ！

　テンポのいい足音が駆け上がってくる。

　ガチャッ！

　鷹たか奈なが部屋のドアを開けるのと、早少女さおとめがフトンを被かぶったのはほぼ同時だった。

「よ、ようっ！　早かったな！」

　素早くベッドに腰掛け、ぎこちない仕草で右手を挙げる。

　むぎゅ。

　えっ？

　お尻しりに蠢うごめく感触。

　フトンに潜もぐった早少女が、一かず大ひろのお尻の下に敷かれる形になってしまった。

　本人もバレないように頑張っているようだけど、どうしてもモゾモゾ動いちゃう。完かん璧ぺきな静止は難しい。

（早少女、ガマンしてくれ。あまり動くとバレる！）

　言葉に出せないからフトンをポンと軽く叩たたくだけ。どこまで意図が伝わるか。

「うん。練習試合だったんだけどね。あたしの敵じゃないよ。勝ち抜き戦形式だったから先せん鋒ぽうで出て、全員やっつけちゃった！」

　ジャージ──いつもの寝間着代わりではなく、聖せい穹きゆう女じよ学がく院いん高等部指定のもの──姿の鷹奈が、にっこり笑ってＶサインを誇示する。

「そ、それじゃ練習試合の意味がないだろっ！」

「だって向こうがあたしに挑戦したいなんて骨のある連中だったんだもん。受けて立たないとかえって失礼じゃない？　安心して。寸止めルールだったから」

　一戦終えてもまだもの足りないのか。指をポキポキ鳴らしながら、机の前の椅い子すに腰掛ける。普通と逆で背もたれを前に、両りよう脚あしで挟む行儀の悪い座り方だ。

　この部屋を訪れた時は、いつもならベッドが鷹奈の指定席で、椅子に一大というのがパターンなのだけど、今は一大の方がベッドに座っている。

「って、そんな事はどうでもいいの！　カズ、この部屋に誰だれかいなかった？」

「え？」

　鋭い目つきで一大をにらみ、匂においをかぎ取ろうとしているのかクンクン鼻を鳴らす。

「試合終わって帰ってきて、一眠りしようと思ったのね。そしたら──」

　くっと立てた親指を窓に向ける。

　一大の部屋と鷹奈の部屋は向かい合っている。こっちから大きな声を出せば、耳のいい鷹奈には窓越しに聞こえてしまうのだ。

「カズがその……何だかえっちな事喋しやべってるし」

「げげっ！」

　聞こえていたのか？　アレが？

　腕力だけじゃなくて聴力も人間離れしてたっけ？

「ぜ、全部じゃないよ。雨も降ってるから部分的っていうか……。でも感じるとか気持ちいいとか……。女の子の声も聞こえたような……」

「あ、あれは……その……テレビの声だ！」

「今の時間、そんな番組やってないじゃない！」

「だ、だから……その……テレビから出た声っ！　ＤＶＤ見てたんだよ！」

「ＤＶＤって……まさかえっちな奴やつ？　こんな明るいうちから？」

「い、いいじゃないか！　オレだって健康な男子高校生なんだし！　ちゃんとヘッドホン着けてたんだけど、弾はずみでジャックが抜けちゃって」

「弾みで──って何の弾みよっ！」

　鷹たか奈なの顔が真まっ赤かになったのは怒りのせいか。

　それとも恥ずかしさのせいか。

「ま、まあ。男の子のプライベートだ。お前だってオレに風ふ呂ろ上がり見られた時は怒っただろ！　アレと同じでオレだっていくら幼なじみでも見られたくないものはいろいろあるんだよ！」

　言い訳した途端に、フトンの中で早少女さおとめがもぞりと動いた。

　こんな時にどうして？

　じっとしててくれ！

「ん？」

　鷹奈の眉まゆがぴくりと反応する。

　頼む。

　気づくな。

　バレないでくれ。

　普段と違う不自然な状況が関心を引かないよう、声に出さずに一かず大ひろは祈る。

　インチキでいじわるな神様でもいいから、今だけは力を貸してください、お願いだから。

　心の中で神にすがりついている間にも、お尻しりの下では早少女の動きを感じてしまう。

　むにゅりっ！

　張りのある柔やわらかさが下から押し上げてくる。

　こ、これは……早少女のお尻？

　動いているのは苦しいからか？

　突いた手に体重をかけたりしてなるべく負担が少なくなるように工夫はしているし、フトン越しだから多少軽減されているはずだけど、男一人分の重みはキツいはずだ。

　まず何とかして鷹奈を部屋から追い出して、早少女を解放しなければ。

「どうも今日のカズは、何か不自然なんだよね」

「そ、そりゃえっちビデオを見ているところに女の子がいきなり入ってきたら焦あせりもうろたえもするわっ！」

「そう？」

　疑いの表情で鷹たか奈なが立ち上がり、部屋のあちこちに視線を走らせる。

　眼まな差ざしが、ＡＶラックで止まった。

　今デッキに入っているＤＶＤは何だったか？

　運よくアダルト物だったらいいが、そうでなかったら説明の不自然さが際きわだってしまう。

　どうしてオレは部屋に女の子が二人もいる状況で、アダルト映像が流れる事を期待してしまうのか。

　普通は見つからないのを祈るだろ！

　しかし鷹奈はＤＶＤプレイヤーには手を伸ばさず、代わりに机の脇わきにあるクズカゴをのぞき込んだ。

　何でお前はそんなところを確かめる？

　純情キャラじゃなかったのか？

「……なーんか不自然なんだよねえ？」

「き、気にするなっ！　男の子にだってお前に内緒にしたい秘密はあるんだ！」

　鷹奈から目を逸そらした弾はずみに、鮮やかなライトブルーが目に飛び込む。

「はうっ！」

「どしたの？　カズおかしいよ？」

「ななななな、何でもないっ！」

　何でもなくはない。

　短い時間で早少女さおとめは持ってきた小道具を処理しきれなかった。

　アメリカンポリスガールの服が、机の陰に落ちている。

　さりげなく立ち上がって回収──なんてできない。

　立つと今度はベッドの中の盛り上がりが目立つ。

　迷っているうちに、鷹奈は不自然な一かず大ひろの視線を追いかけて目標を捉とらえた。

「……これ何なの、カズ？」

　ポリスガールのコスチュームが拾い上げられる。

「そ、それはその……っ！」

「百歩どころか一億歩くらい譲って、コスプレ系のえっち本を見るのは仕方ないよ。だけど何でこういう現物がカズの部屋にある訳？」

　鷹奈の背後に『ゴゴゴゴ！』という太字の擬音が目に見えたような気がした。

「まさかこれを着る人がさっきまでこの部屋にいたとかっていう事？」

　ぶんぶん首を振る。

　それは間違っている。

　さっきまでここにいたのではない。

　今もベッドの中にいるのです。

　またお尻しりの下でモゾッと動いているのですよ、これが！

「じゃ……じゃあまさか……カズが自分で着るの？」

「どうしてそうなるっ!?」

「だ、だって……クラブの友達が言ってたんだもん。世の中にはそういう趣味の男もいるって……。自分でセーラー服やブルマ着て……その……興奮しちゃう人が」

「違うっ！　オレは違うっ！　だいたいサイズが合わないだろーがっ！」

「あ、それもそうか。じゃあどういう事よ？」

　最悪の誤解は回避した。

　だけど事態はちっとも好転していない。

　これならいっそ『オレが着る』と言い切っちゃった方がよくなかったか？

　たとえ雨の中フルマラソンの距離を走らされる羽目になったとしても。

「さあ、はっきりしてよ、カズ！」

「つ、つまり……えーと……」

　どうする？　何て答えればいい？

　こういう時に頼りになるアドリブの達人は、今や一かず大ひろのお尻の下でつぶれかかっている。












「……答えて、カズ！　返答次第じゃ、カズを殺してあたしも死ぬっ！」

　だから何なんですか、その思いつめ方は！

　鷹たか奈なが言うと殺すとか死ぬとかがシャレで済まないのに。

　どうせニセ彼氏なんだからあっさり軽けい蔑べつしてくれた方がどんだけ楽か。

　自分で買ったとか、趣味の品だとかは言えない。

　なら突破口は──あった！

「し、仕事で使うんだよ！」

「仕事？」

　一瞬きょとんとしただけで、鷹奈の表情にみなぎる阿あ修しゆ羅らの怒りは治まらない。

「カズのバイト先って喫茶店でしょ？　どうしてこんな衣装と関係ある訳？」

「メイドカフェってあるだろ？　オレがバイトしてるのはそういう店なんだよ！」

　言ってしまった。

　今まで内緒にしてたのに。

　だけどこれを言わずに切り抜けられるとも思えない。

「女の子がメイド服着て『いらっしゃいませ、ご主人様ぁ』とか言う奴やつ？」

「そうなんだ！　オレが働き始めた頃ころは普通の喫茶店だったんだけど、後から経営方針が変わっちゃって！」

　元々市内でその手の店は多くない。しかも他のは全部最近のオープンだから、この条件に合致するのは一店だけ。

　もう店の名前まで白状しちゃったのと一緒だ。

「それでメイド服だけじゃなくていろんなコスチュームのサービスデーも始める事になってさ！　衣装を店長から渡されてサイズの直しとかやってたの！」

「ホント？」

　怒りのマグマの中から、不審の蒸気が噴き出している。

「カズ、料理は得意だけど裁さい縫ほうはそんなでもないよね？」

「ほ、他のバイトはみんなオレよりもっと下へ手たなんだってば！　お前だって針仕事は全然ダメだろ？」

「……確かに。それを言われると」

「だから引き裂かないでくれ！　預かり物なの！　オレの私物じゃないの！」

　両手を合わせて必死に拝む。

「そういう話なら、一応納得してあげる。そういうイベントやるお店があるって話、割と最近どっかで聞いたような気がするし」

「だろ？　案外珍しくないんだよ！　ほ、ほら！　メシ喰くいたいって言ってたよな？　下りて待っててくれ。お前の好きな五目あんかけ焼きそばつくってやるから」

「ホント？」

　現金というか何というか。

　女の子を食事で釣るというのもあまりほめられた手口じゃないのだけれど。

「オレはこのコスチューム、シワになっちゃわないよう畳んでから行くから！」

「うん。分かった」

　口元のヨダレを拭ぬぐいながら、鷹たか奈なはスキップみたいな足取りで階段を下りていった。

　大急ぎで、フトンを引っぺがす。

「大丈夫か、早少女さおとめ？」

　ベッドの中では重さと暑さのせいでグロッキーした早少女が伝説の平面ガエルみたいな姿になっていた。

「あは……。一かず大ひろの匂においでむせちゃいそう……」

　のぼせたためか、何か妙な事を口走っている。

「とにかくオレは鷹奈を何とかする。材料が足りないとか言って、あっちの家の台所で料理食わせるから！　早少女はその間に素早く脱出してくれ」

「う、うん。分かった。でも……」

「でも──何だ？」

「バイトの事、ばれちゃったね。ごめん。ボクがいきなり訪ねてきたばっかりに」

「この場は仕方ない。何かあったらそん時はそん時だ。それにしても、鷹奈をこれ以上怒らせないようにしないとなぁ……」

　純情で気が強くて、ある意味で潔けつ癖ぺきなのは知っていたが、えっちなコスプレとかにあそこまで過か剰じよう反応するとは思わなかった。

「バレないように協力するよ。ボクにも責任ある事だし」

「あ、ああ。ありがとな」

「それと──」

　早少女の眉まゆがちょっと強こわ張ばった。

「鷹奈のお風ふ呂ろ上がり見ちゃったって、どういう事？」

「そ、それはいずれ話すっ！」

　やはり偶然とは言え女の子のそういうシーンを見るのは、他の女性から見ても不快な行動なのだろう。

「何やってんだよーっ！　早くご飯ーっ！」

　階下から鷹奈の明るい声が聞こえてくる。

　声の感じからするとかなり機嫌はよくなっているけど、完全というほどでもない。

　ここは一発気合い入れて、胃袋を起点に気分を良くしてやらなければ。

「じゃあオレ行くから！」

「うん……。今日の事、誰だれにも内緒だよ？」

「わかってるって」

　早少女さおとめを残して、階段を駆け下りていく。

　またひとつ早少女と秘密を作ってしまった。

　早少女だけじゃない。鷹たか奈なとも、真さな愛えとも。

　いつの間にか約束だとかしがらみだとか、他の人には言えない事だとかが増えていく。

　ひょっとしてこれも、恋愛に欠かせない事なのかも知れない。

　誰かと特別な間柄になって。

　一緒の時間を過ごすようになって。

　内緒話や秘密のエピソードが増えていって。

　オレたちは全部、ニセの恋人でしかないはずなのに。

　たった一人の、本当の恋人だけなら、こんな後ろめたさとは無縁なんだろうか。

　窓の外では、まだ雨が降っていた。





エピローグ……？







「中止ぃ？」

　あの日から一週間経たった放課後。

　学校から帰る途中で立ち寄ったファーストフード店で早少女から衝撃の告白を受け、一かず大ひろは声を上げる。

「うん。原作者が宗教に走っちゃって『オレはこれから信仰に生きるのだぁ～っ』って言い出して、修行始めちゃったんだって。原作も未完打ち切り。当然アニメ化のプロジェクトもぜーんぶお流れになっちゃったの」

　しっかり作者の発言の部分は大げさな芝居をつけて報告し、早少女はオレンジジュースのストローをくわえる。

『ツボエグ』がアニメ化までこぎつけたのは神の助けだと思い込んでしまった挙げ句に、こんな事になっちゃったらしい。

「ヒットさせたくて神に頼って、実際ヒットしたんだから素直に感謝すればいいのに」

　神は敵だと思っている一大も、率そつ直ちよくにそう思う。

　祈願が実現したからってその成果を丸ごと投げ捨ててしまうのは、本末転倒の極きよく致ちじゃないだろうか。

　少なくとも彼女がほしいとずっと思っている奴やつにニセ彼女三人を与えるようなイジワル神ではなさそうだし。

　現実の理不尽さに嘆息しながら、一かず大ひろはハンバーガーを嚙かむ。

「まあ、マンガ家とかラノベ作家とか、クリエイターって変な人が結構いるから」

　自分も表現する仕事なのに早少女さおとめが苦笑する。

「で、製作中止だからこれが今回の唯一の成果っていう事になるのかな？」

　取り出したのは、一枚のＣＤ。

「お蔵入りになっちゃったドラマＣＤのサンプル盤。一大にも上げるね」

「いいのか？　こういうのって部外者に聞かせちゃいけないんだろ、普通は」

　驚きながら、反射的に差し出された物を手に取ってしまう。

「ホントはそうだよ。でもボクが上う手まく演じられたのは一大のおかげだし、絶対に秘密にしてくれるって信じてるもん。だからもらって」

「じゃあ頂ちよう戴だいするよ。ありがとな。でも残念だったな。せっかく新しい仕事で、あんなに頑張ったのに」

　あの日、一大が隣の家で鷹たか奈なの相手をしているうちに早少女は脱出していた。

　帰った後、机の上には走り書きで『ありがと』のメモが。

　読み終えたら用がない一枚だけど、何な故ぜか捨てる気になれなくて保存してある。

　万が一にも部屋に入った鷹奈に見つからないよう、本に挟んで。

　ちなみにえっち本ではない。

　これで絶対に見られたくない隠し場所が二か所になってしまった。

「うん。ボク、頑張っちゃったよね」

　屈託なく目を細めた顔を見ると、何だか胸がキュンとする。

　触れたり、触れられたりする時のドキドキとは違う種類の鼓動。

　あくまでニセ彼氏。

　頑張ったのも役者としての練習のため。

　プロ声優としてより高みを目指すため、恋愛がらみのシチュエーションも演じられるようになる。

　若い男性とも問題なく共演できるようになる。

『ツボエグ』はそのハードルを越えた実績になるはずだったのに。

　それがクリアされれば、一大とのニセ恋人関係も終わりにできる。

　終わってしまう。

　望ましい事のはずなのに、どういう訳か惜しい気持ちが湧わき上がってくる。

「でも、無駄じゃなかったよ」

　満面の笑みで早少女さおとめは、ずっとタメをつけていたジョークのオチがやっと解禁されたみたいに語り出す。

「埋め合わせっていう訳じゃないけど、別の作品に出る事になったんだ！」

　中止と言っても原作者の一方的な都合。

　アニメ製作会社はもうスタッフを集めてスケジュールを確保してるし、資金面に問題がある訳でもない。

　出版社としても機会を無駄にしたくはないから、やはり以前からアニメ化オファーがあった別の作品の企画を、急きゆう遽きよ繰り上げる事になったのだ。

「ほら。こっちの奴やつね」

『ツボエグ』が載っている雑誌の、別のページを早少女は開いた。

　こっちも美少女キャラがウリだけど、えっち萌もえコメディじゃなくてヒロインアクションバトル路線。

　パンチラくらいは連発するがブルマやスク水は出てこないし、お風ふ呂ろですりすりなんてサービスシーンは見あたらない。

　早少女が演じるのはメインヒロインではなく、魔物と戦うチームの一員で、ポジション的には三番手くらい。

「主役じゃなくなっちゃったのはちょっと残念だけど、充分いいキャラだよね」

『ツボエグ』と同じ音響監督が努力と実力を評価して指名してくれたのだとか。

「まあ……これならまだ安心かな」

「また個人練習、つき合ってもらおうかな？」

「程度によるぞ──って……あれっ？」

　マンガをもう一度読んでみると『ツボエグ』と違って男性キャラは出てこない。

　美少女キャラ同士がバトルしたり、怪物退治しているだけだ。

「えーと……たまたま今回だけ男性キャラお休みとか？」

「あ。そっか。これだと一かず大ひろにお願いするのは、この触しよく手しゆの怪物？」

「できるか、こんなの！　オレは素人しろうとだぞ？」

「あー、だからそこはほら、素人清純派ナマ録りって奴で」

「……お前、女の子としてあーいう本にあんまり毒されるのはどうかと思うぞ」

　とか言ってるとケータイが着メロを奏でた。

　♪でげでんでげでんでげでげでげでげてん。

　某怪獣映画のテーマは、鷹たか奈なからだ。

「何だ？」

　放課後で部活の練習中のはずだが、今までこんな時にかかってきた事はない。よっぽど重要な用件なのか。

　一かず大ひろが電話に出ると、早少女さおとめは両手の人差し指で口の前でバツ印を作った。

　一緒にいるのがバレないよう、声は出さないというサインだ。

『もしもしカズ？　あたし決めたから！』

「決めたって？　何か急ぎの用事か？」

『今日、練習が終わったらあんたがバイトしてる店に行くから！　カズがどんな店でどんな風に働いてるのか、ちゃんとこの目で確かめる！』

「ま、待て！　それはマズい！」

『マズいって……やっぱり何かマズいような事があるの？』

「そ、そうじゃないっ！　ほ、ほらっ！　オレは厨ちゆう房ぼうの仕事でフロアには出ないから、店に来てもオレいないから！　だいたい今日は休み！」

　基本的に一大のシフトは真さな愛えと一緒だ。

　鷹たか奈なが来店すれば当然顔を合わせる事になる。

　おまけに店長は一大と真愛が本当につき合ってると思ってるし。

『あ、そっか。じゃあ今度のバイトの日に絶対行くからね！』

　プッ。

　一方的に言いたい事を言うと、鷹奈の電話は切れた。

「……どうすりゃいいんだよ……」

「何の話？　誰だれから？」

　通話の内容を知らない早少女は、不思議そうな表情で一大を見ている。

　ここは頼っていいフェイズだ。

　実は──と状況をかいつまんで告げる。

　とりあえず今日休みなのは事実だが、ほんの一日二日先延ばしになっただけ。

　破滅の日は確実にやって来る。

「はは……どーしよ……」

　途方に暮れて、思わず早少女の方を見る。

　ダブルブッキングデートの時は何とか助けてもらえたが、今度も彼女のアシストでどうにかできないだろうか。

　だが、早少女の眉まゆはきれいなカーブを描いたまま、きゅっとつり上がっていた。

「そういえばこの事訊きくの忘れてた。一大、鷹奈と真愛のニセ彼氏でもあるんだよね？」

「あ、ああ。そうだよ。お前も知ってる通りだ」

　何を今さら状況確認をしているのか？

「でも真愛とは将来を誓い合ったって聞いたし、鷹奈とも結婚の約束したんだよね？」

「ええっ！」

　確かに真愛とはそういう解釈も成り立つ。だけど鷹奈の方は覚えがない。

　どうして早少女さおとめがこの非常事態にこんな話を切り出して、怒った顔をしているのか？

「そ、それはその……」

　ヤバい。

　この状況を乗り切るには、早少女の協力が不可欠だ。

　訳も分からずヘソを曲げられたらお手上げになってしまう。

　だいたい真さな愛えからは頼まれてそういう形になっているだけだし、鷹たか奈なの件は覚えがない。

　説明するにしても、一かず大ひろ自身どういう事なのか把握していないのだ。

　戸惑っているとちょっぴり赤くなっていた早少女の顔色が白くなっていく。

　いつも通りの白から、血の気の失うせた青ざめた色に。

　何だ？

　怒ってたのが落ち着いたんじゃないのか？

　今までにない、驚いたような困ったような表情を見るとそうは思えないけれど。

「か、かか、一大……。一大くん。八や木ぎ本もとくんっ！」

　不自然なほど他人行儀な呼び方で、震ふるえる指を上げる。

「ん？」

　早少女が差した方向に振り返った一大は、彼女の態度の理由を知った。

　セーラー服姿でにっこりと微笑ほほえむ真愛がそこにいたからだ。












　彼女一人ではない。無言でも威圧感のある、黒服黒メガネのガードマンが三人、側そばに控えている。

　強引に逃げようとしてもそれを許さない、屈くつ強きようのディフェンスライン。

「奇遇ですわね、一かず大ひろ様。こんなところでお会いするなんて」

「そ……そうだね、真さな愛えさん」

　目は笑ってなかった。








（つづく）







あとがき




　皆様、ありがとうございます！

　おかげさまで『しゅらばら！』の二巻をお届けできる事になりました、

　一巻へのご意見ご感想をネットなどで目にして、どっちの方に舵かじを切るべきかいろいろ悩んだりもしたのですけど『二巻は一巻を読んで面白いと思ってくれた人たちの事を第一に考えて書くべきなんだ』と思って突っ走りました！




　さて突然ですが、担当のＫさんは勇者です。

　ある日の事。

Ｋ『このシーンの真さな愛えのスク水って白ですか？』

岸『え？　普通の紺色のつもりで書いたんですけど……』

Ｋ『白じゃダメですか？　いえ、白にしましょう！　絶対白の方が映えます！　ここ、カラー口絵にしますから！』

岸『……はい。分かりました。じゃあ白という風に修正します』

　このような経緯をたどって、プリンプリンさんのあの素晴らしいイラストができあがった次第であります。

　他にも文中に登場するえっち本の内容について、編集部でバイトしている女の子に意見を訊たずねたりもしたそうです。

　僕が同じ立場だったら、ちょっと躊ちゆう躇ちよしちゃいますよ。

　この情熱と勇気がなければ、きっと『しゅらばら！』はもっと地味で、腰の退ひけた小説になっちゃってたかも知れませんね。

　さあ、みんなで勇者Ｋさんを讃たたえましょう！




　相変わらず世の中、面倒くさい事や暗いニュースもありますけど、そんな中でもしかめっ面で真面目まじめな事を考えてるだけじゃなく、笑ったりウキウキするのも大切だと僕は思うのです。

　少しでもその手助けができれば、物書きとしてこれ以上の喜びはありません。

　なるべく急いで三巻をお届けできるよう頑張りますので、これからもよろしくお願いします！











二〇一一年六月　　岸きし杯はい也や











　著者

　岸 杯也（きし・はいや）

　　こってり系しょう油スープに縮れの少ない中太麵という基本に忠実な構成。

　　具もオーソドックスにチャーシュー、メンマ、ネギ、煮卵。

　　強い刺激をお好みの方はラー油をちょっぴり加えるといっそう美味しく召し上がれます。




　イラストレーター

　プリンプリン

　　１９８×年１月12日生まれの自称Ｂ型。

　　セキセイインコと共に京都在住。

　　ついにねんがんのＰＳ３をてにいれたぞ！




　　代表作

　　ぷれいぶっ！（電撃文庫）　挿絵

















　　カバー・口絵・本文イラスト／プリンプリン

　　装丁／清水大輔（design CREST）











しゅらばら！２








岸 杯也





[image: ]





2012年7月2日　発行





(C)Haiya Kishi 2012





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『しゅらばら！２』

2011年7月20日初版第一刷発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-002-001（カスタマーサポート）

年末年始を除く　平日10：00～18：00まで

http://www.kadokawa.co.jp/













item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
W= ABIBDESUE
‘ |[#5=2uucusisi
V=t

3 TAEOSVA - ERZ






item/image/kuchie-003.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/p147.jpg





item/image/p081.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		Contents



		プロローグ



		第１話　緊急特別指令：×××をゲットせよ！



		第２話　こんなエロスじゃボクは満足できない！



		第３話　真愛はマーケティングに取り組んだ？



		第４話　健全ってなんですか？



		第５話　わたしの中のボクに隠されたわたし



		第６話　スペシャルサービスはいかが？



		第７話　ガールズトーク・タイム（その２）



		第８話　どうしていきなりベッドでプレイ



		エピローグ……？



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/logo-bj.png





item/image/p115.jpg
‘ al

)

l *\\»@M«
. 4%

QAD‘ i





item/image/p033.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/p169.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p041.jpg





item/image/gaiji-0001.png





item/image/p245.jpg





